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        正体明確　アンスポカイザー



      

    

  
    
      

　街の一角はお祭りさわぎ。

　いくつも屋台が立ち並び、あちらこちらには色とりどりの飾かざりつけ。競技場フイールドのまわりにひしめく見物客。

　二本のポールの間には、『第七百二十六回長ちよう距きよ離り匍ほ匐ふく前進レース』の文字が記された横断幕。

　──ここフィンリスの街は、有名な戦士の出身地だということで、スポーツがやたらと盛さかんな所だった。

　ほとんど年中、大小なにがしかのスポーツ大会が開かれているとかいないとか。

　旅ゆく途と中ちゆうにそんな噂うわさを耳にして、話のタネにと立ち寄ってみれば、ちょうどこの大会が開かれている最さ中なかだったのだ。

　競技場フイールドといっても、だだっ広い場所に線が引いてあるだけのもの。まわりに張られたヒモが観客席との境界線。

　あたしは少しでもよく見える場所を探そうと右う往おう左さ往おうし──

「──おい！」

　トゲを含ふくんだ呼びかけにふり向けば、そこには筋肉質の男たちが四人ばかり。

　全員、髪かみの短いスポーツ刈がりで、染め抜ぬきで『係員スタツフ』の文字が入ったタンクトップ。

　全員の視線は──どうやらあたしに向けられているようだった。

「……あたし？」

「ああ」

　問えば男のうち一人、黒髪で、白いハチマキを締しめた男は仏ぶつ頂ちよう面づらでうなずいた。

「見ない顔だな」

「旅してるから」

　ぶしつけなもの言いに、こちらもつっけんどんに返す。

「まさかお前──」

　ハチマキ男はまなざしを鋭するどくして、

「アンスポ団じゃないだろうな」

「………………は？」

　わけのわからぬ質問に、あたしは思わず眉まゆをひそめた。

「あんす……何ソレ？」

　だがその問いに答えが返るより早く。

「ふははははははははははははは！」

　やたらとよく通る笑い声が、青い空にこだました！

「こ……この声は……！」

　ロコツに動どう揺ようの色を浮うかべ、あたりをきょろきょろ見回す男たち。まわりの観客も、そしてあたしも四方を見み渡わたし──

「あそこだ！　北のポールの上！」

　響ひびいた誰だれかの声に、一同の視線がそこに集まった！

　横断幕から離はなれた場所に佇たたずむポールのその上に、すっくと立つのは、全身赤タイツに覆ふく面めん姿すがたの男が一人！

　かなりの長身、ムダに隆りゆう々りゆうたる筋肉！　怪あやしくない部分はもはやどこにもない！

　あたしのそばにいたハチマキ男が、その姿を目にして驚きよう愕がくの声を上げる！

「アンスポカイザー!?」

「……何その名前……」

　さすがにそこはツッコむあたし。

「今日もまたこのような祭典に血ち道みちを上げているのかね！　フィンリスの街の諸君！」

　高みから眼下の人々を見下ろして、アンスポカイザーと呼ばれた男は声を上げた。

「スポーツに汗あせを流すも興じるもまた良し！

　されどスポーツ以外の価値観を見下し貶おとしめるは愚ぐの骨こつ頂ちようと知れ！

　とぉうっ！」

　言いたいことを言うとポールを蹴けって宙に舞まい、着地と同時に右の拳こぶしを地面に叩たたきつける！

　そのとたん！



　どんっ！



　衝しよう撃げき音おんとともに大地が陥かん没ぼつした！

　周囲から起こるどよめきは恐きよう怖ふか驚愕か。

　そのどよめきをつんざいて、

「我の言う言葉の意味、よく考えてみるが良い！　さらばだっ！」

　タイツ男は言うと再び地面に拳を叩きつけて──

　どぉんっ！　と地面が爆ばく発はつした！

　重なり上がる悲鳴と怒ど号ごう。

　ふき上げられた土ど砂しやは視界を遮さえぎり、混乱を煽あおる。

「落ち着いて！　みんな落ち着け！」

　ハチマキ男と仲間たちが声をはり上げる。

　幸い、それ以上何かが起こる様子はなく、やがて土つち煙けむりとともに、騒さわぎは少しずつおさまってゆく。

　視界が晴れて競技場フイールドへと目をやれば、そこには陥没した地面があるばかり。

　場所はモロにコースの上。これでは競技はできないだろう。

　今のどさくさにまぎれて逃にげたのか、アンスポカイザーとかの姿は、もはやどこにも見あたらない。

「くそっ！　まただっ！」

　ハチマキたちが地じ団だん駄だを踏ふんでくやしがるが、もはや後の祭り。

　……こうなった以上、あたしにここに留とどまる理由はない。

　その場でくるりときびすを返し──

「──待て！」

　背中にハチマキ男の声がかかる。あーもーめんどくさい。

　ふり向く先には疑ぎ惑わくのまなざし。

「答えを聞いてない。お前、アンスポ団じゃないだろうな」

「知らないわよそんなの。

　調べるなら、あの時最前列に陣じん取どってた連中を調べるのね。

　……って言っても、もうみんな散り散りになっちゃってるけど」

　言うと男は、面めん食くらった顔で、

「さ、最前列……？　なぜそこを？」

「今の覆面タイツが消える時、盛せい大だいに土煙が上がったでしょ？

　まさかあの土煙、タイツ男のパンチで上がったわけでもないでしょーし」

「え!?　違ちがうのか!?」

　目を丸くするハチマキに、あたしはため息ひとつつき、

「……あのねえ……

　仮に、すごいパワーのパンチで地面を打ったとしたら、地面が砕くだける以前に、打った奴やつが反動で上にすっ飛んで行くはずよ。

　なら、見物人たちの中に仲間がいて、アンスポカイザー、だっけ？　あいつを逃がすために何かの方法で土煙を上げた、って考えるのが自然でしょ。

　で、それをやるなら最前列が都合がいい」

　あえて口には出さないが、たぶんその仲間は魔ま道どうを操あやつるのだろう。

　トンネル掘ほりの術──地精道ベフイス・ブリングあたりで地面の下に空くう洞どうを作り、そこにカイザーが飛び降りると、空洞の上が衝撃で崩くずれ、パンチで地面を穿うがったように見えたのだ。

　姿を消す時には、パンチをくり出す動きに合わせて、ドーナツ状にあたりの土砂をふき上げる炸弾陣デイル・ブランドあたりを使ったのだろう。

　直前までしゃべっていて、呪じゆ文もんを唱える時間のなかったカイザーが術を使ったとは考えられない。

　仲間がいたことはほぼ確実。

『おー』

　説明に、感かん嘆たんの声を漏もらす男たち。

　ハチマキは、とたんにすがるようなまなざしをあたしに向けて、

「な、なあ！　あんた、他に何か気づいたことはないか!?」

「……その前に聞きたいんだけど、そもそもアレって一体何で、あんたたちは何？」

「奴の名は──アンスポカイザー」

　えぐれた競技場フイールドに目をやって、ハチマキは語る。

「半年とちょっと前から出現しはじめた謎なぞの男だ。

　スポーツが盛んなこの街で、さっきみてぇに反アンチスポーツとかいうわけのわからねえことをほざいて、いろんな大会に乱入してはめちゃめちゃにしやがる」

　なるほど。それでアンスポ、か。

　本気でそのまんまなネーミングである。わかりやすくはあるけれど。

「最初はあいつ一人でやってたんだが、なぜか協力者が出てきてな。

　いつの頃ころからか、アンスポ団って呼ばれはじめた。

　で、オレたちは奴らを止めるため、自警団を組織して、会場の警備や何やをやってる。

　オレはその責任者の、スコルブ＝エレンタイルってもんだ。

　けど、いまだにカイザーの正体も、団の全容もわからない。

　だから最初、見慣れない姿のあんたを見とがめたんだが……

　なあ、もしあんたがアンスポ団と関係ないなら、オレたちに協力──」

「ははははははは。駄だ目めだぞスコルブくん。旅の方を巻き込こむようなことをしては」

　割って入ったその声に、あたしは視線を走らせる。

　──現れた影かげは、ハチマキたちと比べてなお、頭一つぶん高かった。

　短く刈り込んだ赤毛。ゆったりとした上着を羽織ってさえ、その長身を長身と感じさせない筋肉の量。

「ファイゼルさん！」

　その姿を目にして、ハチマキ──スコルブたちの背筋が伸のびる。

「これは俺おれ達たちの街の問題だ。見ればそちらは旅の人。

　無理に協力させるようなことはいかん」

「す、すみません。なんとしてでもアンスポ団どもを捕つかまえたくて……」

　たしなめられたスコルブたちは小さくなっているのだが……

　その……なんとゆーか……

「あの、ファイゼルさん？」

「む？　何かね？」

　あたしはややとまどい気味に、彼に問う。

「あなたさっき……覆面タイツ姿でポールの上で笑ってましたよね？」

　まっ白な。

　まっ白な空気が流れる。

　そう。

　目の前のファイゼルとやら、服装こそは違うものの、体格や声まで、さっき現れたアンスポカイザーと全く同じ。

　たぶんタイツとマスクは脱ぬぎ捨てて、仲間にでも持たせているのだろう。

　これで万一にも別人だったら、そっちの方がびっくりである。

　わずかに落ちた沈ちん黙もくの後。

　ファイゼルは、ずざざっ！　と数歩身を引いて、

「なっ……!?　ななな何を言っているのかねきみはっ!?」

　あ。どもった。

　あからさまな反応に、スコルブも、

「何バカなこと言ってるんだ！

　ファイゼルさんがアンスポカイザーのわけがねえだろ！」

　即そく座ざにあたしのことばを否定……って、をい。

「いいか！　このファイゼルさんは、去年おととしと、いろんな大会の賞を総ナメにして数々の記録をうち立てた、生きる伝説！　スポーツ・キング！

　対するアンスポカイザーは、アンチ・スポーツを標ひよう榜ぼうするロクデナシ！」

　ロクデナシ、のところで、ファイゼルのこめかみが、ぴくりっ、と動いたが、スコルブは気づかないままことばを続ける。

「そんな二人が同一人物のわけねえだろ！

　失礼にもほどがあるぞ！」

「でもほら！　体格とか声とか、そっくり、っていうかそのまんまだし！」

「ハッ！　何を言い出すかと思えば！

　ちょっとは鋭するどい奴かと思ったけど……オレの勘かん違ちがいだったみてえだな！

　お前の目は節穴か!?　目ン玉ひんむいてよく見てみろ！

　大胸筋の形が全然違うじゃないか！」

「そこかっ!?　チェックポイントはっ!?」

　いや大胸筋とか言われてもっ！

　そんなところ注目してないからっ！

　仮に筋肉の形が少々違おうと、体格や声はいっしょなんだしっ！

　もちろん、いろんな記録を出したスゴい人を疑いたくない、という気持ちはわからないでもないのだが、せめて少しは考えろっ！

「じゃあ聞くけどっ！

　そのひと、去年おととしのスポーツ・キングだって言ったけど、今年は!?」

「今年は大会そのものに参加してもらえないんだよ！」

「なんで参加しないわけ？」

　もちろんそれは外でもない。彼がアンスポカイザーとして活動しはじめたから──とあたしは読んだのだが。

「あ。その理由はオレも知りてえ」

　あたしとスコルブは言って同時にファイゼルを見やる。

　彼は一いつ瞬しゆんわずかに身を引いてから、

「そっ……！　それは……アレだ、ほら！

　そう！　後進の者たちを育てるためだ！」

「後進を？」

　問うあたしに彼はうなずき、

「うむ！

　去年とおととし、俺はあまりにも多くの大会で圧あつ倒とう的に勝ち過ぎた。

　そのせいか、気がつくと若手たちの間に、俺になら負けても仕方がない、という空気が生まれはじめた」

　たしかに──スコルブの、ファイゼルに対する信用っぷりを見ると、そんな空気が生まれていても不思議ではない。

「その空気は若手たちの勝利への渇かつ望ぼう、闘とう争そう心しんを奪うばい去る！

　これではいけないと思った俺は、一時、大会から身を引くことにしたのだよ！

　皆みんながもう一度闘争心を取り戻もどし、俺に挑ちよう戦せんする気になったその時にこそ、フィールドに戻ると心に誓ちかって！」

「……や……やっぱりスゲエぜファイゼルさん！」

　大層ご立派な演説に、スコルブはうっすらと涙なみだすら浮うかべて感動し、その目をあたしの方に向けると、

「わかったか！　こんな立派な人がアンスポカイザーのわけはねえだろ！」

「まあそう責めるなスコルブ。

　そちらの方も、こんな事態に遭そう遇ぐうして動どう揺ようしているのだろう。

　無理からぬことだ」

　ファイゼルがなだめれば、

「そ……そうですね。

　シロウトの小こ娘むすめに、筋肉の違いを見分けろというのも酷こくな話ですし」

　と、スコルブは無条件で全面肯こう定てい。

　うわ腹立つ。

「ちょぉぉぉぉぉぉっと待った」

　さすがにあたしは声を上げた。

　これだけ丸わかりの正体に、なぜかスコルブは気づかない。

　それはまあいいとしよう。

　世の中には、あたしの想像を絶してニブい人というのが存在する。

　だがっ！

　そんなスコルブにカン違ちがいシロウト扱あつかいされて引っ込んでいたのでは、このリナ＝インバースの名がすたるっ！

　とはいえここで言い争っても、どうにかなるもんでもないっ！

　ならっ！

「甘あまく見ないでもらいたいわねっ！

　このリナ＝インバース、じまんじゃないけど今までに、旅ゆく先々でいろんな事件を解決してるのよっ！」

「そんなこと言われてもなぁ……たった今、見当違いのことを言ったばかりだし」

　と、見下しきったスコルブの反応。

「ならっ！」

　そのスコルブを、あたしは、びっ！　とまっ正面から指さして、

「あたしがアンスポカイザーの正体をあばいてみせるわっ！

　そのかわり、それができたらお礼はたっぷりはずんでもらうわよっ！

　できなければ、もちろんいらない！

　どう!?　そっちにとっても悪い話じゃないと思うけど!?」



    

  
    
      「い、いや、旅の人にそんな……」

「あたし自身が望んでやるのよ！」

　何やら言いかけたファイゼルのことばをぶった切ってにらみつけ、

「あなたたちのジャマはしないしメンツを潰つぶすようなことをする気もない！

　ただ、不届き者の正体をあばくのに協力する、って言ってるの。

　何か不都合でもある？」

「……う……いや……無い……」

　さすがに返すことばもなく、ファイゼルは沈黙した。

　そんな彼の怪あやしい態度には気づきもせず、スコルブは馬ば鹿かにした顔で、

「まあいいさ。やれるもんならやってみな。

　本当にあんたがアンスポカイザーをどうにかできたら、礼ははずんでやるよ」

「おーし。聞いたわよ今のことば。たーんまりふんだくるから覚かく悟ごしてなさい」

　こちらも不敵に笑ってみせる。

　かくてあたしは。

　わかりきった犯人の正体を暴あばく、という、簡単なんだか不毛なんだかよくわからない捜そう査さを開始したのだった！



「けどよ、それでなんで、ファイゼルさんの家を見はらなくちゃあいけねえんだ？」

　闇やみの中に身を潜ひそめ、スコルブは声をおさえてつぶやいた。

　その日の夜。

　あたしはスコルブを呼び出して、ファイゼルの家まで案内させると、寝ねずの番を提案したのだった。

　街の一いち隅ぐうにある、どこか倉庫にも似た一軒けんの建物。そこがファイゼルの家だということだった。

　民家にしては変なつくりだが、スコルブの説明によれば、トレーニングルームを兼かねており、ファイゼルはここに一人で暮らしているのだとか。

「もしも──」

　通りをはさんだ路地の物もの陰かげに身をひそめ、その家を監かん視ししながらあたしは言った。

「もしもあたしの想像通り、アンスポカイザーの正体がファイゼルなら、何かの形で仲間と接せつ触しよくするはずよ」

「──だからファイゼルさんはそんな人じゃねえって言ってんだろ」

　と、またまた寝言をほざくスコルブ。

　しかしあえてそれを否定せず、

「逆にあなたの言う通り、ファイゼルが無関係なら──

　むしろ、アンスポカイザーに狙ねらわれる危険があるわ」

「なっ……!?」

　小さく息を呑のむ彼に、あたしは続ける。

「ファイゼルは去年おととしと、いろんな賞を取った人なんでしょ？

　いわばスポーツ好きの代表にして象しよう徴ちよう。

　アンチ・スポーツを主張する連中が、その象徴を潰そうとするのは、じゅーぶん考えられるでしょ？」

「い……言われてみれば……

　けど仮に、スポーツに反対するような軟なん弱じやくな連中が襲おそって来たって、あのファイゼルさんが負けるわけはねえ！」

「正々堂々戦えばそうかもね。

　けど、寝込みを襲われたら？

　しかも相手は、武器を持ってるかもしれないし、攻こう撃げき呪じゆ文もんを使うかもしれない。

　ファイゼルはスポーツマンだけど、戦士じゃない。

　とっさに対応できるとは思えないわ」

「た……確かに……」

「つまり。

　彼がアンスポカイザーだろうとそうでなかろうと、見張る意味はある、ってこと。

　わかった？」

「そういうことなら納なつ得とくだ。

　……けど、ひと晩くらいならともかく、夜の見張りが毎晩続くのはキツいぞ」

　彼はグチるが、その心配は必要ない。

　なぜなら。

　アンスポカイザーの正体は、今夜、暴かれるのだから。

　闇に身をひそめて時が過ぎるのを待つ。

　夜はしずかにふけてゆき。

　月は星空を渡わたりゆき。

　街が寝ね静しずまった頃ころを見計らい──

「──来たっ！」

　闇の中、あたしは小さく鋭するどい声を放つ。

「え……!?」

　スコルブはあわてた呻うめきを漏もらし、身を乗り出すようにファイゼルの家の方を見る。

　しかし当然、賊ぞくの影かげなど見あたらない。

「……どこに……？」

「しっ！　声を小さく！

　うまく姿を隠かくしてるけど、あたしには気配でわかるのよっ！」

「気配……って、すげえな。お前」

「行くわよ！　ついて来て！」

　言うとあたしは路地を飛び出し、足音を殺しつつ通りを突つっ切きる。わずかに遅おくれて続くスコルブ。

　家に近づき、ドアのそばにはりついて様子を探さぐる。

　窓には板戸が下ろされて、中の様子はうかがえない。板戸のすき間から光が漏れていないところを見ると、たぶんもう寝ているのだろう。

　おーし。

　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱えると、

「振動弾ダム・ブラスっ！」



　ばごぉぉんっ！



　一いち撃げきを放って、ドアのカギをぶち破る！

「な!?　何事っ!?」

「いいのかオイ!?」

　奥おくからはあわてたファイゼルの声、後ろからはうろたえるスコルブのつぶやき。その両方を聞き流しつつ、あたしは次の呪文を唱えながら奥へと突入する！

「一体──!?」

　ファイゼルらしい人影が現れたのとほぼ同時に、あたしの呪文が完成した！

「明かりよライテイング！」

　生み放たれた魔ま力りよくの明かりが、建物の中を明るく照らし出す。

　広い空間、いくつかの部屋。

　目の前には、まぶしさに手をかざす、似合わぬパジャマ姿のファイゼル。

「お前、昼間の……！　それにスコルブくんまで……？」

「賊が入ったのよ！」

　言ってその横をすり抜ぬけるあたし。

　ファイゼルがこちらから来たということは、寝しん室しつもそっちにあるはず！

「な……賊……!?」

「らしいです！」

　スコルブもあたしのあとに続く。

「……え……ち、ちょっと待ちたまえ！」

　一いつ瞬しゆん置いてからファイゼルもようやく我に返り、あたしたちのあとについて来る。

　しかしその時、あたしはすでに、ファイゼルの寝室にたどり着いていた。

「明かりよライテイング！」

　もう一度唱えた魔力の明かりを放つと、光が部屋を照らし出す。

　寝室にしてはやや広い部屋には、小さな窓と質素なクローゼット、がんじょうそうな大きなベッド。

　床ゆかには、ダンベルだの何だのと、いろいろなトレーニング機材が置いてある。

　あたしはさらに次の呪文を唱えつつ、まっすぐクローゼットへと駆かけ寄る。

　──ここかっ！

　がばぁっ！　と両開きのドアを開けると、中にはズボンやらシャツやらタオルやら。

　ちっ。ハズレか。

「──な、何をやっているんだ！」

　ファイゼルが顔色を変えてこちらにやって来るが──遅おそい。あたしの呪文は完成した！

「振動弾ダム・ブラスっ！」

　ごがぁっ！

　放った一撃は、部屋のベッドを粉ふん砕さいした！

　ファイゼルとスコルブ、二人の動きが凍こおりつく。

「あれー？」

　あたしは棒読み口調で言いつつ、粉砕したベッドに歩み寄る。

　ファイゼルとスコルブは動かない。いや、動けない。

　壊こわれたベッドの下にあるモノを目にして。

　あたしはそれを手に取ると──

「なんでこんなものがファイゼルのベッドの下にあるわけ？」

　二人に向かってひろげてみせた。

「アンスポカイザーのコスチュームが」

　そう。

　それはまぎれもなく、今日の昼に見た赤い全身タイツに覆ふく面めんだった──



　動かぬ証しよう拠ことはまさにこのこと。

　もともと、あたしが今夜立てた計画はほかでもない。この衣い装しようを見つけるためのものだったのだ。

　ファイゼルはおそらく、カイザーの衣装を自分の手もとに置いているはず。それも、クローゼットの引き出しの下とか、ベッドの下とか、あんまりひねりのない場所に。

　そう読んだあたしは、適当に理由をつけてスコルブを連れ出し、賊が来た、などと嘘うそをついて家に突とつ入にゆう。

　スコルブの目の前で、ファイゼルの家に隠してあった、アンスポカイザーのコスチュームを見つけてみせたのである。

「……そ……」

　ファイゼルの震ふるえる唇くちびるが、震えることばを紡つむぎ出す。

「……そんなところになぜアンスポカイザーの衣装がー……？」

「この期ごに及およんでしらばっくれるなぁぁぁぁっ！」

　しらじらしすぎるおとぼけに、さすがに声を荒あららげるあたし。

「たった今あんたが寝ねていたはずのベッドの下から、アンスポカイザーの服が見つかったのよっ！

　あんたが服を隠してた、って以外の答えはありえない！

　つまりっ！

　ファイゼル、あんたがアンスポカイザーの正体だ、ってことなのよっ！」

　びしぃっ！　と突きつけた指の先で、ファイゼルは、ふいっ、と視線をそらし、

「そ、そんなことはありませんよ？」

　言う彼の声はもはや完全に裏返り、額にヤな感じの汗あせが浮うかびまくっていたりする。

　その傍かたわらではスコルブが、驚きよう愕がくのあまりか、いまだに凍りついていた。

「あー往おう生じよう際ぎわの悪いっ！

　じゃあ聞くけどっ！

　なんでアンスポカイザーの服があんたのベッドの下から出てきたのよっ!?

　あんたがカイザーだ、って以外に説明できる!?」

「そ……それはっ……」

　ファイゼルは、さんざん視線を泳がせてから、はた、と何かを思いついたらしく、

「そそそうだ！　賊のしわざだ賊のっ！

　きみたちが言ったじゃないか！　賊が入って来たと！

　きっと俺おれにぬれぎぬを着せるために、その賊が、俺のそばをスパーッと走り抜けて、ベッドの下に服をササーッと隠したんだ！」

　──そんな寝言が──

「──そうだったのか！」

　あたしが口を開くより先に、声を上げたのはスコルブだった。

　……ってオイ、あんたまさか……

　スコルブは、ファイゼルに向かってこくこくうなずきながら、

「それなら確かにつじつまが合いますねっ！」

　信じたッ！　この人またファイゼルの寝言信じちゃったッ！

「合うかぁぁぁぁぁっ！

　スコルブっ！　あんた何で今のありえない話信じられるのよっ!?」

　あわててあたしが言えば、スコルブは、馬ば鹿かにしたような顔であたしを見つめ、

「は？　何言ってんだ。

　昼も言ったけど、スポーツ・キングのファイゼルさんが、アンチ・スポーツの活動なんてする理由がねえだろ？

　今のファイゼルさんの説に、おかしなところなんてどこにもねえし」

　うわ。むかつく。

　たしかに、ファイゼルがなぜアンスポカイザーをやっているのか、その理由まではあたしにもわからない。

　しかし、彼がカイザーだということは、見た目に態度に状じよう況きように、どこから何をどぉ考えても間ま違ちがいない。

　しかし。

　スコルブが、スポーツ・キングのファイゼルに対して抱いだいている、盲もう信しんに近い尊敬が、いろいろなものを見えなくさせてしまっているのだ。

　だがあたしは負けじと言いつのる！

「あったでしょーが変なところっ！

　賊が服を置いてったって話だけど、じゃあその賊ってどこ行ったのよっ!?」

「え？」

　言われて彼は、きょろきょろあたりを見回すが、もちろんここには三人しかいない。

　出入りのできるドアは一つ。窓はあるが内側からカギがかかっている。

　クローゼットは開け放たれていて、人の隠かくれられるような場所はない。

「言われてみれば！　いねえ！」

　今気づいたんかい。

「一体どこへっ!?」

「だからっ！　賊ぞくなんてのは最初からいなくて、ベッドの下にコスチュームを隠してたのはファイゼルなのよっ！」

「賊がいる、って言ったの、あんたじゃないか！」

　そんなん嘘うそじゃボケェェェ！　と絶ぜつ叫きようしたいところだが、さすがにそれはがまんする。

　スコルブには、ファイゼルを信じたい、という強い思いがある。

　もしも、賊なんて嘘だと言えば、嘘つきの話よりファイゼルの言葉を信じる、と返って来るに違いない。

　ならば。

「確かにあたしは外で見張ってて、賊の気配を察知した！」

「ほら見ろ！」

　得意顔のスコルブに、しかしあたしは微み塵じんも臆おくさず、堂々胸を張って宣言する！

「けどあれは気のせいよ！」

『えええええええええっ!?』

　なぜだかハモるスコルブとファイゼル。

　かまわず先を続けるあたし。

「そもそも気配って何!?　そんな非論理的なものあるはずないじゃない！　ましてやそんなのを感じ取るなんて！　気のせい気のせい！　全部気のせい！

　とゆーわけで、最初から賊なんていなかったのよ！」

　だからこそアンスポカイザーの正体は──

　そう続けようとしたあたしのことばを遮さえぎって。

「いや！　気のせいではない！」

　声を上げたのはファイゼルだった。

「リナ、と言ったか。

　きみは確かに賊の気配を感じ取っていた！

　その証拠に！

　かくいう俺も、賊が忍しのび込こんでベッドの下にアンスポカイザーの服を隠す気配をしっかりと感じ取っていたのだからな！」

「どんな気配よそれっ!?

　てゆーか、ンな気配を感じながらノーリアクションだったわけ!?

　もしそうだとしても、賊がどこに行っちゃったのかの説明にはなってないわよ！」

「……いや……そこまでは……俺にもよくわからないが……」

「賊がベッドの下に服を隠す気配までわかったんでしょ!?　ならそのあとどーやって姿をくらましたのかも、やっぱり気配でわかるはずよね!?」

　あたしの追つい及きゆうに、ファイゼルの額に汗がにじむ。

　おーしあとひと息！

　あたしは口を開くと──

「そうか！　わかったぞ！」

　しかしほんのわずかに早く、声を上げたのはスコルブだった。

　閃ひらめきに瞳ひとみを輝かがやかせつつ、あたしとファイゼルを交こう互ごに見つめ、

「賊はファイゼルさんの寝しん室しつに侵しん入にゆうする！

　その気配を察知したリナ、あんたが術で玄げん関かんのドアをぶち壊す！

　ファイゼルさんは驚おどろいて目をさまし、何事かと部屋を出る！

　賊はその時、ベッドの下に服を隠すとファイゼルさんのあとに続いて部屋を出たんだ！　一いつ旦たん物もの陰かげに身を隠し、オレたちが部屋に突入して、ファイゼルさんも引き返したのを見計らい、入れ違いで外に出たんだ！」

　うっわ！　事実と違うけどつじつま合っちゃった！

　おにょれスコルブ！　あんた、なんでこんな時だけ頭が回るのやらっ!?

「うむ！　言われてみれば、何かがすごいスピードでベッドの下に服を隠してから部屋を出て、物陰に身をひそめる気配はかすかに感じたぞ！」

　すかさずその案に乗っかるファイゼル。

　だからどんな気配だっ!?　それはっ！

　むろん、本当に賊が身を潜ひそめていれば、あたしは気配で察しただろう。

　しかしそれは言ってもムダ。なにしろあたしはつい今しがた、気配なんて気のせいだ、と主張したばかりなのだから。

　スコルブは得意満面であたしを見ると、

「ほらみろ！

　やっぱりファイゼルさんはアンスポカイザーなんかじゃなかった！」

「……あのねぇ……

　あなたが今、説明したのは、賊がいた『かもしれない』ってことだけ。

　ファイゼルがアンスポカイザーじゃないって証明したわけじゃないわ」

「けどそりゃあつまり、ファイゼルさんがカイザーだっていう、あんたの寝ぼけた決めつけには穴がある、ってのを証明したことにはなるんじゃねえか？」

　うっ……ぐっ……

　あたしは内心、小さく呻うめく。

　ひょっとして実はこのスコルブ、ファイゼルを無条件で信しん奉ぽうしてる、って問題はあるけど、わりと頭よかったりするんじゃあないだろーか……？

　なら、どう話を運べばいい？

　考えて、あたしは瞬しゆん時じに答えを出した。

　ここでこれ以上押おしてもムダだ、と。

　いや、それどころか。

　もしファイゼルが、『あたしこそアンスポ団のメンバーで、ファイゼルを陥おとしいれるために嘘をついている』などというでたらめを思いついて語ったら、スコルブはそれをあっさり信じるだろう。

　さすがにそうなることは避さけたい。

　ならば──

　あたしはため息をついてみせると、

「どーやらここで言い合いをしてたって、結論は出なさそーね。

　なら、やり方を変えましょ。

　聞きたいんだけど、この街で近々、規模が大きめのスポーツ大会って、ある？」

「街じゅうの道路を使った長ちよう距きよ離り走そう大会が二日後にあるけど」

　問いにスコルブが即そく答とうした。

「二日後っ!?　そんなに近くっ？」

　声を上げるあたしに、今度はファイゼルが、

「ああ。かなり人気のある大会で、コース沿いにはおおぜいの観客が並ぶ。

　規模の大小を問わぬなら、明日あしたの午前中に巨きよ大だいカボチャリフティング大会、午後からはゼリーリレーの大会もあるな」

　説明に、あたしは面めん食くらいながら、

「……スポーツ大会の多い街だとは聞いてたんだけど……そんなに毎日？

　いくらなんでも多すぎるんじゃない？」

「そうは思わねえな。それがこのフィンリスの街のいいところなんだからよ」

　とスコルブ。

「いや、しょっちゅう大会があるのが悪いって言ってるんじゃあなくて。

　それだけひんぱんに大会があって、おおぜい見物に来てて……

　この街の人って、一体いつ働いてるんだろーか、って思って──」

『それは聞くな。』

　なぜだかハモるスコルブとファイゼル。

　……働いてないのか……ひょっとして……

　そこは触ふれないことにして。

　あたしはファイゼルを正面から見つめ、

「──とにかく。

　その長距離走大会が人気種目なら、アンスポカイザーは必ず現れるはずよ。

　人の集まる大会だからこそ、反スポーツっていう自分の考えを示すにはうってつけなんだから。

　もっとも、アンスポカイザーが実は、主義も主張も信念もない、世間を騒がすことだけが目的の根こん性じよう無なしだった場合は現れないでしょうけどね」

　あたしのロコツな挑ちよう発はつに、ファイゼルは、びきっ！　と額に青スジ立てて、

「いいや現れる！　アンスポカイザーはその日に必ず現れるっ！」

「へぇ……なんでそう断言できるの？」

「理由は、お前がたった今説明しただろう！

　それに俺おれのスポーツマンとしての勘かんが告げている！　奴やつはその日に現れると！」

「そりゃあ楽しみねー。

　早い話が、現場をおさえて当人を捕つかまえればそれで済むことなんだし」

「ほう。たいした自信だな！

　面おも白しろい！　今まで街の者たちが捕まえることのできなかった相手！　捕まえられるものならやってみろ！」

「ええ。やってみせるわ。あなたも楽しみにしててね」

　それは事実上の宣戦布告。

　気づいてないスコルブの横で、二人の視線は火花を散らすのだった！



　その日は朝から街全体がざわついていた。

　前日までの同じ時間帯に比べても、通りを埋うめる人の数は圧あつ倒とう的に多い。

　屋台や露ろ店てんの場所がところどころ昨日と違うのも、競技のジャマにならぬよう、との配はい慮りよだろう。

　ざわつく街を通り抜ぬけ、あたしとスコルブがたどり着いたのは、街の外れにあるだだっ広い場所。

　円形状のコースのまわりには観客席が設置され、人々であふれ返っていた。

　その人ごみをかきわけて、会場の一角に作られた、スタッフ用のテントにたどり着く。

　あたしは今、いつもの服ではなく、スコルブから渡わたされた、スタッフ、の文字が入ったタンクトップを身につけている。

　文字の色で警備関係者だとわかるようになっていて、これを着ていれば、ある程度自由に動けるのだとか。

「──来ると思うか？」

「きっと」

　つぶやくスコルブにあたしはうなずく。

　アンスポカイザーは必ず現れる。

　問題は──いつ、どのタイミングで、ということだった。

　選手たちはこの主会場をスタートすると、街の中の決められたコースを回り、またこの場所に戻もどって来る。

　つまりこの場所がスタートでありゴール。

　アンスポカイザーが現れて、身勝手な主張をするには最適の場所。

　ゆえに警備も厚いのだが──奴がこの場所に現れるとは限らない。

　アンスポカイザーの方は、目立つ場所で主義主張を披ひ露ろうしなければ意味はないのだが、それは何もこの場所である必要はない。

　つまり。

　ここの他で注目される場所──レースがはじまったあと、選手の先頭集団がいる所に姿を現す可能性があるのだ。

　事前にスコルブから、今日のコースが描えがかれた地図をもらったのだが、コースは街じゅうを通っている。襲しゆう撃げき場所を特定するのはむずかしい。

　ならば、先頭集団といっしょに移動して相手の出方を見るしかないが……これはなかなか面めん倒どうな話である。

　スタッフ用テントで、ベンチがわりに置かれた丸太に腰こしかけてしばし待つうち、やがて始まる開会式。

　エラい人だか何だかが出てきてどーでもいい話をして。

　その途と中ちゆう。

　会場がざわついた。

　──来たのか!?

　思ってあたりを見回せど、アンスポカイザーの姿はどこにもなく──

「──スコルブ」

　そんな中、スタッフシャツを着た一人の男がやって来ると、声をひそめて、

「西の宵よい闇やみ通りでアンスポカイザーが捕まったらしい……！」

「──なにっ！」

　スコルブは顔色を変えて席を立ち、テントに詰つめた他のスタッフたちの間にもどよめきが起こる。

　おそらく会場のざわつきも、その噂うわさを聞いてのものだろう。

　だが。

「待った」

　その興奮に水をさすあたし。

　報告を持って来たスタッフを見やり、

「誰だれから聞いたの？　確認はした？」

「え……？　いや、街の皆みんながそう言ってたんだが……」

「罠わなね」

　あたしはあえて断言する。

「アンスポ団の誰かがデマを流してるのよ。

　あたしたちを、その宵闇通りにおびき寄せるために、ね」

「けど、もしデマじゃなくて本当だったらどうするんだ？」

　問うスコルブに、あたしはこともなく、

「別に。

　本当だったら、アンスポカイザーは捕まったってことなんだから、みんなであわてて動く必要はない。でしょ？」

　説明に納なつ得とくしたか、報告をもたらしたスタッフはうなずくと、

「わかった。じゃあとりあえず俺は確認して来る！」

　言い残し、人ごみの中へと駆かけてゆく。

「──さーて、そうなると」

　あたしはコースを記した地図を見る。

　選手たちはこの会場を出発すると、通りに出て東の方に向かう。

　今の報告にあった宵闇通りを探してみれば、ま逆の方向。

　ならば。狙ねらいは大体読めた。

「じゃ、行くわよスコルブ」

　地図を畳たたんで席を立つあたしに、彼はいぶかしげなまなざしを向け、

「行く……って……？」

「もちろん。

　アンスポカイザーのいる所よ」

　断言し、大きくひとつうなずくあたし。

　そんなやりとりの間にも。

　エラい人の挨あい拶さつは、まだまだえんえんと続いていた。



　コース沿いの道ばたにひしめく人の群むれは、ロクに身動きも取れないほど。

　今──

　あたしはその光景を、空の上から見下ろしていた。

　会場を出たあたしはスコルブを抱かかえ、宙に浮うかぶ術を使って街の上空に舞まい上がり、コース沿いに進んでいた。

　視線でコースをなぞってゆけば、役所か何かなのだろう、玄げん関かん先さきのポール二本に横断幕をかかげた、五階建てほどの大きな建物が目についた。

　その赤い平らな屋根の上に──

　いた。

　あたしは術を制せい御ぎよしてそちらに近づきながら、口の中で呪じゆ文もんを唱え──

　だがそれが完成するよりわずかに早く。

　気配を察したか何かのカンか、それとも単にたまたまか。

　赤い覆ふく面めんが上を向き、こちらを目にして驚きよう愕がくの表情を浮かべる！

　ちっ！　気づかれたっ！

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　とりあえずダメモトで、唱え終わったばかりの呪文を解き放つ！

　虚こ空くうに生まれた十数条の冷気の矢は、屋根の上へと降りそそぎ、しかし相手はとっさに飛び退のき身をかわす！

　あたしは術を解き、スコルブとともに屋根の上へと降り立った。

　だだっ広い屋根の上。

　対たい峙じするのは赤い全身タイツに覆面姿！

「──見つけたわよアンスポカイザー！」

「馬ば鹿かな……！　なぜここに!?」

　カイザーは、まんまファイゼルの声で言う。

　せめて作り声を出すくらいの努力はしてほしいところだが、それを言っても仕方ない。

「ニセ情報作戦は裏目だったわね。

　嘘だと気づかれた時点で、『噂の場所とは別の方で、情報の真しん偽ぎが確認されるより早く仕し掛かける』って言ってるよーなもんよ。

　で、あなたはまず間ま違ちがいなく、高い場所から出現するはず。

　目立つためには有利だし、下は人がいっぱいで、こっそり出現することができない。

　ついでに保護色。

　だから──ここ」

　と、あたしは屋根を指さしてやる。

　説明に、アンスポカイザーは不敵な笑えみを浮かべると、

「なるほど……見事だ、と言っておこう。今回は俺の負けを認めよう。

　しかし！　悪いが俺は捕まるわけにはいかんのでなっ！　さらばだっ！」

　言うとカイザーは屋根を蹴けって虚空へと身を躍おどらせた！

「ああっ!?」

　隣となりでスコルブが上げる驚愕の声。

　だが甘あまいっ！　そっちがどんな手段で下に降りるのか、こっちは何パターンか予想しているっ！

　相手のセリフがはじまったと同時に呪文は唱えはじめている！

　追って駆けつつ呪文が完成！

「翔封界レイ・ウイングっ！」

　風の結界を身に纏まとう、高速飛行の術を操あやつって追つい撃げき！

　屋根を越こえたその先には、張られた横断幕に飛びつくカイザーの姿！

　飛びついたいきおいで横断幕を引きちぎりつつ、振ふり子のような動きで道のどまん中に降り立った！

　──むろん普ふ通つうの横断幕が、そんな都合よく裂さけるはずもない。昨夜のうちに細工でもしておいたのだろう。

　高速飛行中のあたしはやすやすとそれに追いついた！

　着地したばかりで体勢の整っていないカイザーに、そのままぶちかましをかける！

　衝しよう撃げきとともに吹ふっ飛とび転がる赤い全身タイツ姿！　風の結界を纏っていなければ、相手の悲鳴が聞こえたかもしれない。

　あたしは術を解いて着地すると、カイザーに向かって地を蹴った！

　うつぶせに倒たおれた赤い背中目がけて、足をふり上げふり下ろ──

「甘いっ！」

　しかしカイザーは雄お叫たけびとともに身を転がしてあたしの軸じく足あしを払はらいに来る！

　だがこちらとて、しぶとい知り合いはいくらでもいる！　即そく座ざの復活も予想のうち！

　軸足で地を蹴り、カイザーの上を飛び越えた！

　着地と同時にふり向くと、身を起こしたカイザーに向かって突つっ込こんでゆく！

　駆け寄りざま、カイザーのあごを狙って右の拳こぶしをくり出すあたし！

　あごをかすめるように打ってやれば、非力なあたしでも、相手の脳を揺ゆらし、ひととき行動不能に陥おちいらせることができる！

　だがそれくらいのことはカイザーとて承知のはず！

「だから甘いと！」

　余よ裕ゆうの声でカイザーは、こちらに一歩踏ふみ込こんで、あたしの拳を腹で受ける！

　受ける場所がずれれば、あたしの拳などただのへろへろパンチ。カイザーのぶ厚い筋肉の前に、いともたやすくはじかれる！

　カイザーはそう考えたのだろう。

　だが。

「雷撃モノ・ヴオルトっ！」

　ぴばしぃっ！

　接せつ触しよくの瞬しゆん間かん、あたしは唱えておいた雷撃モノ・ヴオルトの術を、カイザーに直接叩たたき込む！

「……っ……！」

　これにはさすがにひとたまりもない。

　びくんっ！　と一つ、体を震ふるわせ、アンスポカイザーはそのまま地面に倒れ込む！

　よっし！

　このタイプの相手なら、肉にく弾だん戦せんをしかけてやれば、あえてこちらの拳を受けるだろうと踏んでの策がおーあたりっ！

　だがこれで終わりではない。あたりには、こいつの逃とう亡ぼうを助けるため、アンスポ団の面々が、群衆にまぎれているはず。

　その中には、魔ま道どうを操あやつる者もいる。

　そいつらは、あたしがカイザーと肉弾戦をしていたせいで、援えん護ごすることもできず、リーダーが倒れて内心うろたえているだろう。

　ならば──

「そこの団員っ！」

　倒れたカイザーを油断なくにらみつけたまま、あたしは声をはり上げた。

「あなたがそこにいるのはわかってるわ！

　魔道を使う奴やつがいることもねっ！

　言っとくけど、今、手を出してきたらこっちは手かげんできないわよ！

　ま、おとなしく帰るならあたしは見み逃のがしてあげるけどね！」

　言えば視界の隅すみ、群衆の中でこそこそ動く影かげが二つ三つ。

　ふっ。かかった。

　ちゃんと言ったはずである。あたしは見逃してあげる、と。

　あたしはあたりをぐるりと見回し、い並ぶ人たちに声をかける。

「今動いたのがアンスポ団のメンバーよっ！

　ボコりたい人はボコってオッケー！」

　その瞬間。

　長ちよう距きよ離り走そうコースの沿道に、悲鳴と怒ど号ごうとが渦うず巻まいたのだった──



　大会が滞とどこおりなくはじまったその沿道。

　赤い屋根の役所の一室には、二十人近い男女が集まっていた。

　あたしとスコルブ、警備スタッフが十人以上。

　そして、縄なわでぐるぐるに縛しばり倒した、アンスポカイザーと、あの場でボコられたアンスポ団の方たち三人。

　ちなみに名前も知らない三人は術を使う可能性があるので、呪文が唱えられないようにさるぐつわも噛かましている。

「さてと。

　ここまで来たら観念してもらうわよ。アンスポカイザー。──いえ──」

　あたしは、奥おく歯ばを噛みしめたままこちらをにらみつけるアンスポカイザーに歩み寄り、覆面に手をかけると──

　はぎ取った。

　その下から現れた顔は──

　どよっ、とざわめくスコルブたち。

「……ば……馬鹿なっ……！」

　愕がく然ぜんたるスコルブのつぶやきに続けて、警備スタッフは口々に、

「その顔……！」

「ファイゼルさんにそっくりだ！」

「──ちょっ……!?」

　思わず一いつ瞬しゆんよろつくあたしに、かまわず彼らは口々に、

「しかし……大胸筋の形が全然違ちがうぞ」

「そういえば、三角筋も似てないな」

「けど顔はそっくり……そうか！　わかったぞ！　双ふた子ごか！」

「そんっなわけがあるかぁぁぁっ！」

　あたしは絶ぜつ叫きようとともに、アンスポカイザーが着ている全身タイツを力まかせに引きちぎる！

　その下から現れたのは、タンクトップを着た体と──綿か何かのような詰つめ物。

　詰め物の取れた姿を目にして、スコルブたちが再びどよめく。

「……あ……あの筋肉の形は……！　間違いなく……！」

　誰だれかのつぶやきに混じっていたのは、驚愕と失望の色。

　どーでもいーがおまいら、筋肉でしか個人識別できんのか。

「……そんな……」

　スコルブは呆ぼう然ぜんとつぶやくと、がっくりその場にひざをつく。

「あのファイゼルさんが……アンスポカイザーだったなんて……」

「いや。あたし一番最初っからそう言ってたよね。」



    

  
    
      　憮ぶ然ぜんたるあたしのツッコミは、耳に入っているのかいないのか。

　混乱のまなざしでファイゼルを見つめ、

「なぜなんだファイゼルさん!?

　スポーツ・キングとさえ呼ばれたあなたが、なぜ反アンチスポーツを主張するようなことをやっていたんだ……！」

　そこはあたしにとっても疑問だった。

　問われたファイゼルは、しかしどこか悟さとったような表情のまま、

「それは──今、語るべきことではない」

　なんだか意味ありげなセリフを吐はく。

　……んーむ……気になる。

　アンスポカイザーを捕つかまえて正体を暴あばいた以上、あたしのしごとは終わりである。

　むろん、他にもアンスポ団のメンバーはいるのだろうが、そのへんの追つい及きゆうはスコルブたちのしごと。

　だが。

　あたしとしても、ファイゼルがなぜこんなことをやったのか、理由を知らないままではすっきりしない。

　とはいえ、話せ、と迫せまったところで語るはずもないだろう。

　ならばこーゆー時は、不ふ名めい誉よな動機を決めつけて相手に否定させ、そこから話を引き出せばいい。

「なーにカッコつけてんだか」

　あたしは思いっきり馬ば鹿かにした口ぶりで、ファイゼルのセリフを一いつ蹴しゆうし、

「どーせ、自分のうち立てた記録が他人に抜ぬかされるのがイヤだから、ジャマしてやるー、とかって理由でしょ？」

「なぜそれをっ!?」

「『なぜそれを!?』って言ったっ!?」

　驚きよう愕がくの叫さけびを上げるファイゼルに、あたしも驚愕の叫びを上げた。

「え!?　何!?　まさか今のしょーもない動機が図星!?」

　むしろうろたえるあたしの態度に、ファイゼルは、はっ！　となって、

「い、いや！　違う違う！　そんなことはないですよ!?　今のなし今のなし！」

　言う声が完全に裏返っている。

　目もめちゃめちゃ泳いでるし。

　……あー……突っついといて何だけど……追及しなきゃよかった……

　げんなりするあたしをよそに、ファイゼルは、いやな汗あせをかきながら、

「い、いや、本当の理由はあれだ！　ほら！

　ええっと、そう！

　この街ではスポーツが尊重される！

　それは別にかまわない！

　しかしな。その空気はいつの間にか、スポーツが苦手な者、嫌きらいな者を、暗い、内向的だと平気で見下すような、良くない風潮を作り出していた！

　そのせいで肩かた身みの狭せまい思いをした者も少なくないはずだ。

　俺おれはある時、そう気がついて、これが当たり前だと思い込んでいる街の者たちに警けい鐘しようを鳴らすべく、アンスポカイザーとなることを決意したのだ！

　現に、俺がアンスポカイザーの活動を開始して間もなく、こうして同じ志を持つ者たちが集まった」

　縛り倒たおされたアンスポ団のメンバーを見やって、

「そのことこそが、この者たちが肩身の狭い思いをしていたことの表れ！　スポーツが苦手な者を見下す歪ゆがんだ空気がはびこっていることの証明に他ならない！

　俺はみんなにも、そのことに気づいてほしかったのだ！

　健全な肉体に健全な精神が宿らねば、真のスポーツマンとは言えないのだから！」

　アンスポカイザーの時に言っていたのと同じようなことを、セリフを替えて力説する。

　もちろん、本音がとっくにかいま見えた今となっては、今さらそんなことを口にされても困るのだが。

「そうだったのか！」

　しかしその演説に、スコルブは涙なみだを浮うかべつつ、

「そんな深い意味があったなんて！　ちっとも気づかなかったぜ！

　ちくしょう……！　目からウロコが落ちた思いだ！

　やっぱりファイゼルさんはファイゼルさんだ！　いいこと言うぜ！」

　……あんた、こいつがアンスポカイザーとして似たようなこと言ってた時には、耳も貸しませんでしたよね？　どうでもいいけど。

　見ればその他の警備スタッフのみなさんも、ファイゼルのことばを真まに受けてか、うっすら涙を浮かべていたりする。どうでもいいけど。

　とゆーか。

　お前ら結局、スポーツできる奴へのひいき目って変わらないのな。

　誰か、その動機は嘘うそだと気づけ。

　しかしそんなあたしの内心が、天へと届くはずもなく。

　スコルブは涙を拭ふくと、

「わかったぜファイゼルさん！

　アンスポカイザーは今日、消えた！

　これからはオレたち全員で力を合わせ、街の空気を変えてゆこう！　なあみんな！」

「おうっ！」「もちろんっ！」「僕ぼくも手つだうよ！」

　口々に言う皆みんなを眺ながめ、ファイゼルは感かん涙るいしつつ、何度も何度も深々とうなずき、

「スコルブ……みんな……わかってくれたか……嬉うれしいぞ……」

　などとつぶやいていたりする。

　大団円のその横で。

　あたしは一人、なんだかすごいとり残された気分のままで佇たたずんで、心の底からどうでもいいから、それより礼金早く払はらってくんないかなー、とか考え続けるのだった。

　いつまでも、いつまでも。



（正体明確　アンスポカイザー：‥完）



    

  
    
      
        魔ま性しようの証あかし



      

    

  
    
      

　ランプの芯しんがこげた音を立て、オレンジ色の灯ひが小さくゆらぐ。

　だが。

　彼の表情に懊おう悩のうの色が刻きざまれて見えるのは、明かりのせいではないだろう。

　ためらいの沈ちん黙もくが、しばし続いたそのあとに。

「リナさんは──」

　マクライルはようやく口を開いて──

　だがしかし。

　再びためらい、口を閉とざす。

　二は十た歳ちほどの黒くろ髪かみの男で、よく言えば線の細い、悪く言えばひ弱げな印象。

　身につけているのは黒いローブと黒いマント。その身なり通り、ここ、ファラッドの町にある魔ま道どう士し協会に所属する魔道士だった。

　──町の近くに現れたゾンビたちを退治してほしい──

　あてもなく旅ゆく道のその途と中ちゆう、たまたまここの魔道士協会を訪おとずれたあたしは、そんな依い頼らいを引き受けることとなり、マクライルさんを案内人にして、今日の夕刻、問題のゾンビたちをぶち倒したのだが──

　──リナさんに話があります──

　夕食時、マクライルにそうささやかれ、あたしが取った宿の部屋で、彼とあたしはさしむかい──

　そういう状じよう況きようではあるのだが……

　どういうわけか、彼はなかなか口を開かない。

　さすがにこっちも待ちきれず、

「──だまって迷うなとは言わないけど、そういうのは一人の時にやってくれる？」

「あ……いや……

　あまりにもその……馬ば鹿か馬ば鹿かしい話なので、どこからどう言ったらいいものかと考えて……すみません」

　彼は自信なさげな口ぶりで、

「けど確かに……迷っていても仕方ありません。うまく話せるかどうか、わかりませんけれど……

　リナさんは──」

　彼はそこで大きく息を吸い──そしてことばとともに吐はき出した。

「リナさんは、ナーガさんのことをどう思います？」

「……は……？」

　ほっぺたがロコツに引きつったのが、自分でもはっきりとわかった。

　世の中には、面めん妖ような生き物は数多い。

　彼が今、口にした、白蛇サーペントのナーガというのもそんな動物の一つだった。

　年がら年じゅう変なかっこう。手段のためなら目的を忘れ、人の世に、困った空気を撒まき散らすもの。

　あたしのライバルを自じ称しようして、時折脈みやく絡らくもなく現れて、事態をひたすらかき回す。

　実を言うと──

　今回のゾンビ退治の途中にも、彼女はふらりと出現し、状況をさんざんぐだぐだにしてくれた。

　たぶん今ごろは、同じ宿の別の部屋で、すぴょすぴょ寝ね息いきを立てているんじゃあないかと思うのだが。

　けどそのナーガをどう思うのか──とは。

　──まさかっ──!?

　いやな予感が、刹せつ那なあたしの背を駆かける。

　かつて、存在したのである。

　ナーガにほれちゃった、とか言い出すとことん変な奴やつが。

　ひょっとして──このマクライルも──？

「……え……ええっとそれは……」

　あたしは頬ほおを引きつらせたまま、それでもなんとかことばをしぼり出す。

「ひょっとして……ナーガのことが……好き、って意味──」

「つまらない冗じよう談だんはやめてください。私は真しん剣けんに聞いているんです」

　あたしのことばを遮さえぎって、憮ぶ然ぜんとマクライルは言った。

　……よかった。ほんっとーによかった。どーやらあたしのおぞましい想像は外れていてくれたようである。

　彼は真剣そのものの表情で、

「私が聞いているのは、生物学的に見てどう思うか、ということです」

「生物学的に、って……

　まあ──人間じゃないよなー、とは思うけど」

「ですよねっ！」

　あたしのつぶやきに、マクライルは我わが意を得たり、とばかりに表情を輝かがやかせ、

「格好、言動、思考パターンに異常なまでの頑がん丈じようさ！　私もアレって、普ふ通つうの人間じゃないと思ってたんですよ！」

「あ！　やっぱしそう思う？」

　たった一日の付き合いでも、そのダメっぷりは、じゅーぶんマクライルにも伝わったのだろう。

　同じ思いを抱いだく人を見つけて、あたしも自然と声がはずむ。

「いや、実はあたし、ナーガとの腐くされ縁えんってけっこー長いんだけど、分別常識良識ないし、変なことであっさり気絶するかと思えば攻こう撃げき魔ま術じゆつぶちかましても、あっさり復活したりするし。

　どー考えても人間じゃないわよねー」

　同意に彼もますます盛り上がる──かと思いきや。

「そうですか……

　やっぱりリナさんもそう思われるんですよね……」

　一転、沈しずんだ表情で重々しく言うと、真剣なまなざしをあたしに向けて、

「実はそのことで、私はある仮説を立てたのです」

「仮説？」

　おうむ返しに問うあたしに、彼は、ほんの一いつ瞬しゆんだけためらってから、

「ナーガさんの正体は──

　純魔族なのではないか、と──」

「──そ──」

　あたしは小さく息を呑のむ。

　純魔族──

　魔族といえばレッサーデーモンなどが有名だが、それよりも、はるかに高位で強力な存在。

　あらゆる物理攻撃は全く通用せず、一部の攻撃呪じゆ文もんさえ無効化するムチャっぷり。

　彼は続ける。

「私は直接純魔族と出会ったことはありませんが、伝説には、人間そっくりの姿をとる純魔族もいると聞きます！

　ならばナーガさんも──」

「それだぁぁぁぁぁぁっ！」

　呑んだ息を一気に吐き出し、叫さけぶと、あたしは思わず座すわっていたベッドから立ち上がる。

「それなら確かに全部説明つくわっ！」

「でしょ!?　でしょ!?」

　賛同に、マクライル──いや、マクライルさんも小さなテーブルをはさんだ向かいのイスから立ち上がり、

「いやリナさんなら説明すれば絶対わかってくれると思ってましたっ！

　それで、ですね！

　今は『そうに違ちがいない』の段階ですが、ナーガさんが純魔族だということを、確認したいと思ってるんですよ！」

「確認？」

「ええ！

　もしこの仮説が正しいなら、ナーガさんを観察することで、いまだ謎なぞの多い魔族に対する研究が大きく進むはずです！

　けれどわずかにではありますが、ナーガさんが実はちょっと変わった人間だ、という可能性も残っています！

　ですからまずは──

　彼女が純魔族だと確認できる、確かな証しよう拠こを掴つかまなければいけないんですっ！

　リナさんには、ぜひともそれに協力してほしいんですっ！

　もちろんそのぶん、ちゃんとお礼も支し払はらいますが」

「よっしゃオッケーっ！」

　もちろんあたしは迷わず即そく答とうっ！

　日ひ頃ごろ常つね々づねナーガのことは、一体どーゆー生き物なのかと思いながらも流していたが、その謎が今、解けるかもしれないのだっ！

　ならば、この話に乗らない理由はないっ！

「それでそれで!?　何をすればいーの？」

「まずは、行動観察です」

　意い気き込ごんだあたしの問いに、マクライルさんは、冷静かつクレバーにそう答えたのだった。



「ゾンビがまだいる、ですって!?」

　明けて翌朝──

　朝食のテーブルを囲みつつ、マクライルさんが切り出した話に、ナーガはおうむ返しに声を上げた。

　長い黒髪黒マント、トゲトゲつきのショルダー・ガードに首からドクロのネックレス、むやみに露ろ出しゆつの多い服。

　いつも通りのアレなスタイルだが、純魔族が人間の姿をとっているというのなら、致ち命めい的にセンスが変なのも納なつ得とくできるっ！

「ええ。今け朝さ早く、協会の方から連れん絡らくが来まして。

　昨日、私からの報告を聞いたあと現場の確認に行ったところ、まだゾンビがいたそうです」

　言って、マクライルさんは香こう茶ちやをひとすすり。

「んー。全部倒たおしたと思ったんだけどなー」

　朝ごはんのホットサンドをかじりつつ、眉まゆをひそめてつぶやくあたし。

「今さら何よそれ!?

　あなただって昨日は『これで全部のはずだ』って言ってたじゃない!?」

「いや、それはそうなんですが……」

　かみつくナーガに、マクライルさんは困り顔で、

「協会の方は、全部倒してもらわないと依い頼らい料りようは払はらえない、と……」

「払えない、ですって!?」

　トリ肉のレモングラスソテーに、フォークを、だしむっ！　と突つき立てて、彼女は声を荒あららげる。

「落ち着いてナーガ」

　対するあたしは、れーせーに、朝食その二の野菜ハンバーグをつつきながら、マクライルさんに目をやって、

「言い分はわかるけど。

　相手の正確な数も掴まないまま依頼してきた、これはそっちの調査不足」

「そ……それはまあ……」

「しかも同行者のあなたが、これで全部のはず、って言っちゃってる。

　これもまたそっちの手落ち」

「う……」

　あたしのことばに呻うめいて小さくなるマクライルさん。

「で、提案なんだけど。

　報ほう酬しゆうは全部が終わったあとでいい。けどそのかわり、調査不足はそっちの責任なんだから、これからの必要経費と、依頼の追加料金を払ってもらう」

「つ、追加料金ですか……？」

「とりあえず上とかけあってみて。

　もしあたしたちがヘソを曲げてこのまま立ち去ったら、残ったゾンビたちはそっちでなんとかしなくちゃならなくなるわけだし。

　そーなると、立会人だったあなたの責任が、って話にもなりかねないわよ」

「うっ……わ、わかりました。なんとかしてみます……」

　しぶしぶ、といった感じでうなずくマクライルさん。

　返事を得たところで、あたしはナーガの方を向き、

「──と、ゆーことならどう？」

　問えば彼女は納得顔で、髪かみを、ふぁさりっ、とかき上げ、答えた。

「ふっ。そういうことなら、つき合ってあげてもよくってよ」

　──おしっ！　かかったっ！

　あたしは内心ほくそえむ。

　もちろん──

　ゾンビがまだいた、などという話は全部ウソである。

　本当は、昨日でちゃんと全ぜん滅めつさせたし、協会から報酬も出ている。

　だがここで素す直なおに報酬を渡わたせば、ナーガはそのままふらっとどっかへ行くだろう。それでは『調査』ができなくなる。

　よって、まずは足止め工作。

　あたしとマクライルさんは、昨日のうちに打ち合わせをして、追加の依頼料も彼のサイフから出ることで話がまとまっている。

　しかし彼もなかなか演技派である。本当に困ってるよーにしか見えなかったぞ。

　ともあれ、これで準備は完かん了りようっ！

　機き嫌げんをなおして食事を再開したナーガには気づかれないように、あたしとマクライルさんはそっと視線を交かわしたのだった。



　つめたくかわいた風が、枯れ木の梢こずえを吹ふき鳴らす。

　地面から所々につき出した岩は、朽くちた墓標を想おもわせて。

　なだらかな丘おかが続く中、時おり地面にクレーターができてたりコゲたりしている部分がある。

　また、あちらこちらにはゾンビの残ざん骸がいが転がっていて、あんましゆっくりしたくない場所ではあった。

　そこはもちろん言うまでもない。

　昨日、ゾンビ退治の舞ぶ台たいとなった場所である。

　ちなみにクレーターとかは、ナーガがいろいろやっちゃったあと。

「……見あたらないわね」

　ざっとあたりを見回して、ナーガは不満げにこぼす。

　あたしも一応あたりを見回しながら、

「どっかに隠かくれてるか、あたりをうろついてるか……

　とりあえず、あたりを見て回るくらいしかやりよーはないわね。

　マクライルさん、協会の人は、ゾンビはあと何体くらいいるって言ってたの？」

「確認できたのは三体、と聞いてます」

　とまどいもなくさらりと答える。

　さて。

　ではいよいよナーガの調査開始であるっ！

　正直な話、ナーガ自身の性質については、不幸なことにある程度あたしは知っている。

　小銭とか食べ物とかに意い地じ汚きたなくて、くらげなんかに人望がある。

　もしもナーガが純じゆん魔ま族ぞくだという確かな証拠を掴つかむことができれば、あとは主語の『ナーガは』を『純魔族は』に置き換かえればいいだけのこと。

　もっともその場合、どこまでが純魔族全ぜん般ぱんの特性で、どこからがナーガの個性なのかを見み極きわめる必要はありそうだが。

　……と。

　──今、ふと思ったのだが。

　生きとし生けるものたちに滅ほろびを撒まく魔族が、生きものであるくらげに人望がある、というのもおかしな話。

　これはすなわち──！

　伝説にある、魔ま王おう麾き下か、五人の腹心が一人、海王デイープシーダルフィンというのは、正体がくらげだということを意味してはいないだろうか!?

　閃ひらめいた天てん啓けいに、あたしが我知らず身み震ぶるいした、まさにその時。

「リナ！　あれ！」

　ナーガは声を上げるとともに、木々の向こうを指さした！

　丘に連なる枯れた木々。うち一本の木こ陰かげから、ふらりと歩み出た影かげは──

　……ぞんび。

　……ほ……

『ほんとうにいたぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?』

　思わずハモるあたしとマクライルさん！

「なんでそこでおどろくのよ……？」



    

  
    
      　不ふ審しんのまなざしを向けるナーガに、あたしたちはあわててぱたぱた手を振ふりながら、

「えっと、急にばったり出くわしたんで、心の準備ってゆーか……」

「いや、私がこの目で確かめたわけではなかったので、本当にゾンビがいるのか半信半疑だったのですが」

　なんとか言い訳を並べてみる。

　だがいぶかしげなナーガのまなざしは、あたしたちに突き刺ささったまま。

　おにょれゾンビ空気読め！　せっかくあたしとマクライルさんが、巧たくみなウソでナーガを引き留とどめているとゆーのにっ！

　今現れたのは一体だが、もしあと二体出てきた日にはっ！　倒して依い頼らい終しゆう了りようとゆーことになってしまうっ！

　できればこいつも倒したくない！

　逃にげ去れゾンビ今すぐ逃げろ！　風より速く地を駆かけて！

　が。

「烈閃槍エルメキア・ランス！」

　ひゅぼんっ！

　あたしが胸の中で祈いのるうち、ナーガがむぞうさに唱えて放った攻こう撃げき呪じゆ文もんの一発が、いともたやすくゾンビをうちたおす！

「よくもゾンビをををををををををっ！」

「ちょっ……!?　リナ、なんでゾンビが倒れてあなたが泣くのよっ!?」

「泣いてないもん！　目にゴミが入っただけだもん！」

「……リナ、あなたちょっと変じゃない？」

「あんたに言われたくはないッ！」

　涙なみだをふいて悲しみ捨てて。あたしは無言のままマクライルさんと視線を交かわす。

　ことばは一いつ切さい必要ない。二人の意志は通じ合う。

　──一刻も早く、ナーガが純魔族であることの証明を。これ以上ゾンビが残ってなければ良し、だが、もしこのあともゾンビが出てきた場合、なんとかうまくごまかすように、と。

　マクライルさんは、引きつった笑えみを浮うかべてあたしに目をやり、

「は、はは。リナさん。見せ場をナーガさんに取られたからといって、そんなに落ち込こまなくても」

　苦しいフォローに、しかしナーガは納なつ得とくしたのか、

「ふっ。そういうことね。だとしたら、あなたもずいぶん器うつわが小さいわね、リナ＝インバース！　ほーっほっほっほっほ！」

　胸をそらしてバカ笑い。

　見下しきった笑い声に合わせて、ムダにおっきい胸が揺ゆれるのが腹立つが──

　──はっ！

　瞬しゆん間かん、またまたあたしに天啓が下る！

　魔族というのは、人の生み出す負の感情を糧かてとする。

　そして純魔族というのは、本来は実体を持たない精神生命体。ある程度、自分の好きな形をとることができると聞く。

　すなわち──

　ナーガの胸がデカいのは、胸のサイズが平均よりもやや謙けん虚きよなこのあたしの劣れつ等とう感を刺し激げきして、あたしの生み出す負の感情を摂せつ取しゆするためではないだろうかッ!?

　すなわちっ！　ナーガの胸がちょっとばかり大きくても、あたしがくやしがる必要なんぞ、これっぽっちもないのであるっ！

　さらに考えてみれば！

　突とつ拍ぴよう子しもない言動で周囲にめーわくかけまくるのも、まわりの人間に負の感情を生み出させるためだとすれば説明がつくっ！

　すべての謎なぞは今、解けた！

　もはやあたしの脳のう裏りの中で、ナーガの正体が純魔族だということは、ゆるぎのない事実となった。

　とはいえ、あたしがそう確信しただけでは不十分。

　これはあくまで、マクライルさんの研究手伝いなのである。あたしが確信したから、では、研究の根こん拠きよにも何にもならない。

　ゆえにこそっ！

　あたしは、きっ、とナーガをにらみつけ、

　ぶッ！

　思わず小さく噴ふき出した！

　ナーガのせい、ではない。彼女のずっと後ろの方、木陰からよろよろ歩み出てきたゾンビその二の姿に気づいて！

　ほ……本当にまた出やがったぁぁぁぁぁっ!?

　あたしの反応に、マクライルさんもそちらに目をやり、とたんに表情を引きつらせる！

　そしてナーガも──

「？　どうしたのよ？」

　眉まゆをひそめてそう言うと、くるりと後ろをふり向──

「あぶなぁぁぁぁぁぁいっ！」



　ごっす。



「へみっ!?」

　だが直前！

　マクライルさんがとっさに雷らい光こうの速さで拾い投げ放った、ひとかかえはあろうかという石がナーガのうしろあたまを直ちよく撃げき！　彼女の意識を一いつ瞬しゆん飛ばす！

「マクライルさんナイスフォロー！」

　親指立ててあたしは言うと、地を駆けいそぎ呪文を唱となえ──

「黒妖陣っブラスト・アツシユ！」

　どぅむっ！

　攻こう撃げき魔ま術じゆつの一撃で、ゾンビをあとかたもなく塵ちりと化す！

　よしっ！　これでゾンビ二匹ひき目めはいなかったことにっ！

　ほっと胸をなで下ろした、ちょうどその時。

「ちょぉぉっと!?　いきなり何するのよっ！　痛かったじゃないっ！」

　倒たおれていたナーガは、がばぁっ！　と身を起こし、マクライルさんに詰つめ寄った。

「あ──い、いやその──ツツガムシがナーガさんを狙ねらっていたもので、とっさに──」

　詰め寄られ、わけのわからんウソをつくマクライルさん。

　対するナーガは小さく息を吐はき、

「──ふっ。

　ツツガムシなら仕方ないわね。

　蚊かが──とか言ったら本気で怒おこるつもりだったけれど」

　納得したッ!?

　どんだけ脅きよう威いだツツガムシ!?

「で、リナ。あなたさっき、何に噴き出したのよ？」

「あ──いや、あれは単にむせただけ」

　言うと彼女は、目をすぅっ、と細めて、

「……あやしいわね。何か隠してない？」

　なんでこっちは怪あやしがる。

　ツツガムシか。ツツガムシがポイントなのか。

　だがナーガの性格を考えると、ここでへたな言い訳をするのは得策ではない。

　あたしはあえてあきれた顔で、

「はいはい。

　寝ね言ごと言ってないで、とっととゾンビ捜さがしをするわよ。

　あと二匹倒たおせば終わりのはずなんだから。

　あんただって、こんな所を一日中うろうろしたくなんてないでしょ」

「……ふっ。それもそうね」

　いつも通りの対応に、ナーガはあっさり納得した。

　よーし。切り抜ぬけた。

　そしてあたしは。

　もうこれ以上ゾンビが出てこないことを強く強く願いつつ、探たん索さくを装よそおった調査を続行するのだった──



　ランプの芯しんがこげた音を立て、オレンジ色の灯ひが小さくゆらぐ。

　彼の表情に懊おう悩のうの色が刻きざまれて見えるのは、明かりのせいだろうか。

　その日の夜、宿の一室。

　あたしとマクライルさんがはさんで座すわった小さなテーブルの上には、今日一日、ナーガの行動からかいま見えた、純じゆん魔ま族ぞくの性質を書き記した羊皮紙が置いてある。



・純魔族は、うしろあたまに石をぶつけると怒おこる。

・純魔族はツツガムシに弱い。蚊は平気。

・純魔族は目を離はなすとはぐれる。

・純魔族は、迷めい惑わくをかけた猟りよう師しに真顔で淡たん々たんと説教されるとへこむ。



　エトセトラエトセトラ……

　ためらいの沈ちん黙もくが、しばし続いたそのあとに。

「なぜでしょう」

　マクライルさんは、どこか気落ちしたふうに口を開く。

「あまり純魔族っぽい気がしません」

「だまされちゃあダメよ」

　しかし即そく座ざにあたしは言った。

「純魔族が人間そっくりの姿をしてるってことは、正体をあたしたちに悟さとられたくない、ってことなのよ」

「いや、それはわかりますけど……」

「たとえば──いい？　ここ」

　と、あたしは羊皮紙の一文を指して、

「目を離すとはぐれる。

　この表現だと、移り気で方向感覚がないのに、その自覚がない人、みたいに受け取れるけど──

　目を離すと姿が消える。

　これは、あたしたちの目にとまらない所で空間を跳び越して移動しているという可能性を示し唆さしてるのよっ！」

「おおっ！」

　あたしの真理を突ついた解説に、マクライルさんの表情に光が射さす！

　さらにあたしは続けて、

「そしてここ。淡々と説教されるとへこむ、ってあるけど──

　魔族は人の負の感情を糧にしている、っていうわ。

　だからもしも、猟師さんが激げき怒どして文句を言ってたら、それは魔族の力になったはず。

　けど猟師さんは真顔で淡々と説教をした。

　文句ではなく説教──言い換かえれば、ナーガがちゃんとした奴やつになれるように、って、ある意味親切心から出てるわけよ！

　親切心！　すなわち、負の感情とは対極にあるもの！

　ならばそれで純魔族がダメージを受けてへこむ、っていうのも、あながちありえないことじゃあないわっ！」

「おおおおおおおおおおっ！」

　説得力があふれてだだ漏もれあたり水びたしのあたしの解説に、マクライルさんの表情を覆おおっていた、疑念の霧きりが晴れ渡わたる！

「なるほど！

　そう解かい釈しやくすれば、むしろナーガさんが純魔族であることの傍ぼう証しようとも言えますね！

　では、石をぶつけられると怒おこるとか、ツツガムシに弱いとかの部分は!?」

「そこはもちろん、自分を人間だと思わせるための演技というか、役作りの部分でしょーね。

　ごはんを食べてみせたりするのもたぶん同じ理由よ」

　みじんも迷わず答えるあたし。

「──すばらしいっ！」

　感激の声を上げると、マクライルさんは、がしっ！　とあたしの手を取り、ぶんぶん振ふりながら、

「すばらしい着眼点ですリナさん！

　ありがとうございます！　あやうくだまされる所だった私の目を、寸前で開いていただいてっ！」

「いやぁ。それほどでもないわよ。

　ナーガの正体がはっきりするのは、あたしにとっても悪いことじゃないし。

　──でも──」

　と、あたしは手を離すと表情を曇くもらせて、

「今日ではっきりわかったけど、ただなんとなく一いつ緒しよにいて、ナーガがボロを出すのを待ってるだけじゃダメね。

　たしかに状じよう況きよう証しよう拠こはいくつも見つかるけれど、決定的とは言えないわ。

　めちゃめちゃがんじょうな変な人、ということで、かろうじて説明できる範はん囲い内ではあるんだから。

　この調子じゃあ、ナーガがシッポを出すよりも先に、ゾンビが出てきて退治されるか、マクライルさんが経費を払はらえなくなって調査断念、なんてことにもなりかねないわ」

「つまり、こちらから積極的に、相手が純魔族かどうかを確かめるための行動を起こす必要がある、ということですね。

　けどそんな方法が……？」

　マクライルさんは、しばし唸うなって考えてから、ほどなく顔をはね上げて、

「そうだ！

　純魔族には地水火風の四大元素を使った攻撃魔術はきかないはずですから、リナさんがナーガさんに火炎球フアイアー・ボールか何かをぶちかませば！

　それで無事なら純魔族確定ですよ！」

「無茶言うなぁぁぁぁぁっ！」

　さすがにあたしは声を上げた。

「それはあたしも考えたけどっ！

　万に一つもないとは思うけど、もしもナーガが人間だったりしたら、あたしたち、罪もない人を殺すことになっちゃうかもしれないのよっ！」

　自分で言っていて、『罪もない』という部分にめちゃめちゃ引っかかりを感じたりはするのだが、それはさておき。

「そこは大だい丈じよう夫ぶです！」

　しかしあたしのその懸け念ねんに、マクライルさんは力強くうなずくと、

「手を下すのはリナさんですから、私たち、ではなく、リナさんが、ですからっ！」

「結局あたしの方はだいじょうぶじゃないでしょーがっ！」

　とはいえ、今までの経験上、『あたしが困るからイヤです』という理由での拒きよ否ひを納なつ得とくしてくれた依い頼らい人にんなどほぼ皆かい無む。

　ゆえにあたしは別方面からの説得を試みてみる。

「それに、考えてみれば──

　ナーガって石が頭に当たって少しの間、動かなくなったじゃない。

　もしそれが、人間のフリをするためのものなら──

　同じように、効かないはずの攻こう撃げきを受けても死んだフリをする可能性が高いわね」

「──あ──」

　指し摘てきに呻うめくマクライルさん。

　あたしは続けて、

「生きてる人が死んだフリをしても、脈や息でわかるけど、もともと脈や息なんてなさそーな純魔族が死んだフリしたら、たぶん本物の死人との見分けなんてつかないわよ。

　そうなるとそこでおしまい。研究も調査もなくなるわ」

「む……それは確かに困りますね……

　なら一体、どうすれば──」

　あたしとマクライルさんは、腕うで組ぐみしたまま唸り続け──

「──ひょっとして──この方法が使えるかもしれません」

　言って彼が顔を上げたのは、しばらく経たってからのことだった。



「おはようナーガ！　今日もさわやかないい朝ねっ！」

　明けて翌朝。宿の一階にある食堂で。

　満面の笑えみでのあたしのあいさつに、すでにテーブルについていたナーガの表情がわずかにこわばった。

「……どうしたのよリナ……？」

「どうした、って？

　うふふ、やーねぇナーガ、あたしはいつもの通りよ」

　言いつつかろやかなステップで、空いているイスに腰こしかける。

　ナーガはあたしを待たずに朝食をはじめており、テーブルの上にはポテトサラダやベーコンエッグセットやらミネストローネやらコンビーフサラダやらサンドイッチやらホットドッグやらの、軽めの朝食が並んでいた。

　いつもなら、先にテーブルについているのがあたしであってもナーガであっても、朝食の争そう奪だつ戦せんがはじまるところである。

　それを警けい戒かいしてだろう。ナーガはあわてて並んでいる皿を、できる限り自分の方へと引き寄せる。

　対するあたしは右手を上げて──

「すいませーん。注文お願いしまーす！

　ベーコンサラダとキノコスパゲティと遡魚ラウンカの塩焼きとローストビーフに、あとパノンジュースも」

　一度に注文しすぎてもテーブルにのらなくなるので、とりあえずの分を頼たのんでおく。

　両手をひざの上に置き、フレンドリィな笑みを浮うかべて待機。

　そんなあたしに、ナーガはいぶかしげなまなざしを向ける。

　そのまま、しばしの時が流れ──

　宿のおばちゃんがやって来て、あたし用のナイフとフォークとスプーンをならべる。

　ごはん略りやく奪だつを予想してか、ナーガが小さく、ぴくんっ、と身をふるわせるが、あたしの方は全く動かず。

　さらに時がたつうちに、ナーガの額にじっとりと汗あせが浮かび来て──

「……どういうつもりよリナ……？」

　かすれた声の彼女に、

「何が？」

　小首をかしげてあたしが問い返せば、ナーガの額に浮いた汗の玉が、さらに大きさを増してゆく。

　と、そこに。

「──やあ。おはようございます」

　玄げん関かんドアをくぐってやって来たのは、もちろんマクライルさんだった。

　彼はこちらに歩み来て、空いているイスに腰こし掛かけると、

「今け朝さは小鳥の声で目を覚ましましたよ。素す晴ばらしい朝ですね。ナーガさん、リナさん」

「ええ。本当に」

　笑顔のままでうなずくあたしと、さらに表情を引きつらせるナーガ。

「ちょ……ちょっとあんたたち……どうしたのよ？　何か変よ？」

「はっはっは。ご冗じよう談だんを」

　と、マクライルさんが白い歯をきらめかせて言えば、

「うふふ。ナーガったらさっきからずっとこの調子なのよ」

　あたしの方もにこやかに。

　と、そこに。

「はいよお待たせ」

　やって来た宿のおばちゃんが、あたしの注文したぶんの料理をテーブルにのせる。

「あ、私はフルーツパンケーキとオレンジジュースで」

「はいよ」

　マクライルさんが自分のぶんを注文し、おばちゃんがあたしたちに背中を向けた──その刹せつ那な！

　ナーガが動いた！

　雷らい光こうの速さで左手のフォークを閃ひらめかせ、あたしが注文したローストビーフスライスのうち二枚を貫つらぬきからめ、奪うばい去る！

　──ちょっ──!?

　あたしが抗こう議ぎの声を上げ、腰を浮かすよりも、ほんの一いつ瞬しゆんだけ早く。

　こほんっ、とひとつ、マクライルさんのせき払ばらい。

　それであたしは冷静さを取り戻もどす。

　自分のこめかみで脈打つ青スジをなだめすかしつつ、無理矢理なんとか苦く笑しようを浮かべ、

「もう。ナーガったら。食べたかったら追加注文すればいいのに」

「あはは。そうですよ。経費としてこちらがお支し払はらいしますから」

　と、これもにこやかにマクライルさん。

　うふふあははとほがらかに笑うあたしたちの姿に、フォークにローストビーフをからみつかせたまま、ナーガの顔色がどんどん失うせてゆく。

　そんな彼女からは見えない位置で、こっそりサムズ・アップをするあたしとマクライルさん。

　おしっ！　なんか効いてるっぽい！

　あたしたちの態度がいつもと違ちがうのは、ほかでもない。マクライルさんの計画である。

　魔ま族ぞくは人などの負の感情を糧かてとする。

　ならば逆に、親切や喜び、満足や幸福感などといった正の感情は苦手なのではないか。

　そう。ちょうど昨日、猟りよう師しさんに真顔で説教されたナーガがへこんだように。

　ならばっ！

　純魔族とおぼしき相手に、常に笑顔でとことん親切かつ寛かん大だいに接しまくれば、それが相手へのダメージとなるのではないか!?

　怒ど濤とうのごとく親切をナーガにお見み舞まいしてダメージを与あたえ、純魔族としてのシッポを出させる！

　それこそが、昨夜ゆうべ、マクライルさんの提唱した親切計画カインド・プロジエクト！

　成じよう就じゆのためには、とーぜんあたしもナーガに親切にする必要がある。ローストビーフスライスの二枚程度で目くじらを立ててはいけないのだ。

　……んっふっふっふっ……今に見てるがいいわナーガっ！

　このあたし、リナ＝インバースの全力本気の親切を受けて、血ヘドを吐はいてのたうち回るがいいわっ！

　親切心に燃えるあたしのオーラは、大気すらゆらめかせて立ち昇のぼるのだった！



　計画は成功しつつあるようだった。

　朝ごはんを食べてから、ここ、ゾンビの出しゆつ没ぼつ現場に来るまで、あたしとマクライルさん二人がかりの親切は続いた！

　料理は食べやすいサイズに切り分けるわ、馬車が走れば土つち煙けむりがかからないようにガードするわ、道をはずれれば草で足を傷つけないように気き遣づかうわ、百歩くらい歩くごとに疲つかれていないか聞きまくるわ。

　矢や継つぎ早ばやの親切地じ獄ごくに、ナーガの顔にはあからさまに疲れの色が浮かんでいる。

　このぶんならおそらく、あとひと息っ！

「さーて。それじゃあ今日も、ゾンビ捜さがしをするとして──」

　あたしはあたりをぐるりと見回し、

「んー、でも、あちこち動き回って、ゾンビたちと行き違いになっても馬ば鹿か馬ば鹿かしいし。

　──あ！　そうだ！

　そうならないよう、あたしがあちこち捜して来るから、ナーガはこの場所で待機してるっていうのはどう？

　もちろん、特に何もなければ休んでてくれていいわよ」

　言ってにっこりほほえみかける！

　これぞ七十二ある殺人親切奥おう義ぎの一つ『あなたのぶんまでわたしが働いてあげる』攻撃っ！

　宣言に、ナーガはついに、よろりっ、とよろめくと、そばにあった木の幹にもたれかかる！

　効いてるっ！　効いてるぞ、こりはっ！

　ナーガは笑顔のあたしを見ずに、うつむいたまま、

「……こんな話を聞いたことがあるわ……」

　暗い表情でぼそりと言った。

「……囚しゆう人じんの食事が、ある日突とつ然ぜん豪ごう華かになるのよ……」

　ゆっくりと顔を上げ、不ふ審しんのまなざしをあたしとマクライルさん、交こう互ごに向ける。

「けれどそれは、その日に刑けいが執しつ行こうされるっていう宣言でもあるのよっ！

　今朝からの親切は、つまりはそういうことなのねっ！」

「ちょ……ナーガさん？」

「違うから！　そーじゃないから！」

　あわててぱたぱた手を振ふるあたしとマクライルさん。

　しかしナーガは、ざざぁっ！　と後ろに退さがってあたしたちから距きよ離りを取り、追いつめられた獣けものの瞳ひとみで身構えると、

「ほーっほっほっほ！

　だまされないわよリナ＝インバースっ！

　あなたが誰だれかに親切にするなんていう不自然な異常事態に、このわたしが気づかないとでも思ったのかしらっ!?」

　まずいっ！

　こーなった時、ナーガの考えることなどわかりきっている。

　すなわち、やられる前にやれ。

　こっちを攻こう撃げきして来ることは必至！　とはいえ反撃すれば、親切計画カインド・プロジエクトの続行は不可能となる！

　もちろんこーゆー状態になったナーガを、ことばで説得する術すべなど──

　……………………いや。

　ある、かもしれない。

　あたしは両手を腰に当て、聞こえよがしにため息ついて、

「……あのねぇナーガ……

　ずーいぶんあたしのことを信用してくれてるよーだから聞くけど。

　このあたしが、あとでどつき倒たおす予定の奴やつに、事前に親切にすると思う？」

「……へ……？」

　問いにナーガは、目をぱちくりとまたたかせ、しばし考えて、

「そういえば……絶対にそんなことあるわけないわね」

　それはそれでド失礼なつぶやきを漏もらす。

「けどそれじゃあ、なんで今朝からやけに世話を焼くのかしら？

　あなたのことよ。何の魂こん胆たんもないとは思えないんだけど？」

「世話……？　そんなもん焼いたっけ？

　正直言って、あんまし自覚ないんだけど」

　いぶかしむナーガの問いに、あたしにできるのは、とぼけることだけ。

　──これでだまされてくれればいいが──

　ナーガはしばし、首をひねったりあさっての方に目をやったりと、何やらあれこれ考えていたが、やがて。

「……ふっ。

　ほっほっほ。

　ほーっほっほっほ！

　そういうことね！　わかったわ！　ようやくわかったわよっ！」

　ゆっくりと。

　背を伸のばし、胸をそらして笑いはじめる。

　その目は見る間に自信の光を取り戻し、さっきまでの疲れたような色は全くない。

「わ……わかった、って、何がです？」

　おそるおそる聞いたマクライルさんの方は見向きもせずに、ナーガは、あたしの方を、びしぃっ！　と指さし、

「リナ＝インバースっ！

　あなたとはそこそこ長いつき合いだけど、今まであなたからはこのわたし、白蛇サーペントのナーガに対する尊敬の念を感じたことはなかったわ！」

　当たり前である。そんなもん、みじんも無いし。

　……って、ん？　今までなかった？　過去形？

「しかぁしっ！」

　眉まゆをひそめるあたしにナーガは続ける。

「どうやらあなたもようやく、このわたしの気高さが理解できるようになったようねっ！

　あなたが自分で意識しているかどうかはわからないけれど、その心しん酔すいがこのわたしへの対応ににじみ出て、気味の悪いおせっかいに見えたというわけねっ！

　ほーっほっほっほ！」

　へー。そーだったんだー。

　ナーガの妄もう言げんを聞き流しつつ、あたしは半ば無意識のうちに、そこいらに落ちてる手て頃ごろな石を拾い上げ──

「なるほどそういうことだったんですねリナさんっ！」

　焦あせりを含ふくんだマクライルさんの声に、あたしはふと我に返る。

　……はっ。いけないいけない。

　あやうく無意識のうちに、拾った石でナニカをするところだった。

　だめだめ。計画続行計画続行。

　あたしは石を投げ捨てながら、

「んー……正直、自覚はないけど……そうなのかなー……」

「そうに決まってるじゃない。他に説明できないんだから」

　ナーガに心酔している、などとゆーのは、たとえ冗じよう談だんでも心の底からヤではある。

　だが計画上は、ナーガが勝手に納なつ得とくしてくれている方が都合はいい。

　胸の裡うちからわき起こりそうになるどす黒いものを、あたしはなんとかおさえつつ、ほがらかな笑えみを浮うかべると、

「ま、まあ何にしろ、さっき言った通り、あたしはゾンビを捜して来るから。

　二人はここで待機してて」

　ナーガの世話をマクライルさんに押おしつけて、あたしはくるりと背を向けて。

　その背にナーガの声がかかる。

「ふっ。がんばって捜してくるのね。

　時々報告に帰るのを忘れないこと。

　このわたしのために働けること、光栄に思うといいわ。

　ほーっほっほっほっほ！」

　……え……えーっと……

　自らの心のどこかを抹まつ殺さつし、あたしはそのまま歩き出すのだった──



　一時は順調かと思われた計画は、しかし困難を極きわめた。

　ナーガが勝手に納得してくれたのはいいのだが、おかげで──

「ところでリナ──」

　お昼ごはんを町で済ませて、その時買ってきたクッションの上に座すわったままで、ナーガは、一いつ旦たん報告に戻もどってきたあたしに言い放つ。

「このわたしの肩かたをもませてあげてもいいわよ？」

　ぴくっ。

　こめかみが引きつるのが自分でもはっきりとわかった。

　だが。

　ここで内心にでも腹を立てれば、計画に支障を来きたすことになるのだ。

　口に出さずとも腹を立てれば、その感情は魔ま族ぞくの糧かてとなる。

　つまり計画をスムーズに進行させるためには、あたしは心の底から喜んで、ナーガのむかつく──もとい。光栄極きわまりない要望に応こたえる必要があるのだ。

　対する相手が清せい廉れん高潔な人物ならばとにかくとして、何やらカン違ちがいをしたあげく、増長しているナーガだったりするわけである。

　これがどれほど難易度の高い──いや、不可能に近いことなのか。むろん言うまでもないだろう。

　だが、やらねばならないのだ。ナーガに対する親切を。

　あたしは苦く笑しようを浮かべてみせて、

「しょーがないわね。いいわ。やってあげるからショルダー・ガードは外して。

　けどなんでそんなに肩がこってるのよ？」

　言いつつあたしは、座ったままのナーガの後ろに回る。

　彼女はあたしの指示通り、ショルダー・ガードを外しつつ、

「あぁら。知らないのかしらリナ＝インバース。胸にそれなりのボリュームがあると、それだけで結構肩がこるものなのよ」

　ぴくくっ。

　あたしは『喜んで』ナーガの後ろに回ると肩に手をかける。

「あー。まあ、知ってはいたけど」

「ふっ。まあ、あなたにそれを実感しろ、というのは無理な相談だったわね」



　ぴくくききっ！



『喜びのあまり』ゆがむ視界のその中で、あたしはナーガの首……じゃない、肩に手を置き力を込こめる。

　なんだかイロイロがまんができなくなりつつあるけど、今はがまんだ。がんばれあたし。

　これも、ナーガが純魔族としての正体を見せるまでの辛しん抱ぼう──

　……あれ……？

　そう考えたあたしの脳のう裏りに、ふとある思いが閃ひらめいた。

　すなわち。

　ナーガが純魔族じゃなかったら、その時って永遠に来ないよね？　と。

　……ええっと……

　混乱するあたしの目の前では、ナーガがじまんたらたら、胸が胸が、としゃべっていて。

　こーゆー場合どうしたら……？

　考えてみると、答えはあっさり見つかった。

　親切、というものでなくても、要は、こっちが正の感情を抱いだいていればいいのである。喜びとか。

「──ちょっとリナ、聞いてるの？　さっきから手が止まってるわよ。何かぶつぶつ言ってるみたいだけど──」

　何やら言いつつふり向いたナーガに、あたしは心の底からの喜びを込めて、口を開いてことばを紡つむいだ。

「火炎球フアイアー・ボール。」



　つどぉぉぉん！



　至し近きん距きよ離りの一発に、なすすべもなく吹ふっ飛とぶナーガ！

　そこに続けて──

「火炎球フアイアー・ボール火炎球フアイアー・ボール火炎球フアイアー・ボールっ！　あははははははは火炎球フアイアー・ボールっ！」

　乱れ撃うちする攻こう撃げき呪じゆ文もんは、ナーガの悲鳴もかき消して！　響ひびく轟ごう音おん！　はじける紅ぐ蓮れん！

　もちろんみんな、死なないようにあえて直撃は外しているっ！

「うわあああああっ!?　リナさんおちついてっ！」

　おどろいたマクライルさんが焦あせりの声を上げるが、あたしはサムズ・アップで、

「だいじょーぶっ！

　あたし今、めちゃめちゃ楽しいからっ！

　楽しい、すなわち喜びっ！　正の感情っ！」

「その喜びは……明らかに正の感情じゃあないような気がしますが……

　それより話があるんです！　聞いてください！」

　なんだか真しん剣けんな顔で言う。

「話が？」

　仕方なくあたしは攻撃の手を止める。

　視界の端はしに、ひるひるぽてり、と地面に落ちたナーガの姿。

　マクライルさんは神しん妙みような面おも持もちで、

「どこからどう言ったらいいものか迷うのですが……

　ぶっちゃけ、ナーガさんってやっぱり純魔族ではないですよね？」

　……………………………………

「は？」

　一いつ瞬しゆん脳ミソが停止する。

　何を今さら言い出しやがりますかこの人は？

　放心するあたしに、彼は淡たん々たんと、

「リナさんがナーガさんを崇すう拝はいしはじめたと判断して、ナーガさんはあきらかに増長しました。

　けれどもし彼女が純魔族なら、『人として崇拝される』などという感情を向けられるのは嫌きらうはずですよね。

　魔族として崇拝される、というなら別かもしれませんが。

　つまり……人として崇拝されることが痛手にならないばかりか、喜び、増長するということは、残念ながら彼女は純魔族ではありえないのではないかと……」

「え？　けど──？」

　それはあくまで、正体を隠かくすためのカムフラージュ。

　そう口走りかけて。

　今さらながら、あたしは気づく。

　自分に都合良く解かい釈しやくできる部分は取り上げて、それができない部分についてはカムフラージュだと切って捨てる。

　この論法を使うなら、相手が誰だれだろうと──たとえ犬いぬ猫ねこだろうと、純魔族だと決めつけることができるのだ、と。

　マクライルさんは、むずかしい顔で腕うでを組み、

「いや、私も昨日あたりから、少しおかしいな、とは思っていたんですけれど。

　リナさんがあまり熱心に主張なさるもんですから、つい……」

「あたしのせいかっ!?」

　いやまあ、たしかに、ナーガの正体がわかりそうだ、というところにばかり気を取られて、ちょっぴり冷静さを失っていた部分もあるかもしんないけれど。

「もともとは、そっちが言い始めたことでしょーがっ！」

「リナさんだって、その通りに違いないって即そく答とうしたじゃありませんかっ！」

　ドロ沼ぬまの言い合いがはじまりそうになった、しかしその時。

「……ふっふっふっふっ……」

　響いた低いふくみ笑いが、あたしとマクライルさん──もとい。マクライル、二人を凍こおりつかせた。

　視界の隅すみで立ち上がったのは、あたしの術でボロぞうきんと化したナーガの姿！

　そちらを見ずとも、立ち上る殺気が大気を焦こがしているのがわかる。

「何の話か知らないけど……

　一体何がどうなっているのか、ちゃんと説明してもらいましょうか……？」

「え……ええっと……」

　あたしはなるべく視線を合わせないようにしたまま、脳ミソをフル回転させる。

　この場をとりつくろえるような、何かうまい言い訳は──

　──あった！

　会心の閃きに、あたしは笑え顔がおをナーガに向けると、

「ナーガのこと、ツツガムシが狙ねらってたから、とっさに──」

「そんな言い訳が通るはずないでしょぉぉぉぉっ！」



　冬ふゆ枯がれの野に、攻撃呪文の爆ばく音おんがこだました──



　教訓。

　思い込みは考え方の幅はばを狭せまくします。

　みんなも注意しましょう。いろいろと。



（魔性の証：‥完）
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　爆音の余よ韻いんが消えたそのあとに、もはや相手の姿など、カケラも残ってはいなかった。

　ふっ。たあいもない。

　あたしがこの町、キーレーンで、魔ま道どう士し協会から受けたのは、町の近くをうろついている合キ成メ獣ラの退治だった。

　だがむろんっ！

　美少女天才魔道士たるこのあたし、リナ＝インバースにとって、キメラなどは敵ではないっ！

　町はずれの森の中、幸いそれほど探しもせぬうちばったり出会い、すぐさま攻撃呪文一発！

　それですべては終わった。

　──はずだった。

　が、その時！

「くっくっくっくっ……さすが噂うわさに聞こえたリナ＝インバース。なかなかどうして。たいしたものよ」

　含ふくみ笑いにふり向けば、そこには佇たたずむ影かげ一つ！

　としは二十と少しだろう。獅し子しのたてがみのごとき金色の髪かみ、鋭するどい眼光。不敵な笑えみを刻きざんだ口元。

　ゆったりとした服に身を包み、マントを風になびかせ、佇むその男こそ、外でもない、キーレーン魔道士協会からあたしのつきそいに任命された、アリアス＝モルドレッド！　つまりはふつーの魔道士その一！

　どこの組織にもよくいる、なんだか上から目線のひとで、もちろんンなもんにいちいち反応する気はないのだが──

「まずは合格、と言っておこう！」

「……合格……？」

　聞き流してはならない気がする単語を耳にして、あたしは思わず眉まゆをひそめた。

「そのとぉぉぉぉぉりっ！」

　アリアスは、ばっ！　と大きく左右に手をひろげ、自分のマントをひろげて見せて、

「今回のキメラ退治は、お前の実力を見るための、いわば試験に過ぎなかったのだ！」

　と、ここでことばを区切る。

　むろんのこと──

　待っているのだ。奴やつは。

　あたしの、『なんですって!?』という驚きよう愕がくのリアクションを。

　だがここでノッたら負けである。

　あたしはぱたぱた手を振ふりながら、さめた口調で、

「はいはい。そーゆーのはいいから。ともかくこれで依い頼らいは完かん了りようね」

　言ったそのとたん。

　アリアスの表情が引きつった。

　……さては、あたしが流した時のことを何も考えてなかったな……

　彼はしばらくおろおろと、意味もなくあちこち見回してから、さきほどより大きな、ふるえる声で、

「試験に過ぎなかったのだぁっ！」

　もう一度押おしてきた。

「じゃ、協会にもどって依頼料もらうってことで」

　さらにあたしが聞き流そうとすれば、彼はぷるぷるふるえつつ、

「……ないのだー！」

　と、涙なみだ目め涙なみだ声ごえ。

　うわこいつ、打たれ弱ぇ。

　相手にしたくはないのだが、つき放したらいつまでも同じセリフをくり返しそうな気がひしひしとする。

　……あーめんどくさい……

　仕方なく、あたしはため息ひとつつき、頭の後ろをぽりぽり掻かきながら、

「……何よその試験って」

　聞いたそのとたん。

　アリアスの表情が朝日のごとくかがやいた！

　しおれた草が水を得て、張りをとり戻もどすように背筋を伸のばし、

「聞きたいかぁ!?」

　いや別に、と言いたいところをぐっとこらえて黙だまっていると。

「聞きたいならば教えよう！

　実は我々キーレーン魔道士協会は今、ある問題に直面しているのだっ！

　とある任務を帯びた魔道士一人が消息を絶ち、さらに調査のために派は遣けんされた四人もまた帰ってこなかった！」

「ちょっ……!?

　おーごとじゃない！　それ！」

　あたしは思わず声を上げる。

　てっきり、つまんない寝ね言ごとを聞かされるかと思っていたら──魔道士五人が行方ゆくえ不明って。

「ゆえに我々も困っている！」

　と、なぜか勝ちほこった口調で、

「何かがあったことは確実！

　調査はむろん必要だが、三次遭そう難なんも予想される！

　ゆえに手て練だれの者が必要なのだが……そこにやって来たのがリナ＝インバース！　お前だった！

　だがその実力は噂通りなのか、疑問視するむきもあってな。念のため確かめさせてもらったのだ！」

「……なるほど……キメラ退治は、あたしを試ためすための方便、ってことね」

　つまりはあたしの力試しのため、キメラを研究している魔道士から、手て頃ごろな強さの一匹ぴきを調達。事件を装よそおって退治を頼たのんだわけである。

　森に入るなりキメラに出会ったのも、そう考えれば自然な話。

　あたしは小さく肩かたをすくめ、

「……まあいいわ……何にしても、このぶんの依頼料はちゃんともらうから。

　で、その行方不明事件ってやつのことだけど──

　とりあえず、くわしく話を聞かせてもらいましょーか。

　依頼料はいくらだとか、最初の一人が消えた任務ってのが何だったのか、とか──」

「いいだろう。教えてやろう」

　彼は重々しくうなずくと、吹ふきゆく風を貫つらぬいて言う。

「問題が起きた任務とは、すなわち──キーレーン魔道士協会、年末大おお掃そう除じ！」

　……………………

　あたしはしばし沈ちん黙もくし、どこから突つっ込こんだものかと考えてから、とりあえず順番にいくことにする。

「……年、もう明けてるわよね？」

「思い違ちがいをするな！

　最初の事件が起きたのが年末大掃除の時期だった。そういうことだ」

「あと、大掃除で行方不明者って……？」

「現場を見てもらった方が話が早い。

　ついて来るがいい」

　アリアスは、言ってあたしの返事も待たず、きびすを返して歩き出すのだった──



　町の端はしにある魔道士協会の建物は、背後に小さな山を背負って佇んでいた。

　建物が見えるあたりまでやって来て、アリアスは口を開いた。

「協会の後ろに山があるだろ」

「あるけど──」

「あれが、うちの魔道士協会の倉庫だ」

　一いつ瞬しゆん。

　言われたことの意味がわからず、あたしは沈黙し──

「……山が……倉庫？」

　わけがわからずつぶやけば、アリアスは誇ほこらしげにうなずいて、

「私の曽そう祖そ父ふは町の名士でな。魔道士協会の評議長を務めたこともある。

　その曽祖父が昔、協会に寄き贈ぞうしたのが、あの倉庫だ。

　大きな倉庫を建て、温度管理のために土をかぶせ、木々を植えたせいで、今は小さな山にしか見えないが」

「……そりゃあまた……」

　スケールが大きいとゆーかムダ使いとゆーか……

「二階層といくつもの部屋からなる倉庫は代々、キーレーンの魔道士協会に愛用されてきた。

　だが。

　どれだけ倉庫が広大であっても、空間は決して無限ではない。

　倉庫の完成から今までおよそ八十年。置き捨てられたものたちは年月とともに積み上がり、広大なはずの倉庫を埋うめ尽つくしつつあった。

　そしてついに昨年！

　我々は気づいたのだ！

　少しは倉庫のモノを片づけた方がいいんじゃないか、と！」

「遅ッ！　気づくの遅ッ！」

　気づくまで八十年て。それはいくらなんでも、うっかりの域を超こえている。

　だが彼は、あたしのツッコミに耳すら貸さず、陶とう酔すいの口調で続ける。

「その倉庫片付係として、血筋を見込まれ抜ばつ擢てきされたのがこの私、アリアス＝モルドレッドということなのだ！」

　抜擢なのか。それは。

「私はこの倉庫片づけの大任で華はな々ばなしい実績を上げ、より高みへと駆かけ上ってみせる！」

　……倉庫片づけの華々しい実績って……？

「──しかし──」

　と、アリアスは表情を翳かげらせて、

「片づけのため二人の仲間とともに倉庫に入ったその日──

　事件は起こった。

　片づけの途と中ちゆう、突とつ如じよ倉庫の奥おくからわき起こった謎なぞの咆ほう吼こうと鳴動。

　危機を感じて脱だつ出しゆつするも、ついに一人は外に姿を現さなかった……」

　彼はその時のことを思い出すかのように、遠い空へと視線を送っていたりするが──

「つまり、なんか怖こわかったんで、仲間を見捨ててとっとと逃にげた、と？」

「失礼な！　見捨てたのではないっ！

　個人の行動の自主性を尊重したまでっ！」

「それを見捨てたってゆーのよっ！」

「見解の相そう違いについては今は措おくとしよう。

　重要なのはそこではない」

　めちゃめちゃ責せき任にん逃のがれの発言だが、ここでそれを追つい及きゆうしても仕方ない。

「……ともかく、一人は結局帰って来なかったわけね」

　話の先をうながせば、彼はえらそうにうなずいて、

「うむ。

　建築から八十年。何がどこにどれだけ置かれているのか、誰だれにも見当がつかん。

　それこそ、製造途中のキメラやら、命令を与あたえられていない石人形ゴーレムがどこかにあっても不思議ではない。

　片づけの途中、何かのはずみでそれらが動き出したという可能性も考えられた。

　そこで私は責任者として、調査隊を編成したのだが……

　その調査隊もやはり帰っては来なかったのだ──」

「──ってちょっと待て」

　悲痛なまなざしで語る彼に、しかしあたしはつめたい視線で、

「帰って来なかった、って──

　あんたは行かなかったわけ？」

　訊きけば彼は、毅き然ぜんとした態度で、

「私は自分であぶない所に行くのはまッぴらだっ！」

「言い切ったっ!?」

　たしかにふつーの人は、危ない所に行きたがったりしないだろうし、その本音を堂々と語るというのも、ある意味立派といえなくもないかもしれないが……

　そう言われると、ちょっとイタズラはしたくなる。

「けど、あたしに調査を引き受けろ、っていうなら、同行してもらうわよ」

「えッ!?」

　あたしのことばに、アリアスは、びくんっ！　と身を震ふるわせると裏返った声で、

「同行？　私が？」

「そ。

　あたしはいなくなった人たちの顔も知らないし、倉庫に入ったこともない。

　あなたは入ったことがあるから、少しは中の様子も、送り込んだ人たちの顔も知っている。

　なら、いっしょに来てもらうしかないでしょ？」

「い、いやしかし、もし何かがいて戦いになった時、私がいては足手まといに……」

「だいじょーぶよ。あたしがなんとかするから。

　それに、実績を上げたいんでしょ？

　旅の魔ま道どう士しに頼んで解決、っていうのと、危険をかえりみず自分も同行して解決、っていうのとでは評価も違ってくるわよ」

「ししししかし私でなくとも……」

　彼は脂あぶら汗あせだらだら流しつつ、なんとか逃のがれようとするが──もちろん高みの見物なんぞさせるつもりはさらさらない。

「調査を頼まれたあたしが、あなたの同行が最適って判断したのよ。

　こっちには頼んでそっちは協力しないっていうなら、この依い頼らいは断るしかないけど。

　ま、行くのがコワいってあなたがいうなら仕方ないわねー」

「こここ怖がっているわけではないぞっ!?

　ただほんのちょっと、脂汗とひざの震えが止まらないだけだッ！」

　強がる彼に、あたしは満面の笑えみを浮うかべて、

「なら何も問題ないわね。

　じゃあとりあえず、評議長さんも交えてくわしい話をしましょーか。

　依頼料の額とか」

　言うとそのまま返事も待たずに、協会の玄げん関かんを目ざして歩き出したのだった──



　闇やみが詰つまった倉庫の中は、生あたたかい空気が満ちていた。

　土に覆おおわれているせいで、冬場の外の空気より、中の温度の方が高いのだ。

　いろんなものがでたらめに置かれているせいか、さまざまなにおいが混じり合い、古びた、と以外表現しようのないにおいが漂ただよっている。

　右手にかかげた棒の先、灯ともった魔ま力りよくの明かりが照らし出すのは、倉庫の入り口あたりのみ。

「これはなんてゆーか……ヒドいわねー」

　あたりをぐるりと見回して、あたしはため息混じりにつぶやいた。

　木箱、魔道書、古い家具。にごった液体の入った大きなガラスびん。

　いろんなものがでたらめに、場所によっては天てん井じよう近くにまで積み上げられ、視界を遮さえぎっている。

　……たぶんコレ……浮遊レビテーシヨンの術か何か使って積み上げたな……

　おかげで内部は立派な迷路。

　雑多に置かれたものたちの中、まるで細い裏路地のように倉庫の床ゆかがのぞき見え、あちらこちらに続いていた。

　あまりにも死角が多すぎる。これでは、物もの陰かげに誰かが倒たおれていたりした場合、見つけ出すのはむずかしい。

　入る前に倉庫の見取り図は見せてもらったが、これでは何の役にも立たない。

「……人さえいなかったら、竜破斬ドラグ・スレイブ一発かまして、山ごときれいにしちゃいたいところだけど……」

「む、無茶を言うな！

　仮に人がいなくても、この倉庫は魔道関連の道具の山なんだぞ！　そんなことをすれば一体どれほどの損失になるか──！」

　あたしの軽口を本気にしてか、やはり魔力の明かりが灯る棒を手にしたアリアスがあわててまくし立てる。

「わかってるわよ。ただのじょーだん」

　言ってあたしは肩かたをすくめ、

「けど、どれだけ貴重でも、倉庫にしまわれっぱなしで使う予定もない道具なんて、無いのといっしょじゃない」

　そのあたりのものをあたしがいくつかパクって売っ払──じゃない、親切心から処分したとしてもかまわないような気はするのだが。

「だがいつか、日の目を見ることがあるかもしれん。

　いずれは価値を吟ぎん味みして整せい頓とんする必要はあるが──

　ともあれ今は、この中のものは壊こわさぬように頼たのむぞ」

「なるべく、ね。

　けどこれ、何かがいる、みたいな話だったけど、実は荷に崩くずれが起きて下した敷じきになっただけだったりするんじゃないの？」

「いや、それはない。私は何かの咆吼を聞いた。そう言っただろう」

「聞いたけど。

　人って怖がると、風の音が女の泣き声に聞こえたりするし、荷崩れの音を聞き間ま違ちがえたってこともあるんじゃない？」

　あんたは特に怖がりっぽいし──とまではもちろん口にしないが。

　だが彼は、静かに左右に首を振ふり、

「いや。

　確かに私も、壁かべの模様が人の顔に見えて、夜中一人でトイレに行けない時もある」

「あるんだ。」

「だがあれは間違いなく何かの咆吼だった」

　彼のことばを信じるかどうかはともかくとして、気をつけるに越こしたことはない。

「りょーかい。

　じゃああたしもそのつもりでいるから。

　なら、行きましょーか」

　視線でうながすあたしに、しかしアリアスはじっとりと汗あせを浮かべつつ、

「まさか……私に先に行けと……？」

「中を知ってる人に先導してもらった方が早いでしょ？」

「なるほど道理だな……が、その前に、言っておかねばならないことがある」

「何よ？」

「実はさっきからおなかがちくちくして──」

「いーから。

　子供みたいな言い訳してないで、とっとと行く。

　最初の一人が消えたんじゃあないか、って思う方に進んで」

「わ……わかった。

　ただし、何かが出てきた時には頼むぞ、くれぐれも！　くれっぐれもっ！」

「まかせて」

　あたしの返事に、彼はしぶしぶ歩み出──そうとして、こちらをふり向き、

「後ろから大声でおどかすのはナシな！」

「やんないからンなこと！

　……ったく、どんだけ怖こわがりなのよあんたは……」

「怖がってなどいないぞ私は！　ただちょっと、胸の動どう悸きが止まらぬだけだ！　たぶんこれは恋こい！」

「違うから。恋は違うから。

　いーからとっとと行く」

「……うう……」

　不満げに小さく呻うめき、それでもアリアスは重い足取りで進みはじめた。

　あたしはあとについてゆきつつ、口の中で呪じゆ文もんを唱え──

「明かりよライテイング！」

　魔力の明かりを、あちらの柱に、こちらの木箱にとかける。

　二人がそんなふうに進むうち、倉庫に光の道ができてゆく。

　こうしておけば、あたりを照らし、帰りの道を示すことにもなる。

　倉庫の中で遭そう難なんした人たちが無事なら、彼らに対する目印にもなるし──

　敵がいるなら、おびき寄せるための誘ゆう蛾が灯とうにもなる。

「……言っておくが、私も最初の一人が姿を消した正確な場所を知っているわけではないぞ。

　それに、入ったことがあるといっても、このあたりをうろついた程度。案内らしい案内は期待せんでくれ」

　へっぴり腰ごしで進みつつ、語るアリアスの声はかすかにふるえていた。

　おそらくそれは、捜そう索さくに必要な話というより、内心のおびえをごまかすための雑談なのだろう。

　あたしはあちこちに魔力の明かりをかけながら、

「けど、ぜんぜん入ったことがないよりは、ずっとマシでしょ？

　でたらめに置いたモノのせいで、へたな遺い跡せきよりよっぽどややこしい迷路になっちゃってるじゃない。

　これ、本当に思いきっていろいろ処分しないと、どーにもなんないわよ」

「その点は我々も問題視しているからこそ、今回の──」

　がるおぉぉぉぉぉぉん……！

　その時。

　アリアスのことばを遮り、何かの音が倉庫にこだました！

　音──いや、それは確かに、何かの咆吼に聞こえた。

「──ほ──」

　がくんっ、と、アリアスの体が揺ゆれる。

「ほほほほほれ見たことか！」

　がくがくと体の揺れを大きくしながら、涙なみだ目めであたしの方をふり向いて、

「いるいる！　いるよなんかいる！　今すぐ帰ろうさあ帰ろう！」

「おちついて。確かに鳴き声みたいに聞こえたけど──」

「鳴き声だよ何かいるんだよまずいぞ帰ろう今すぐ帰ろう！」

　あたしに掴つかみかからんばかりのいきおいで言って来る。

「だから、おちつ──」

「落ち着いてる場合じゃないだろゆっくりしてたら襲おそわれるだろ足の裏にできたタコとか剥はがされるんだ！　そういえば昔ばあちゃんから聞いた怪かい談だんに……！」

　もはやあたしのことばなど耳に入ってすらいない。

　──まずい。

　ここでパニックを起こされたら、いろいろめんどうなことになる。

　こうなったら仕方ない。あたしは拳こぶしをにぎりしめ──

「必殺っ！　落ち着けって言ってるでしょうがドリルスクリュウパァァァンチ！」

　ごりゅどりぐしごりっ！

「ぐぶっふぅぅっ!?」

　あたしがアリアスのみぞおちにえぐり込こんだ一いち撃げきは、内臓にダメージを届けて地じ獄ごくの苦痛をもたらした！

　悲鳴すらも上げられず、床に倒れてじたばたもがくアリアスを、あたしは静かに見下ろして、

「──どう？　少しは落ち着いた？」

　尋たずねれば、彼はじたばたしながらも、呼気に交えて、

「──な──殴なぐっ──」

　たぶん殴られた文句を言いたいのだろうが、むろん苦情は受け付けない。

　あたしは彼を見下ろしたまま、

「殴られた方は痛いでしょうけど……

　殴った方はちょっと気分いいのよ！」

「え……えぇぇえっ!?」

　それは呻きか抗こう議ぎの声か。

「──あ。違う。

　殴った方も痛いのよっ！

　いい？　今のヒネリの効いた腹にくる一発は、あなたのためを思って、あなたを落ち着かせるためのものだったのよっ！

　いざという時、いちばんあぶないのは、さっきのあなたみたいに冷静さを失うこと。

　それを骨のズイまで教えるために、あたしはあえて拳を放ったのよっ！」

　言えば彼は、いまだぴくぴくしながらも、

「……そ……そうだったの……かなぁ？」

　なにゆえか疑問形だったりするが。

　あたしは闇やみのはるか奥おく──何かの鳴き声が聞こえた方に目をやって、

「ともあれ──

　ここから先は、あたしの領分みたいね。

　ちょっと様子を見てくるから、あなたはここでしばらく待ってて。

　あ。ただし──

　一人になったからって、あたしを置いて帰るってのはナシね」

「そ……その点は心配するな……」

　アリアスは倒たおれたままであたしにサムズ・アップを送り、

「言われなくても……しばらくは立てそうにない……」

「ならよしっ！」

「……よくない……」

「じゃ、ちょっと行ってくるから！」

　彼の不満げなつぶやきを無視して、あたしは呪文を唱え──

「浮遊レビテーシヨン！」

　空中浮ふ遊ゆうの術で、倉庫の天てん井じよう近くにまで浮うかぶ。

　これで、荷物のすき間を縫ぬい進むよりはずいぶん動きやすくなった。

　とはいえ高みに昇のぼったからといって、倉庫じゅうが見み渡わたせるわけではない。

　ほとんど天井近くまで、あるいは塔とうのように、あるいは山のように積み上げられた荷物が死角を生み出している。

　仮にこの山がなかったとしても、魔ま力りよくの明かり一つでは、だだっ広い倉庫の隅すみ々ずみまで照らし出すことは不可能。

　さきほどの声だか何だかの主を捜さがし出すのはむずかしいが──なら逆に、相手にこちらを見つけさせればいいのだ。

　こうやって目立つように、光を手にして空中をふよふよ進んでいれば、向こうがしかけて来るだろう。

　この大部屋を先に行くと、突つき当たりに廊ろう下かがあって、小部屋がいくつか。

　でもって廊下のいちばん奥に、二階に続く階段があるはず。

　とりあえずあたしは、その廊下の方を目ざして──

　──？

　術を制せい御ぎよし、あたしは空中でぴたりと止まる。

　今。

　何かが聞こえた。

　耳をすませば──がぢゃりっ、がぢゃりっ、と規則正しいかわいた音。

　これは──足音？

　あたしは空中にとどまったまま呪文を唱えて──

「明かりよライテイング！」

　魔力の明かりを前の方──空中に放つ。

　光はまっすぐ虚こ空くうを進むと、倉庫の壁かべにぶつかり、はりついて、あたりの闇をおしのける。

　照らし出された壁の下──ぽっかり開いた四角い闇は、奥へと続く廊下の入り口。

　その闇の入り口から──

　がぢゃりっ、がぢゃりっ、と足音は近づいて来る。

　やがてあたしが待つうちに。

　四角い闇のその奥から、にじみ出したのは汚よごれた白。

　一いつ瞬しゆん。

　あたしには、それが何なのかわからなかった。

　背の高さは人の倍近く。黄ばんだ白いものがでたらめに集まってできているように見える。

　光の下に出てきたそれが、いびつな手足を持っているのを見てとって、ようやくあたしはその正体に気がついた。

　骨人形ボーン・ゴーレム。

　石人形ゴーレムというのは、魔ま道どうの術によって石や土つち塊くれにかりそめの命を与あたえたもの。このボーン・ゴーレムは、素材に石ではなく、生き物の骨を使ったものである。

　特とく徴ちようは、見た目がなんかコワいこと。

　ボーン・ゴーレムはこちらに気づいたか、光の下で足を止め、顔らしき部分をあたしの方に向け──



    

  
    
      「烈閃槍っエルメキア・ランス！」

　どしゅがらがらからっ！

　あたしの放った呪じゆ文もん一発！　ボーン・ゴーレムは一いつ切さい何もできぬまま、その場で崩くずれて無数の骨の山と化す！

　──相手が何かをしかけて来るのを黙だまって待つほど、あたしはお人ひと好よしではない。足音が近づいて来た時点から、あたしは攻こう撃げき呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始していたのだ。

　骨の崩れ転がる音の余よ韻いんが倉庫の空くう虚きよにこだまし、消えて──

　耳を澄すませど、もはや他には何も聞こえない。

　これでなんとかなった……かな？

　あたしは術を制御して、もと来た方へと引き返し──

「──何だ今の音は!?」

　パンチのダメージは抜ぬけたらしく、もといた場所で立ち上がり、声をかけて来たアリアスに、

「ボーン・ゴーレムがいたの！　とりあえずしとめておいたわ！」

　言ってあたしは、彼のそばへと着地した。

「そ……！　そうか！

　こんなにもあっさりと片をつけてくれるとは、さすがに私が見込んだだけのことはあるな……！」

　笑えみを浮かべる彼に、しかしあたしは表情をゆるめず、

「喜んでるところ悪いけど。

　まだ何も終わってないわよ。

　あたしたちのしごとはゴーレム退治じゃなくて捜そう索さくと救出、でしょ？

　何か手がかりでもないか、残ざん骸がいを調べるわよ」

「あ……ああ。それもそうだな。

　し、しかしまあ、ゴーレムが倒れたというのは大きな前進だ。

　ひょっとしたら皆みんなは、あのゴーレムをおそれて隠かくれていたのかもしれんのだからな。

　──おーい！」

　と彼は、口の横に手を当て、大きな声をはり上げる。

「ヒギンズ！　ラセッティ！　イルポート！　ライアン！　グレイブフォート！

　私だ！　モルドレッドだ！

　ボーン・ゴーレムは倒した！　もう大だい丈じよう夫ぶだから、隠れているなら出てこい！」

　いなくなった人たちの名を呼んでしばらく待つが、応えはない。

「まさか……皆もうすでにゴーレムにやられて……」

　声に不安をにじませる彼に、しかしあたしは冷静に、

「結論を出すのは早いわ。

　気絶してたり、どこかの部屋に立てこもってて、こっちの声が聞こえなかったりするのかもしんないし。

　とにかく、先に進むわよ」

「あ……ああ……」

　あいづちを打って進みはじめたアリアスの足取りは、さきほどよりは、だいぶ軽くなっている。

　たぶんボーン・ゴーレムを倒したことで、一段落ついたと思っているのだろう。

　だが。

　あたしはそうは思わない。

　何かのはずみでボーン・ゴーレムが暴走して、巻き込まれた五人が行方ゆくえ不明。

　その可能性も皆かい無むだとは言わないが、ゴーレムが皆を襲おそったというのなら、襲われた方は逃にげるか抵てい抗こうする。

　そうなるとあたりに積まれた荷物も崩れるだろうし、踏ふみ荒あらされた跡あとも残るはず。

　しかし少なくとも、目の届くうちには、そんな痕こん跡せきは見あたらない。

　ならばまだ他に、何かがある可能性は高かった。

　だがここでそのことを告げれば、ふたたびアリアスがむやみにおびえはじめるだろう。

　ゆえに今は何も言わずに先へと進み──

「ふむ──」

　アリアスが唸うなって足を止めたのは、あたしが倒したボーン・ゴーレムの残骸が転がる所に来た時のことだった。

　床ゆかに散らばる骨の一つを、つま先で蹴けり転がして、

「完全に停止しているな。さすがだよ。

　しかし……誰だれが造ったのか知らんが、酔すい狂きような奴やつもいたものだ」

「酔狂？　このゴーレムを造った奴が？」

　意味がよくわからずにそう問えば、彼は小さくうなずいて、

「ああ。

　知人からの聞きかじりだが、ボーン・ゴーレムを造るには、大きい骨を使った方が、丈じよう夫ぶだし面めん倒どうもないらしい。

　だがこの骨を見る限り、あまり大きな骨はないだろう？」

　言われてみればその通り。何の骨なのかはわからないが、使われているのは、せいぜい小型か中型の生き物の骨ばかり。

「たぶん何かのデータを取るために実験的に造ったものなのだろうな。

　造るだけ造ってここにしまい込み、それが暴走した──」

　アリアスはそう結論づける。

「かもね。

　けど推測はあとにして、今はみんなを捜しましょ」

「ああ。そうだな。

　──おーい！　みんなー！　無事かー！」

　骨の山をかきわけて進みつつ、呼べど応こたえはやはりなく。

　さきほどと同じように、あちらこちらに魔力の明かりを灯ともしつつ、あたしたちは廊下に踏み込こんだ。

　ここの壁ぞいにもさまざまなものが積み上げられて、廊下の幅はばをぐんと狭せばめている。

　少し進めば、左右に両開きの大きなドア。

　それを目にして、あたしは足を止め、つぶやいた。

「……なんで半開き……？」

　そう。廊下の左右にあるドアのどちらもが、まるであたしたちを誘いざなうように半開きになっているのだ。

「ふ。何も知らぬのだな」

　アリアスは、なんだか勝ちほこった口ぶりで、

「こういうモノの多い所では、荷物のせいでドアが大きく開けられなくなることなど日常茶さ飯はん事じ！

　その上でっ！　人が通れる程度のすき間を確保しつつものを置いていったら、半開きのままになったのだ！

　散らかった場所とはそういうものだっ！」

「いばるなっ！

　とにかく、中、見てみるわよ」

「うむ。

　このあたりがどうなっているかは私も知らんから、先を頼たのむ。

　私は後ろから、皆に呼びかける」

　あたしはまず魔ま力りよくの明かりを、すき間から部屋の中へと解き放つ。

　照らし出されたのは、さきほど以上にものが置かれまくった部屋。

　そのせいで、やはり見通しはきかない。

「誰かいないのかー！」

　あたしの後ろからアリアスが大声で呼びかけるが、やはり依い然ぜん、返答はなし。

　仕方なく、部屋の中へと踏み込んで──

　そのとたん！

　いくつもの小さな足音は、部屋の奥おくから近づいて来た！

　やがてほどなく、光の中に姿を現したのは──

「──な……なんだっ!?」

　あたしの後ろでアリアスが上ずった声を漏もらす。

　積まれた荷物の上を飛び跳はね、こちらへと駆かけてきたのは、犬いぬ猫ねこほどの大きさをした小動物の──骨！

　これもまたボーン・ゴーレムか!?　だがこんなものの一匹ぴきくらい、どうということはないっ！

　思って呪文を唱えようとした──その時！

　視界の端はしに、駆け来る別の骨の獣けもの！

　別の方からさらに一匹っ！

　おにょれ一体何匹びきいるっ!?　さすがにこれは、ちとまずいっ！

　数を頼たよりに押おし寄せられたら、あたし一人では対応できないっ！

「逃げるわよっ！」

　宣言と同時に背中でアリアスを外に押し出す。

「わ、わかった！」

　逃げることに関して、彼に異存があるはずもない。廊ろう下かに出るなり、もと来た方にまっしぐら！

　あたしも駆けつつ、口の中で浮遊レビテーシヨンの術を唱える。

　相手が何匹いるかはわからないが、とりあえず広い場所に出れば、相手の攻こう撃げきが届かない空中に逃のがれることはできる。

　思いつつ、背後をちらりとふり向いて──

　……？

　半歩先ゆくアリアスの、後ろえり首ひっ掴つかむ！

「ぐぅぇっ!?」

　首が絞しまって足を止めた彼の背中に、

「ちょっとストップ！」

「実力行使で止める前に言え！」

　肩かた越ごしにふり向いて、必死の形相で抗こう議ぎする彼に、あたしは落ち着いた口ぶりで、

「ことばで止まれって言っただけじゃあ、あなたかまわず逃げたでしょ？

　それより見て。あいつら、追って来ないわよ」

「……何……？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいて、彼も気がつく。骨の獣たちが廊下に出てこないことに。

　あたしはきびすを返して、たった今飛び出した部屋の方へと歩み寄り──

「お──おい──」

　アリアスの不安なつぶやきは無視して、距きよ離りを取りつつ、すき間から中の様子をうかがってみる。

　そこには、魔力の光に照らされて、じっと佇たたずむ骨の獣が二匹ばかり。

　あたしに反応する様子はない。

「部屋から出てこないわね。

　たぶんこいつら、部屋に入ってきた人間を襲え、とかいった命令を受けてるのよ」

「なるほど。そういうことか」

　納なつ得とく顔がおでうなずく彼に、あたしはあきれた視線を向けて、

「いや。『そういうことか』じゃなくって。

　変だと思わない？」

「何がだ？　ゴーレムは自分を造った術者からの命令に従うが、融ゆう通ずうや応用はきかない。

　ごく普ふ通つうのことではないか」

「だから。

　それってつまり、あの動物の骨たちに、この部屋を守れ、って命令した奴がいるってことでしょ？」

「……あ……」

　あたしの指し摘てきに、ようやくその事実に気づいて呻うめくアリアス。

「あれが一匹だけなら、何かのはずみで暴走した、って可能性もなくはないけど……

　何匹もいる以上、ちゃんと命令されているって考えるしかないわ。

　つまり。

　今度のことは事故なんかじゃない。

　誰かが仕組んだことなのよ」

「そんな……！　いやしかし……」

　混乱し、つぶやくアリアスのそばで、あたしはしばし考えて──

「──聞きたいんだけど。

　最初に行方不明になった一人って、なんて名前だった？」

「ヒギンズだ。マイケル＝ヒギンズ」

「じゃあそのヒギンズ、ひょっとしてゴーレムの研究とかやってなかった？」

「確かに彼は──

　……待て。まさか……？」

「たぶんそのまさかよ」

　うなずくと、あたしは倉庫の奥──光もない闇やみに向かって声をはり上げた。

「マイケル＝ヒギンズ！

　わかってるわよ！

　あなたが、今回の騒そう動どうを起こした黒幕だってことは！」

　あたしの声は闇にこだまし、かき消えて。

　何の反応もありはしない。

　しかしあたしは気にせず続ける。

「複数のボーン・ゴーレムが連動している以上、事故はありえず、ゴーレムを造り出せる魔ま道どう士しがからんでいることは確定！　外部犯はまずありえない！

　でもって消えた二人目以降が犯人だったとしたら、あなたが消えた説明がつかない！

　つまり、あなたが犯人という可能性以外はありえないのよ！

　たぶんあなたはアリアスに指名されてこの倉庫に入り──

　物資の横流しを思いついた！

　これだけモノがあるのなら、少しくらいはいいだろう、って！

　そこであなたは、倉庫の中で見つけた骨の標本か何かを寄せ集めてボーン・ゴーレムを造り出し、騒さわぎを起こした！

　みんなが対応に追われている間に、目ぼしいものを物色して持ち出すつもりで──」

「──愚おろかな！」

　一いつ喝かつは、その時、あたしの声を遮さえぎり倉庫に響ひびいた。

「その声は……ヒギンズ!?」

　アリアスが驚きよう愕がくの声を上げる中──

　廊下のはるかはるか奥、魔力の明かりが生まれ出た──



　遠い光のその中に、にじみ出すのは影かげ一つ。

「誰だれかは知らぬが……俺のしわざと見み抜ぬいたことはほめてやろう」

　影はゆっくり近づいて来る。

　語る声には怒いかりの色。

「だがっ！

　横流しが目的などという愚ぐ昧まい極きわまる決めつけをされては、さすがに黙だまってはおれん！」

　──横流しが目的じゃない？

　眉まゆをひそめるあたしにかわって、アリアスが声を上げて問いかける。

「なら何な故ぜだヒギンズ！　何故こんなことをした!?」

「モルドレッド……お前なら理解できるはずだ……」

　言いつつ歩み寄る相手の姿は、やがてはっきり見えて来る。

　アリアスと同世代の赤毛の男で、黒いマントに黒ローブという、魔道士としてはありきたりな格好。

「俺おれはもともとこの倉庫の片づけには反対だったんだ！

　なぜならっ！」

　ヒギンズは、光の中で大きく左右に両手を開くと、朗々と宣言した！

「なんか散らかってる方がむしろ落ち着くじゃないかっ！

　それを片づけるなど言ごん語ご道どう断だん！

　整理とかめんどくさいし！」

「くっ……！　言われてみれば確かにその通りだがっ……！」

　揺ゆらぐアリアスにヒギンズは続ける。

「俺は以前にも、ここにものを置きに来たことが何度もある！

　そして！

　気づいたのだ！

　ここが案外快適だと！

　冬はあたたかく夏は涼すずしく！

　倉庫の規模が大きいせいか、奥にはトイレや水場も設置されている！

　以前に入った時、酒のタルが置いてあるのも発見した！

　以来！

　時折俺は、安らぎを求めてここに足を運ぶこともしばしば！

　より一層の快適さを求めて大量の保存食も持ち込こんだ！

　ここで飲んで食ってゴロゴロ過ごす！　それこそまさに楽園！　我わが理想！

　だが！

　そこに起きたのが、倉庫の大おお掃そう除じ話！

　俺から楽園を奪うばい去る計画だった！

　ゆえに！

　俺は第一次片付係に任命されたことを利用し、事故による行方ゆくえ不明を装よそおったのだ！

　そして新たな捜そう索さく者しやを脅おどして追い返すため、見つけた標本の骨でゴーレムを造って配置しておいた！」

「な……なら、あとから調査に行った四人は──！」

　問うアリアスに、ヒギンズは笑えみを浮うかべると、

「心配するな。

　彼らは俺の高こう邁まいな理想に賛同し、奥で飲んで食ってゴロゴロ過ごしている。

　……モルドレッド……

　ここでお前が帰らなければ、捜索の手はしばし途と切ぎれるはず……

　どうだ？　俺たちとともにこの魂たましいの楽園を満まん喫きつする気はないか？

　悪い話ではないと思うぞ？」

　問われてアリアスはしばし黙もつ考こうし、ごくりっ、と喉のどを鳴らしてから、

「ど……どうしようリナさん……？」

　あほな動機を聞かされた瞬しゆん間かんから、心が折れてずっとその場にしゃがみ込んでいたあたしに向かって問いかける。

　もちろんあたしの答えは一つ。

「どうしよう、ぢゃねぇぇぇぇぇぇっ！」

　絶ぜつ叫きようしながら立ち上がる。

「何なのよその理由はっ!?　ちらかってた方が落ち着く!?

　全員そろってだめな人かあんたらはぁぁぁっ！

　かたづけろっ！　かたづけなさい今すぐにっ！」

　確かにいるけどっ！　散らかってた方が落ち着く、なんて寝ね言ごとを主張する人っ！

　けどここまで重じゆう症しような奴やつが何人もいるとはっ！　つかアリアスも説得されそうな空気だしっ！

　ここの魔道士協会はだめな人ひと揃ぞろいかっ!?

　魂からの絶叫に、ヒギンズは冷れい笑しようで、

「どうやらそこのお嬢じようさんに、俺たちの理想は理解できないようだな。

　やはり女、ということか」

「男女の問題ぢゃねぇぇぇぇっ！」

　絶叫するときびすを返し、呪じゆ文もんを唱えつつ最初の大部屋へと駆かけ戻もどる。

　石の床ゆかに、たんっ！　と手をつき、

「霊呪法ヴ＝ヴライマぁっ！」

　唱え放ったのはゴーレムの作製呪文！

　応こたえて倉庫の床がうねり、立ち上がり、さきほどのボーン・ゴーレムと同じような体格の、石の巨きよ人じんを形作る！

「ゴーレム！」

　そのゴーレムに即そく座ざに命令！

　光の道が続く先──倉庫の入り口をあたしは指さし、

「そこいらへんにあるもの片かたっ端ぱしから、あのドアから外に押おし出して！　この際なんでドア破っちゃっていいから！」

　命令に応えてゴーレムは、さっそくあたりのものを無骨な両手でわしづかみ。もちろんそこには気き遣づかいなどというものはなく、古びた木箱が砕くだけたりするが、そんなもの知ったこっちゃない！

「ま……待て！　貴様、何をするぅぅぅっ！」

　あわてたヒギンズが、あたしを止めるべく後ろから駆け寄って来るが──

「『何をするぅぅ!?』ぢゃないっ！」



    

  
    
      　ごげがっ！

「ひぅぐぅっ!?」

　あたしの放った跳とび蹴げりが、もろにカウンターとなってヒギンズをうちのめす！

　それでもまだ気がおさまらず、あたしは倒たおれたヒギンズに向かい、

「大事なものはちゃんと片づける！　いらないものは捨てる！

　それができてないあんたたちが悪いんでしょーがっ！」

　言うとふたたびきびすを返し、作業用ゴーレムその二を生み出すべく呪文を唱える。

　そんなあたしを眺ながめつつ。

「……そういえば子供の頃ころ……部屋を散らかしていて、母さんにおもちゃをみんな捨てられたことってあったなぁ……」

　アリアスは、なんだかしみじみとそうつぶやいたのだった──



　西の山に陽ひが落ちる頃。

　キーレーン魔道士協会の倉庫内には、もはや何も残らなかった。

　……もっとも、倉庫の前にはゴミとしか見えないものが山と積まれて、半ば協会の建物を埋うめていたりするが。

　引きずり出されたヒギンズとその他四名は、自分たちの楽園が失われたことを思い知り、ゴミの山の前でむせび泣いていた。

　うざい。泣くな。ダメな人ども。

　ゴーレムでの荒あら療りよう治じのせいで、外に出されたいろんなものは少なからず破損しており、魔道士協会の評議長は、あたしに遺い憾かんの意を示した。

　だが、ヒギンズたちが立てこもった──もとい、引きこもった理由を聞いて、もっと遺憾の意を示し、損害については不問ということになった。

　藍あいの夜空にそびえるゴミ山を眺めつつ──

　──やっぱりモノってこまめに片づけなくちゃあダメよね──

　あたしは、そんな思いを新たにしたのだった──



（雑然の迷宮：‥おしまい）



（注：‥この物語はフィクションです。作者の部屋とか心情とは一いつ切さい関係ありません）



    

  
    
      
        ねちゃねちゃの季節



      

    

  
    
      

　使い込こまれた木のカウンターの向こうがわで、宿のねーちゃんは満面の笑えみを浮かべて言った。

「ご一いつ泊ぱくですね。ちょっとねちゃねちゃするかもしれませんが、かまいませんか？」

　…………

「……ねちゃねちゃ……？」

　あたしはしばし考えたのち、眉まゆをひそめてつぶやいた。

「はい。」

　答えは即そく答とう。満面の笑み。

　あたしはまじまじと彼女を見つめる。

　としはあたしより少し上。肩かたまでの金きん髪ぱつに黒っぽい服と質素なエプロン。

　しかしいくら眺め続けても、それ以上の説明はなし。

「……えっと……ねちゃねちゃしない部屋がいいんだけど」

　聞けば満面の笑みのまま、噛かんで含ふくめるように、

「お客さん、それは、無理です」

「無理なんだっ!?」

　えっ!?　むしろあたしがムチャな要求をしてる雰ふん囲い気きっ!?

　あてのない旅のその途と中ちゆう。夕暮れま近にたどり着いた、山あいにある小さな村。

　宿を見つけて部屋をたのめばコレである。

　はてさて、一体どーしたもんか。

　考えていると、彼女は小さく首をかしげ、

「ひょっとしてお客さん……やっぱり、ねちゃねちゃするのはお嫌きらいですか？」

「嫌いに決まってんでしょーがそんなもんっ！

　……聞くけどこの村、他に宿ってある？」

「ありませんし、仮にあったとしても、そこもねちゃねちゃするかもしれません。

　もちろんどこかの民家に泊とめてもらった場合もいっしょです」

　……村じゅうかぁ……

　一いつ瞬しゆん本気で、よその町か村まで足をのばそうかとも思ったが、日暮れはそこまで迫せまっている。

　明かりもない夜道を行くのは避さけたいが、だからといって、ねちゃねちゃするかもしれない部屋もイヤすぎる。

　そもそも一体それはどんな部屋なのか。

「……ンでその部屋って、なんでねちゃねちゃするわけ？」

　うんざりしながらあたしが問えば、

「お教えできません。ねちゃねちゃしないで済むかもしれませんので、その場合はご存じないままの方がいいと思いますから」

　と即答。

　ますますわけがわからない。

　あたしは眉をひそめると、

「……ねちゃねちゃするかもしれないし、しないかもしれない、って……どぉいうこと？

　部屋の手入れが悪くて、人によってはねちゃねちゃして感じる……とか？」

「部屋の手入れは万ばん全ぜんです！」

　質問に、宿のねーちゃんは、いささかムッとした顔で、

「掃そう除じもぬかりありませんし、ベッドのシーツも洗い立てです。部屋そのものがねちゃねちゃすることは絶対にありえません」

「……じゃあなんで……？」

「お答えできません」

「そこをなんとか──」

「無理です」

　と、とりつくしまもなし。

　むろんンなことを言われると、よけい気になるのが人の常つね。

　とはいえここで、教えろ、イヤだ、と押し問答を続ける気はない。

　あたしは真しん剣けんなまなざしで、彼女を、ひた、と見つめると、

「どうやら……何か事情がありそうね」

　指し摘てきに、彼女の瞳ひとみがわずかに揺ゆれる。

　れーせーに考えると、あたしはただ単にわかりきったことを言っただけなのだが、人というのは図星を突つかれると大なり小なり動どう揺ようするもんである。

　そこにすかさずたたみかける。

「あたしはごらんの通り、旅の魔ま道どう士しをやってるんだけど──

　じまんじゃないけどこー見えて、あちこちでいろんな事件を解決してたりするのよ。

　だから、ひょっとしたら、何か力になれるかもしれない。

　けど当然、事情がわかんなければどうしようもない。

　何かトラブルを抱かかえてるなら、秘密にして自分たちで解決するか、ダメモトで相談してみるか──

　どっちを選ぶかは自由だけど」

　言ってまっすぐに見つめれば、彼女の瞳が大きく揺れる。

　おーし。動揺してる動揺してる。

　むろんのこと──あたしは、必ず力になる、とは言っていないわけだが。

　とりあえず事情を聞くだけ聞いて、『あ。ゴメン。それ力になれない』とゆーのもアリである。

　宿のねーちゃんはしばらく迷いの色を見せてから、

「父に──村長に相談してみます。少し待っていてください」

　何かを決意した表情で、言って小さくうなずいたのだった。



　開け放たれた窓から漏もれ来る陽ひ差ざしは、はや翳かげりを見せはじめていた。

　宿の一階にある小さなメシ屋。その片かた隅すみのテーブルに、あたしたち三人は座すわっていた。

　あたしと、宿のねーちゃんと、そしてねーちゃんが連れてきた初老の男。

　口ひげをたくわえ、黒い髪かみに白いものが混じりはじめた、厳いかめしいまなざしのおっちゃんだった。

　そのおっちゃんが口を開く。

「このミハイ村の村長をしております、ラッズ＝ライオットと申します。

　こちらは娘むすめのセルシィです」

　と、しぐさで宿のねーちゃんを指す。

「リナよ。リナ＝インバース」

　あたしが名乗れば、村長さんは、

「旅の魔道士の方と聞いています。ならば見識もおありだろうと相談するのですが──

　このことは、他の村や町では内密に」

「ええ。もちろん」

　うなずくあたしに、村長さんもうなずき返し、

「実は──

　二十年ほど前から、山の雪が融とけて草木が萌もえるこの季節になると──村に──なんというか──

　大量発生するようになったのです。

　……スライムが……」

「……うわぁ……」

　あたしは思わず小さく呻うめく。

　まあ……それはたしかに人聞きが悪い。

　いちおー解説しておくと、スライムというのは、暗くしめった所などによくいる、どろどろしてたりぷるぷるしてたりする生き物である。

　ひとことでスライムといっても、かなりいろんな種類がいる。小は指先サイズから大は人間サイズまで。人に無害なの有害なの、質感もどろどろからぷるぷるまで、色や性質の違ちがいなどバリエーションは豊富。

　つまり、セルシィの言っていたねちゃねちゃの正体とは──

「スライムは過ごしやすい場所を探してか、戸や窓を閉めていても、すき間から室内に入って来ることもしばしば。

　特に、陽のない夜のうちに、動きは顕けん著ちよになります。

　人に直接危害を加える種類のものでないのは幸いですが、気持ちのいいものでないことも確か」

「必ず部屋に入ってくるわけではありませんけど、絶対入って来ないとも言えませんから……ああいう言い方をするしかなかったんです」

　と、セルシィの補足説明。

　なるほど。これでだいたいの謎なぞは解けた。

　だがいまだ、疑問は残っている。

「事情はわかったけど……

　そもそも、なんでスライムが湧わいてくるわけ？　しかも春先限定で」

「私たちにも見当がつかん。

　近くの山にある岩場の、ヒビ割れた隙すき間まから出てくることはわかっているが、それ以上のことは……

　岩場を埋うめたこともあったが、埋めた土ど砂しやを押おしのけたり、少し離はなれた所から出て来たり、だ。

　おかげでこの時期、村はスライム駆く除じよに人手が取られてしごとにならん。

　領主ロードにも何度か駆除を要よう請せいしたのだが、春先だけのことだし、人に害を与あたえるわけでもないものを相手に、今すぐ兵を動かすことはできない、という返事があるばかり」

「なるほど」

　あたしはてきとーにあいづちをうつ。

　領主ロードの対応は冷たいようにも思えるが、実は妥だ当とうなものではあった。

　そもそもスライムに兵士たちの剣けんやら槍やりは通用しない。

　なら兵士たちは、もっと他の任務にあてた方がいい。

　とはいえむろん、ほったらかしにされるこの村としては、たまったもんではないのだが。

　あたしはしばし考えて、

「まず原因を調べる必要がありそうね……

　その調査、あたしにまかせてみる気はない？

　原因さえわからない現時点で解決の保証はできないけど……

　調査料として一日につき一定の額。原因をつき止めたり、解決した場合は別に成功報ほう酬しゆうをもらう、ってことで」

「それは是ぜ非ひ、お願いしたい」

　やはり困っていたのだろう。二つ返事で答える村長。

　村の規模から考えて、報酬の額は期待できないが、こちらから調査の引き受けを切り出した理由は単純。好こう奇き心しんゆえである。

　春になって、虫ならともかく、スライムが湧く、などという話ははじめて聞いた。一体どーゆーしくみになっているのか。

　かくてあたしは、村長さんと、依い頼らい料りようの本格的な交こう渉しようをはじめたのだった。



　小鳥の声に目をさまし、窓を大きく左右に開けると、開いた窓と枠わくとの間に、何かがねちゃあっ、と糸を引く。

「……うわぁ……」

　さわやかな朝、台無し。

　あわてて室内を見回すが、幸い、何かが入って来たようなあとはない。

　どーやら夜中にスライムが、この窓の外を這はっていたようである。

　窓からざっと見み渡わたせば、朝日を浴びる村の中、村人総出で棒きれを持って、スライムを押し集めている。

　この村に出るスライムは、どろどろとぷるぷるの中間くらいの粘ねばりけを持つ、いうなれば、ねちゃねちゃタイプ。そのせいで村の朝は、あっちでねちゃねちゃ糸引いて、こっちでねちゃねちゃ糸引いて。

　当たり前だがその光景は、さわやかさとはほど遠い。

　……ヤな風景だなぁ……

　一体どれほどのスライムが出てきたのかは知らないが、村の人たちが閉口するのもムリはない。

　あたしはとりあえず窓を閉め、着き替がえを済ませて食堂へ。

　朝の食事を終える頃ころ。

「いつごろ出発します？　リナさん」

　食後のリンゴジュースを運んできたセルシィは、すでにズボンとシャツの動きやすそうな服に着替えており、出かける準備は万ばん端たんだった。

　──今日からあたしがはじめる調査には、彼女が同行することになっていた。

　案内役、と村長さんは言っていたが、実際は、あたしがサボらないための監かん視し役やくといったところだろう。

「そーね。それじゃあ──」

　あたしは運ばれて来たジュースをひと息に飲み干すと、

「食後の散歩がてら、さっそく行きますか」

　カップを置いて席を立つ。

　宿を出て、村の通りを歩いてみれば、みなさんの大変さがよくわかる。

　建物の壁かべなど、スライムが這ったあとはねちゃねちゃしまくり。みんなで涙なみだ目めになりながら、水をぶっかけて大おお掃そう除じ。

　一方、集められた大量のスライムたちは、村のあちこちに設置された大きな木箱の中にどんどんほうり込こまれている。

　……あたしが昨日、村に来た時、なんだかやたらと小さい物置が多いな、と思ったのだが……物置じゃなくてスライム入れだとは、さすがに思いもしなかった。

「……大変そーねー……みんな……」

「ええ。でもこれが、うちの村の、季節の風物詩みたいなものですから」

　とセルシィ。

　なかなかヤな風物詩である。

「けど、どーするの？　あのスライムたち」

　道を行きつつあたしが問えば、セルシィはさも当然のように、

「あのままです」

「あのまま？」

　問えば彼女はうなずいて、

「夜になればフタを閉めますが、基本的にはあのままで、あとはスライム回収業者さんにお任せします」

「スライム回収業者!?」

　ありえない単語に眉まゆをひそめるあたし。

「ええ。

　業者、といっても、村がお金を出して、村の者にやってもらっているんですけれど。

　スライムを退治するには炎ほのおで焼くか、薬品などを使うしかない、と聞いていますけど、これだけ大量にいると、そういうわけにもいきません。

　ですから、あの箱の中にほうり込んで、しばらくほうっておくんです。

　箱の上の方には油が塗ぬってあって、スライムが這い出て来られないようにしてあります。

　昼間にフタを開けておくと、何日かすればスライムは水分を失って軽くなるので、そこを業者さんが回収。

　さらに干して、完全に水分を飛ばしてから燃やします」

「なるほどー」

　聞いてあたしは感心する。

　なかなか理にはかなっている。

　一匹ぴきや二匹なら、火や薬で退治することもできるだろうが、これだけの数が相手となると、火か炎えん系の攻こう撃げき呪じゆ文もんがガンガン使える魔ま道どう士しか山一つぶんの薪まき、買えば村が破産するほどの量の薬品が必要だろう。

　その点、乾かわかして焼くならコストも安くつき、水分を飛ばして軽くすることで、作業途と中ちゆうの労力もかなり減らせる。

　──世間ではあまり知られていないが、スライムというのは、実はけっこー重たかったりするのである。

　考えてみれば当たり前。スライムの体のほとんどは水分なのだから。

　人のひざまでくらいの大きさの、丸っこいぷるぷるスライムなら、優にバケツ五、六杯ぱいの水くらいの重さにはなる。

　実際、村人たちが箱の中にスライムをほうり込むのも、ドアサイズの板にのせたものを数人がかりで持ち上げての作業である。

「けど、スライム回収業者って、はじめて聞いたわ」

　言えば彼女は苦く笑しようして、

「──でしょうね。

　わたしなんかは生まれた時からこうでしたから、小さい頃は、これが普ふ通つうだと思っていましたけど。

　ある時、春先におつかいで別の町に泊とまって、どうしてこの町はねちゃねちゃしないんですか？　と聞いて、おかしな顔をされたこともあります」

「……いや。ないから。ふつーはないから」

「みたいですね。

　けど、子供の頃のそういう勘かん違ちがいってありますよね？

　小さい頃は、『王様のいる大きな都は、何もかもがこの村よりずっとすごい』と聞かされて、きっとこの村より、ずっとねちゃねちゃしているんだろうなと思ってました。むしろ春先だけじゃなく年がら年じゅう」

「そんな王都はいやです。」

　うっかり一いつ瞬しゆん、糸を引きまくる壮そう麗れいな城とか糸を引いて走る豪ごう奢しやな馬車とかを想像してしまい、あたしは頬ほおを引きつらせる。

「あこがれてましたよー」

「あこがれるな。」

　燃やしつくせ。ンな国は。

「さすがに大きくなって、うちの村の方が特とく殊しゆなんだとわかってきましたけど。

　あと、わたしなんかは慣れちゃってますけど、普通の人は、スライムでねちゃねちゃするのを極きよく端たんに嫌いやがる、っていうことも理解できるようになりましたし。

　オトナの階段をのぼるって、たぶんこういうことなんですよね」

　違う。オトナの階段は違う。よくわかんないけど、それだけは絶対に違う。

　などと話をするうちにも、二人は村を抜ぬけて、

「このあたりです」

　セルシィが足を止めたのは、村の裏手──街かい道どうと反対がわにある岩山のあたりだった。

　あちこちに木や草も生えてはいるが、むき出しになった岩いわ肌はだが目立つ。

　目の前にはひび割れそびえる岩。

　そのひびから、じわりとにじみ出るのは、薄うすく茶色みがかったスライム。

　ここから出てきたのが、村へとやって来ているのだ。

「こうして昼間にも出てくるんですが、そちらは村へたどり着く前に、水分を失って動けなくなるものがほとんどです。

　で、日の光のない夜に出てきたものたちが、ああやって村までたどり着くんです。

　不思議と、水けのない岩場の方には向かいませんから、何かで村の方に水けがあるのを感じ取るんでしょうね」

「ふぅむ……」

　となると問題はこの岩の奥おく、である。

　たぶん奥が空くう洞どうになっており、そこでスライムが大量発生し、ひび割れから出てきているのだろう。

　スライムは生長して、ある程度大きくなったら分ぶん裂れつして増えるらしいが、なぜこの奥でこの季節、大量発生するのかまではわからない。

　しかし発生地点をつき止めてなんとかすれば、この現象はおさまるはず。

　そのためには──

　あたしは、こくりっ、とのどを鳴らしてから、口の中で呪じゆ文もんを唱え、岩肌に手をついて、

「地精道ベフイス・ブリング！」

　大地の精せい霊れいに干かん渉しようし、トンネルを掘ほる術を解き放つ！

　術は岩肌に穴を穿うがち、とーぜんながらその結果──

　にるにゅるぶぢゅにゅるっ！

「づどひぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　そこから一気にあふれ出してきた大量のスライムに、心の準備をしていてなお、あたしはたまらず悲鳴を上げる！

　岩や地面に干渉する術は、当たり前だがスライムには影えい響きようしない。ゆえにこうなるだろうというのは予想してはいたのだが、それでもさすがにこの見た目は、生理的に耐たえられないものがある。

　一方、子供の時からスライム慣れしているセルシィは、ちょっと迷めい惑わくそうに顔をしかめて、

「リナさん、あんまり無茶なことはしないでくださいよ。

　ねちゃねちゃするのはかまいませんけど、村の人たちが一日に処理できるスライムの量には限りがあるんですから」

　ねちゃねちゃするのはかまわないのか。

「わ……わかってるわかってる」

　あたしは心を落ち着かせ、口の中で呪文を唱えて──

「火炎球フアイアー・ボールっ！」



　づどぉんっ！



　高火力の術を一発、たった今出てきたスライムたちにぶちかます！

　放った光球が当たった地点で炸さく裂れつし、高温の炎をまき散らすこの術なら、今出てきた量のスライムなら焼きつくす！

　紅ぐ蓮れんの炎に炙あぶられて、スライムたちが動かなくなったのをたしかめて。

「おーしっ！」

　あたしは景気づけの声を上げ、岩肌に開いた穴を、きっ！　とにらみつける。

　人が四つんばいになれば、なんとか奥に進めるサイズ。

　目的の場所まではまだ届いていないようだが、奥に入って同じことをくり返せば、そのうちたどり着けるはず。



    

  
    
      　そんなあたしに、セルシィはおどろきのまなざしを向けて、

「まさかリナさん──あの中に入って行くつもりですか!?」

「スライムが出てこないようにするには大量発生の原因をつき止めるしかないし、それには発生場所に行ってみるのが一番。

　でもってそこに行くのには、ここから逆にたどるしかない。

　……ないんだけど……」

　このままだと、中に入ってもトンネルの壁かべからスライムがにじみ出て来るし、奥まで行って同じ術でまたトンネルを掘ったら、今みたいにスライムがあふれ出て来る。

　つまり、何にしろスライムに埋うまることになる。

　さすがにそれはイヤなので、あたしはしばし考えてから──

　呪文を唱え、たった今開けたトンネルにたたき込む！

「氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」

　きぎぃんっ！

　火炎球フアイアー・ボールとは対極にある氷の術。光弾は炸裂するとともに強きよう烈れつな冷気をまき散らす！

　とーぜんながら、岩のひび割れからにじみ出そうとしていた、水分たっぷりのスライムたちは凍こおりつく！

　だがそれを目にしたセルシィは、

「……今度は氷でトンネルが塞ふさがっちゃいましたけど……」

「わかってるわよ」

　強烈な冷気は、風の中にあるしめり気までをも凍いてつかせ、トンネルの一部を塞いでしまったのだ。

　とりあえずまたまた呪文を唱えて──

「振動弾ダム・ブラスっ！」

　ごがぁっ！

　破は砕さいの術を使って氷をぶち砕くだく。

「……これをくり返すんですか？」

　尋たずねるセルシィの声には、なんだかめんどうくさそうだ、というニュアンスがありありとにじみ出ていた。

　ちょっぴりムカッとしたけれど、あたし自身も、この方法はダメっぽいと感じていた。

　割れ目にスライムの詰つまった岩にトンネルを掘りつつ、スライムはなるべく出さない。なかなかむずかしい問題である。

「うーん……

　なんかもーちょっと別の方法がないか、いろいろ試ためしてみるから。

　……んー……」

　あたしはしばし考えて──別の呪文をとなえつつ、岩肌に手をつき、

「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」

　術に応こたえて岩がん壁ぺきがきしむ。身を引くあたしとセルシィの前で、不動のはずの岩はねじれきしんで、一つの姿をとってゆく！

　ほどなくそこに生まれ出たのは、岩でできた大きなヒトガタ！

　──石巨人ゴーレム──

　土ど砂しややら岩やらを材料に、魔ま道どうの術で生み出されたかりそめの命は、人など遠く及およばぬパワーと、素材に見合う耐たい久きゆう力りよくとをそなえ持つ。

　生み出した術者の下す、単純な命令を聞くことしかできないが、運用次し第だいではかなり便利。

　生まれ出た岩の巨きよ人じんに、あたしは自分のそばの地面を指さし、命令する！

「ゴーレム！　ここに来て立ってて！」

　あたしの命令にゴーレムは、氷のはりつく体をきしませ、歩いて来ると、あたしの指した場所で仁に王おう立だちになった。

　ゴーレムを見るのははじめてなのか、セルシィは、自分の倍近い背せ丈たけの巨人をしげしげと見上げて、

「……すごいですね……でもコレに何をさせるんですか？」

「何って、もう用はすんでるわよ」

　言いつつあたしは岩壁に歩み寄る。

　そこには大きくえぐれたあと。

「ゴーレムを作れば、とーぜんそのぶんだけ岩がなくなる。

　くり返せばトンネルができるってこと。

　さっきのトンネル掘りの術に比べるとちょっとまだるっこいけど、術を使ってからゴーレムが完成するまで、タイム・ラグがあるから、トンネルがある程度深くなっても、術をかけてから出口の方に離はなれれば、スライムなだれが起こっても、すぐさま巻き込まれるってことはないはずよ」

「……なるほど」

　セルシィのあいづちを背中に聞きつつ、あたしはまたまた同じ呪文を唱える。

　かくて。

　あたしのじみちな作業がはじまった。



　もちろん面めん倒どうではあった。

　ゴーレムを生みだし、外に立たせ。

　スライムが出て来れば冷気の術で凍りつかせ、ゴーレムに命令して外に運び出させる。

　トンネルが適当に深くなった時点で、ゴーレムを外には出さず、落らく盤ばん防止のため天てん井じようを支えるように命令する。

　岩山で落盤など──と考えるのは甘あまい。なにしろこの岩山には、スライムがにじみ出すほどのヒビが入っているのだ。崩くずれてこない保証はない。

　壁からスライムがにじみ出して来なくなったら、掘る方向を間ま違ちがえている。少し戻もどってやりなおし。

　進めば外から届く光は乏とぼしくなるので、適度に明かりの魔ま法ほうも必要。

　そうやって掘って行った結果、トンネルは、ゆるい上り坂のように奥へと続いていた。

「けどこれ……寒いですよね……」

　セルシィは、自分の肩かたを抱だいてぼやく。

　トンネル内部には、天井を支えるゴーレムが一定間かん隔かくに並び、魔力の明かりに照らし出されている。

　スライムのわき出しを防ぐためにかけまくった冷気の術の影響で、とーぜん、中はかなり寒い。

　ゴーレム作製の術を発動させる時、岩いわ肌はだに触ふれる必要があるのだが、もしあたしが手袋グローブをしていなければ、とっくに凍とう傷しようになっていただろう。

「ま、こればっかしは仕方ないでしょ。あたりを凍らせてないと、スライムがにじみ出て来て、あたりじゅうに糸引くわよ」

　言えば彼女は小さく震ふるえつつ、

「けど……こんなに寒いくらいなら、ねちゃねちゃする方がいいですよね？」

「いやない。それはない。」

　ぶんぶん左右に首振ふるあたし。

　しかし彼女は不満げに、

「え？　普ふ通つう、寒いよりは──」

「だから。それは、ないから」

　うぅむ……いくら慣れているからといっても、寒さよりもねちゃねちゃを選ぶとは……セルシィ恐おそるべし。

　あたしは重ねて、

「ねちゃねちゃするだけならまだマシとして、しみ出したスライムに埋もれて窒ちつ息そく死し、なんてのはさすがにあなたもイヤでしょ？」

「それはさすがに……ねちゃねちゃに埋もれるだけなら、むしろアリですけど」

　むしろアリなのか。

　セルシィ……単にねちゃねちゃに慣れてるだけかと思っていたのだが……ひょっとしたら変なシュミの人なのかも……

　思い浮うかんだ、そんなちょっぴりコワい考えを、頭かぶりを振ってうち払はらい、目の前の作業に集中する。

　呪じゆ文もんを唱えてトンネル奥おくの壁に手をつき──

「霊呪法ヴ＝ヴライマ」

　瞬しゆん間かん。

　違い和わ感があった。

　今までと、明らかに何かが違う感覚。

　あたしは迷わずその感覚に従った！

「逃にげて！」

　叫さけぶとあたしはきびすを返し、トンネルの出入り口に向かってダッシュ！

「え？」

　一いつ瞬しゆんとまどうセルシィの横をすり抜ぬけ、

「早く！」

「は、はいっ！」

　わけのわからぬまま、わずかに遅おくれて彼女が続く。

　後ろでは、岩がゴーレムへと生まれ変わるきしみに混じって、何やらぶぢゅぶぢゅと粘ねん液えき質しつの音がする。

　──来る──！

　思った瞬間。



　べぶぢゅっ！



　生理的にヤな音が背後で響ひびいた！

　何が起こったかはふり向かなくてもわかった。

　トンネルが貫かん通つうしたのだ。スライムの発生地点か、そのすぐ近くにまで。

　でもってその先にたまっていたスライムたちが、なだれとなって押おし寄せて来ているのである！

　ねばりけのあるモノだけに、雪のなだれや鉄てつ砲ぽう水みずほどの速さはないが、それでも背後のヤな音は、どんどんこちらに迫せまって来る！

　地を蹴ける足に全ぜん霊れいを込こめ──あたしは──トンネルを──

　抜けると同時に横に跳とぶ！

　まさにその瞬間！



　ぶじゅるいっ。



「きゃぁぁぁぁぁぁぁっ」

　ヤな音を立ててふき出したスライムなだれが、わずかに逃げ遅れたセルシィをまき込みあたりにあふれる！　けどなんで悲鳴がちょっぴりうれしそうなのかセルシィ!?

「──氷の槍アイシクル・ランスっ！」

　こきぃぃぃんっ！

　あたしは冷気の呪文を、あたしの方へと流れて来るスライムたちに直ちよく撃げきさせて凍りつかせ、即そく席せきで氷の堤てい防ぼうをつくり上げた。

　スライムたちはしばらくの間、トンネルから出て来たが、さすがにそれも無限に続くわけはない。



    

  
    
      　やがてしばらく待つうちにも、スライムなだれのいきおいは徐じよ々じよに弱まり──やがて止まった。

　あたりにひろがるスライムの海。その一角が糸を引きつつ盛り上がり、ねちょりっ、ねちょりっ、とあたしの方に近寄りながら、

「だいじょうぶですかリナさん」

「あたしは平気だけど……セルシィ、あんたの方はだいじょーぶなの？」

「平気です。ちょっとねちゃねちゃしますけど」

　ちょっとか。

　上から下までスライムにたかられて原形をとどめないその姿は、とてもだいじょーぶには見えないのだが……まあ、当人が平気だと言うのならそっとしておこう。

「ならセルシィ、頼たのみがあるの。

　一いつ旦たん戻もどって、村のみんなに、あたしたちがここでどういう作業をしてるか説明して。あとでちょっと手を借りるかもしれない、ってことも。

　それと──

　戻ったら、あなたはおフロに入って着き替がえて来ること」

「わたしは別にこのままでも──」

「着替えてきて。」

　見てるこっちがキモいから、というセリフはかろうじて呑のみ込んだが、それでも意思は伝わったか、

「……わかりました」

　応こたえて彼女は、ずるずると村の方へと去ってゆく。

「──さてと──」

　残ったあたしは、とりあえず呪文を唱えはじめたのだった──



「……こんなになってたんですね……ここって……」

　あたりを見回しつぶやいた、セルシィの声がこだまする。

　トンネルの貫通した先──あたしの放った魔力の明かりが照らし出したそこは、天然の洞どう窟くつになっていた。

　あのあと──

　あたしはゴーレムを生み出して、奥にいるスライムたちを外に押し出すよう命令を下した。

　でもって火か炎えん系の術を連打し、あふれるスライムを焼しよう却きやく処分。

　押し出されるスライムがほとんどいなくなった時点で、ゴーレムに作業中止を命令。

　そうこうするうち、着替えて戻ってきたセルシィとともに、トンネルが貫通した先へと踏ふみ込んだのだった。

「地下に空くう洞どう、ってのは時々あるけど……そこにスライムがぎっしり、っていうのははじめてね……」

　外で拾った木の棒に、魔法の明かりを灯ともした即席たいまつをかざし、そろりそろりと歩きながら、あたしはつぶやく。

　洞窟は人が通れる大きさはあるものの、所によっては、しゃがまなければ通れないような場所もあるし、でこぼこのゆるい上り坂の上に、スライムのねちゃねちゃがついているせいで足場は最悪。

　滑すべって転べば全身ねちゃねちゃ。とーぜん歩みは慎しん重ちようにならざるを得ない。

　さきほどトンネルを掘ほった場所とは違い、壁かべにヒビなどは入っていない。

　この先で発生したスライムたちが、岩がん壁ぺきに入ったヒビから村の方へと押し出されていたのである。

　でもって、さっき出てきたスライムの量から考えると、洞窟はそれほど深いものではないはず。

　予想通り、いくらも行かぬうち。

「──リナさん、あそこ！」

　セルシィが指さすその先、洞窟のつき当たりには、あきらかに人の手が加わっていた。

　レンガ作りのような壁。下の方の一部が崩くずれて穴が開き、そこから今もスライムがこぼれ出そうとしている。

　もう間ま違ちがいない。

　この壁の先に、大量発生の原因がある。

　あたしは呪文を唱え──

「氷の槍アイシクル・ランスっ！」

　スライムと壁とを凍こおらせてから、少し離はなれて──

「振動弾ダム・ブラスっ！」

　ごばんっ！

　凍った壁の、上の方をぶち砕くだく！

　開いた穴からスライムが──

　出てはこなかった。

　……出てきたら即そく座ざに術で凍らせようと、心の準備をしておいたのだが……出てこなければそれで良し。

　おっかなびっくり近づいて、明かりで開いた穴の中を照らせば──

「……何コレ？」

　首をかしげてあたしはつぶやいた。

　崩れた壁の向こうには、厚手の羊皮紙のようなものがぎっしり積み上げられており、先が見えない。

　手を伸のばし、それを一枚引っ張り出す。

　ひらべったくて丸くって、ちょっと大きめの皿にも似ている。しかし色はカラメルを固めたかのような、半はん透とう明めいのセピア色。

　あたしの見たことのないものだったが──

「──それは──！」

　心当たりがあるらしく、目にしたセルシィが声を上げた。

「知ってるのセルシィ？　これが何なのか」

「もちろんです。それは──」

　力強くうなずいて、彼女はきっぱり言ったのだった。

「乾かん燥そうさせたスライムです」

　と。



　セルシィに呼ばれてこちらをふり向いたのは、四十がらみの、どこにでもいそうなおっちゃんだった。

　短く刈かった黒くろ髪かみに、年季の入った作業服。

「おや、セルシィちゃん。

　──そっちの人かい？　スライムが出てくる原因を、いっしょに調べてくれてる、っていうのは」

　昼を回った村の片かた隅すみ。

　スライムの発生地点を調べ終え、村に戻もどったあたしは、ちょっと遅おそめの昼ごはんを済ませたあとで、セルシィに頼んだのだ。

　村にいる、スライム回収業の人と会わせてくれ、と。

　それがこの人──村のはずれで、水分が飛んで動けなくなったスライムの天日干しをやっていたおっちゃんだった。

　そのおっちゃんに向かってあたしは口を開いた。

「──発生の原因はつき止めたわ」

「本当かい!?　すごいねあんた！」

　屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべ、掛かけ値のない賞賛をあたしに送る。

「スライムが出てくる岩を、魔ま法ほうを使ってどんどん掘ってくと、先は天然の洞窟になってたの」

　あたしは説明をする。

「へぇ。それで？」

　興味津しん々しん聞いて来るおっちゃん。

「奥おくには壁があって、その先は、倉庫と研究室になってたわ。

　どーやらずっと昔、天然の洞窟を利用して、魔道士が地下の研究所を造ってたみたいなのよ。

　落らく盤ばんで、研究室から外に出る通路が完全に崩れてたり、倉庫のあちこちにヒビが入ってたりしたから、そーとー昔のものだと思うけど」

　とーぜんそのへんもスライムだらけで、排はい除じよ作業はたいへんだったのだが。

「じゃあその魔道士がスライムを？」

　問うおっちゃんに、あたしはうなずき、

「スライムの研究をしてたみたいね。

　研究室にはいろんな書類が残ってて、それでわかったんだけど。

　水分を含ふくむ性質を利用して、冷たさを長持ちさせるものを作ろうとしてたみたいね。

　もし研究が完成してたら、お肉やお魚を新しん鮮せんなままで長持ちさせられるようなものができてたかもしんないわね」

「そいつぁ便利だな」

「まったく。完成しなかったのが残念よ。

　でもって倉庫の方には、研究用なんでしょーね。

　乾燥させたスライムが、いっぱい山積みになってたわ」

「……乾燥……」

　おっちゃんの顔から笑みが消える。

　かまわず先を続けるあたし。

「書類によると、かなり生命力の強いタイプで、ひからびたように見えても、水分を得ると、またまた活動しはじめるタイプのやつらしいわ」

　ふつーのスライムは死ぬと水を含ませた時に腐くさりはじめるので、このタイプのスライムを集めたようなのだが……水に戻すと生き返る、って。どんな生命力だスライム。

　とはいえ生き物の中には、二つに切ったら二匹ひきに分ぶん裂れつして生き続けるものや、攻こう撃げき呪じゆ文もんを受けてもバカ笑いを上げつつ即座に復活するものもいるのだから、そう考えると水で復活するくらいは、それほど驚おどろくほどのことではないのかもしれない。

「ここからはあたしの想像なんだけど──

　春先になると復活するということは、カギになってるのは雪解け水なんじゃないかと思うのよ。

　冬場、山に積もった雪が、春先に融とけて水になって、地面にしみ込こむ。

　そのせいでこの季節だけ地下水の流れが変わって、倉庫の中に流れ込み、水分を補給された一部のスライムが復活。

　穴のあいた倉庫の壁から天然の洞窟へ、でもって岩のひび割れたすき間を通って村に出てきてた、ってわけ。

　実際、倉庫の中を調べたら、水がちょろちょろしみ出してる所があったし」

　おっちゃんは、じっとあたしの話に聞き入っている。

　──ここから先は、セルシィにもまだ話していないことなのだが──

「村長は、今から二十年ほど前に、スライムの大量発生がはじまった、って言ってたわ。

　たぶんその頃ころ、地じ震しんか、洞窟の中で地くずれか何かがあって、雪解け水が入り込むようになったんでしょうね。

　もっとも。

　倉庫に干しスライムが山積みだったっていっても、毎年毎年それなりの量のスライムが復活し続けたら、そのうち倉庫はからっぽになるはず。

　けど──

　やっぱし地じ崩くずれか何かの影えい響きようなんでしょーね。倉庫の天てん井じようが一部崩れてて、上へと続く穴が開いてたの。

　空を飛ぶ術で確かめてみたら、山の中にある洞どう窟くつの奥に続いてたわ」

　もはやことばもなく視線を泳がせるおっちゃんに向かって、あたしは聞いた。

「ひょっとして──

　あなた、干したスライムを、燃やさずに、山の中にある洞窟の奥おくに捨てたりしなかった？」

「──な──？」

　セルシィが驚きよう愕がくの声を上げ──そしておっちゃんは──小さく体を震ふるわせながら、

「……そんな……それじゃあ……それじゃあわしが……」

「まさか本当にリナさんの言う通り──!?」

　セルシィの声に、おっちゃんは、うつむいたまま小さくうなずく。

「二十年ほど前……スライムの処理を引き受けて……

　……けど実際にやってみると、生木が燃えないのと同じように、生なま乾がわきのスライムを燃やすことはできなかった……

　すべてのスライムを完全に乾かすのには……広い場所と長い時間が要いる……

　ちゃんと乾かして焼いたものも多いが、作業が追いつかずに、とりあえず、と、家にしまい込むことも多々……

　春先から秋口近くまで、半乾きで動かなくなったスライムが家じゅうにあふれて、家族からも文句を言われる始末……」

　ま、そりゃあ確かに家族も文句を言うわな。

「けど、今さら、スライム回収処理をやめるとは言い出せなかった……

　何にしても、誰だれかがやらなければならないことだ……

　どこかスライムを保管できる場所はないかと探し回っていて、山の洞窟の奥に縦穴を見つけて──

　それから──

　乾かしきれなかったスライムを、その穴に捨てていた……

　けど……まさか……そんなことになっていたとは……」

　つまり、わざとではないにしろ、雪解け水で復活して出てきたスライムを、また乾かして、もとの場所に戻していたわけである。

　多少は燃やしていたという話だが、これではスライムのストックはなかなか減らない。

「──いえ──」

　セルシィは、静かな口調でそう言うと、あたしに目をやり、

「リナさん、この事件は、昔の魔道士が倉庫に貯ためた乾燥スライムが雪解け水で戻ってあふれ出した──

　そこで終わりです」

「……え……？」

　おっちゃんが顔を上げる。

　セルシィは続けて、

「わたしたちは確かに、スライム回収のお礼にと、村から手間賃を出していましたが……今の話を聞くかぎり、とうてい、おかけした手間に見合う賃金ではありませんでした。

　ご当人も、こんなことになっているとは思ってもいなかったようですし。

　それに、要は、あの中に詰つまっていた干しスライムを運び出して焼いてしまえば、全部解決、ですよね。

　なら、誰かを無理矢理悪者にする必要なんてありませんよね？」

「……セルシィちゃん……」

　罪悪感と感激からか、おっちゃんの瞳ひとみに涙なみだが光る。……いーとしこいたおっちゃんの涙目とゆーのは、あんまし美しくはないが。

　むろんあたしに異論はない。そもそもこういう状じよう況きようで話をしたのは、セルシィに判断を任せるつもりだったのだから。

「──いいんじゃない？　それで。セルシィがそう思うんだったら」

　言って、あたしは小さくほほえんだのだった。



「火炎球フアイアー・ボールっ！」



　ずどぉんっ！



　あたしの放った攻撃呪文の一いち撃げきが、山と積まれた干しスライムを焼き尽つくす！

　その日の夕刻。

　村のみんなに協力してもらい、運び出した乾かん燥そうスライムを処分して──

　これでスライム大量発生事件は無事解決。

　成功報ほう酬しゆうを含めても、あたしの現金収入はあまり多くはなかったが、スライムを研究していた魔道士の残した資料が手に入った。魔道士協会に行ってうまく売りつければ、それなりの額にはなるだろう。

　燃え上がるスライムを眺ながめる村人たちの顔には、それぞれの思いが浮かんでいた。

「──けど──」

　そんな中。

　村長の隣となりに佇たたずんで、揺ゆれる炎ほのおを見つめていたセルシィは感かん慨がい深ぶかい口ぶりで、

「これからは春になっても村がねちゃねちゃしない、っていうのは、ちょっと寂さびしくはありますね」

『それはない。』

　あたしを含めて村人全員に、一いつ斉せいにツッコミを入れられたのだった──



　めでたしめでたし。



（ねちゃねちゃの季節：‥完）



    

  
    
      
        スレイヤーズすまっしゅ。

ねちゃねちゃよ永と遠わに



      

    

  
    
      

　赤の、青の、オレンジの。

　炎を上げて燃えてゆく。

　村の一角に積み上げられた、乾燥したスライムが。

　眺めやる村人たちの顔には、さまざまな表情が浮うかんでいて──

　そんな時。

「──何だ!?　これは!?」

　悲鳴に近い男の声は、村人たちが描えがく輪の後ろから上がった。

　全員がふり向くその先に、あたしの見知らぬ男の姿。

　としの頃はあたしより少し上だろうか。短い黒くろ髪かみで、灰色のローブを身に纏まとい、背中には荷物の入ったザックを負っている。

　服装や雰ふん囲い気きからすれば、魔ま道どう士しのようにも思えるのだが──

「フォーズ!?　フォーズね！」

　声を弾はずませたのは、あたしが泊とまっている宿の娘むすめ、セルシィだった。

　まわりにいる村人たちの様子からすると、男は皆みんなの知った顔らしい。

　しかし。

　男の方はむしろ怒いかりと混乱の表情で、

「何だよこれ!?　何でこんな大量のスライムが燃えてるんだ!?」

　炎のゆらぎをにらんだままで、フォーズと呼ばれた男は声をはり上げる。

「何でも何も。

　見ての通り、スライムを処理しておるだけだ」

　言ったのは口ひげのある初老の男──セルシィの父親、村長のラッズさん。

　フォーズはそちらに向きなおり、

「それはわかるよ！　けどこのスライムの量はあきらかに異常だろ!?　それに、完全に乾燥したものの量が多すぎる！

　なあ、何があったんだよ!?」

「ああ、それなら──」

　村長にかわってセルシィが、ことのなりゆきを話しはじめた。

　──ここ、ミハイの村では、春先になるとスライムがわき出し、村中がねちゃねちゃになる、という現象が起き続けていた。

　そこに居合わせたあたしは、この現象の原因を調べることとなり、結果──なんとか解決したのだった。

　あとは、目の前に積まれた乾燥スライムの山を燃やせば全部終しゆう了りようなのだが……

　そんなあれこれを、セルシィが一通り説明し終えると。

「……待てよ……待ってくれ……」

　フォーズはよろよろとあとずさりながらつぶやいて、

「それじゃあ……何か？

　ここは──ミハイの村は、春になってももう二度と、ねちゃねちゃすることはないってことか!?」

　──って、ちょっと待て。

　その言い方からすると、ひょっとしてこいつ──

「当然そうなるな」

　うなずく村長に、フォーズは人外のものを見るようなまなざしを送り──続けて、集まった村人みんなをぐるりと見回し、熱弁をふるう。

「そん……な……

　嘘うそだろ！

　わかってんのかみんな!?　これがどういうことなのか!?

　この村の風物詩が消えてなくなるってことなんだぞ！

　爽さわやかな春の朝、草木に、道に、建物に、スライムたちの残したねちゃねちゃが朝日にきらきら輝かがやいて、まるで童話の世界にも似たファンタジックな美しさをかもし出す、その光景に二度と出会えなくなるんだぞ！

　いいのかみんな!?　それで!?」

　やっぱしこいつも、ねちゃねちゃ大好き人間かっ!?

　しかし──

「いいよ別に」「ファンタジックじゃねーし」「つかそもそも美しくないから」

　残念ながら世の中に、ねちゃねちゃ好きは多くない。彼の熱弁に返ってきたのは、村人たちの集中砲ほう火か。

　あまりの全否定っぷりに、

「お前ら全然わかってねえよ！」

　フォーズは半ば涙なみだ声ごえで叫さけびつつ、

「ねちゃねちゃするのがこの村の良さだろう!?　それをなくしてどうするんだ！

　俺おれはな！　この村をもっと良くしようと──もっとねちゃねちゃにしようと決意して魔道士になったんだぞ！」

『そんな理由でっ!?』

　思わずハモる村人一同、プラスあたし。

「けど！

　みんながねちゃねちゃの良さがわからないっていうんなら、もういい！

　俺一人でも、この村を良くしてみせる！」

　フォーズはそう一方的に言い捨てて、きびすを返すと、村の裏手にある山の方へと駆かけて行く。

　その背中は限りなく、スネて泣き帰る子供の姿に近かった。

　一同は、しばしぼーぜんと見送って──

「──あれ？　ちょっと待って」

　ふとあることに気がついて、あたしが声を漏もらしたのは、フォーズの後ろ姿が完全に見えなくなったあとのことだった。

　村人たちに目をやって、

「そーいえば今、あいつ、俺一人でもこの村を良くする、とか言ってたわよね」

「ああ。言っておりましたな」

　と、村長。

「で、ねちゃねちゃするのがこの村の良さ、とも言ってたわよね」

「ええ。それも聞いていますが──？」

「つまり、よ」

　あたしはなんとなく声を低めて──この予想が外れていればいいと祈いのりつつ、

「それって、自分一人でも、この村をねちゃねちゃにする、って意味じゃないの？」

　…………………………

『あ。』

　一斉に声を漏らす村人一同。

「もう一つ言うと」

　あたしは続けて、

「村をもっとねちゃねちゃにしようと決意して魔道士になった彼は、今、街かい道どうの方じゃなくて裏山に向かって走ってった。

　──てことは──

　スネて村を飛び出したんじゃなく、村をねちゃねちゃにする研究は完成していて、今すぐそれを実行する気なんじゃない？」

　……し……ん……

　わずかな沈ちん黙もくの後──

「──奴やつを止めろぉぉぉぉっ！」

『らぢゃーっ！』

　村長さんの絶ぜつ叫きように応こたえ、村の男たちは即そく答とうとともに走り出す。すでに姿の見えなくなったフォーズを追って。

　村長は、いまだ動かぬあたしに目をやり、

「リナさんもご助力願います！　もちろん礼金は払はらいますから！」

「オッケー！」

　そういうことなら文句はない！　サムズ・アップであたしは即答！

「セルシィ！　道案内お願い！」

　言うあたしに──しかし彼女はとまどいの表情を浮かべ──

「セルシィ。案内を頼たのむ」

「……わかりました……」

　村長にうながされ、ようやく彼女はうなずいたのだった。



「──で、セルシィ。

　あなた、フォーズとは小さい頃ころからの知り合いだったの？」

　二人で山の中を行きながら、あたしは彼女に問いかけた。

　村の裏にある岩山は起き伏ふくが激しく、あちこちに草木も生えている。視界も足場も良いとはいえない。

　人の歩ける所は限られており、村人たちは、そんな場所を手分けして進んでいる。

　あたしとセルシィは一団の後ろの方で、比ひ較かく的なだらかな山道を、話をしながら進んでいた。

「ええ。近所に住んでいた幼なじみです。

　実を言うとわたし、小さい頃はあんまり友達がいなくて……一番よく遊んでいたのは彼だったかもしれませんね」

　前を行くセルシィは、一いつ瞬しゆんだけ、ちらりと肩かた越ごしにふり向いて言う。

「ふーん……体が弱かった、とか？」

「いえ」

　と、今度は前を向いたまま、

「子供の頃は、春になってスライムが出ると、むやみにテンションが上がっちゃって。

　スライムまみれになって、遊んでる子に抱だきついて、その子も全身ねちゃねちゃにしたりしていると、そのうち遊んでくれる子が一人減り二人減り……」

「……まあ……そうなるわね……」

　げんなりとあたしはつぶやく。

　セルシィはスライムのねちゃねちゃが好き、というのは知っているが……子供の頃からずっとか。こいつ。

　スライムでテンションが上がる、というのが完全に理解不能だが……雪が降ったらむやみにはしゃぐ子供のようなものなんだろーか……？

　いやしかし。

　友達から不意に雪玉をぶつけられれば、『あはは、やったなこいつ』と、はしゃぎながら雪玉をぶつけ返すことも可能だが、不意にスライムをなすりつけたりされたなら、無言のままで家に帰ってシャワーを浴びて、ひざを抱かかえて泣くしかない。

　そりゃあまあ友達やめるわな。ふつー。

「けど、フォーズだけは違ちがいました。そんなわたしと、ずっといっしょに遊んでくれたんです」

「ほほぉう」

　つまりフォーズはセルシィのことが──

「生まれてはじめて、わたしに全身ねちゃねちゃにされた時、何かに目覚めたみたいだ、って言ってました」

　違いました。

　つかただの困ったシュミの人かっ！

　だが、困ったシュミにしろセルシィに気があるにしろ、確かめておかねばならないことがある。

「なるほど……

　で、セルシィの方はフォーズのことをどう思ってんの？」

　問えば彼女は足を止め、きょとんっ、とした顔でふり向いて、

「どう──とは？」

　この反応からすると、彼女の方には恋れん愛あい感情はなさそうだが──

「同じスライム好きなんでしょ？

　フォーズが村をスライムまみれにするって言うのなら、あなたにとってはむしろ、いいことなんじゃないの？」

「もちろんです！」

「即そく座ざに肯こう定ていすんなぁぁぁっ！」

　ツッコミに、しかし彼女は目を丸くして、

「え？　でも、リナさんの方から話を振ふってきたんですよ？」

「そ・う・だ・け・どっ！

　せめてそこはウソでもいいから、多少ためらうくらいはしようよっ？

　即答はっ！　無いっ！」

　力いっぱい叫ぶあたしに、さすがに彼女も少し肩かたを落として、

「──確かに──

　普ふ通つうの人──村の人たちも旅の人たちも、スライムやねちゃねちゃのことが、それほど好きじゃあないんだ、ってことは、わたしも薄うす々うす気づいてます」

「薄々か。」

「わたし個人の好みとしては、村じゅうを年中スライムまみれにしたいのは山々なんですけれど──

　みんながそういうのを好まない以上、村をねちゃねちゃにしたところで、マイナスにしかならない、というのもわかっています。

　旅人さんとかは来なくなっちゃうでしょうし、そうすると、うちの宿屋なんかは立ちゆかなくなっちゃうでしょうね。

　まあ──父が道楽半分でやっているような宿ではあるんですけれど──

　他の村の人たちにしても、スライムを取り除のぞくのに手間を取られて、本来やらなくちゃあならない仕事の時間が減るわけですし。

　ねちゃねちゃなのはいいとしても、さすがにスライムたちをそのままにしておくわけにはいきませんから。

　もしも──

　フォーズの思うように村をスライムまみれにすれば、村の暮らしが立ちゆかなくなるおそれもあります。

　ですから──

　フォーズのことは、止めなくちゃならないって思っています」

「ならオッケー」

　言ってあたしはうなずいた。

　実を言うと。

　ねちゃねちゃ好きのセルシィが裏切らないか、それを心配していたのだ。

　あたしがわざわざ山道をゆっくり行きながら話していたのは、ほかでもない、彼女の気持ちを確かめるためだったのだ。

　しかしこれだけはっきりと意思を示したのなら大だい丈じよう夫ぶ。

「止めるわよ。フォーズを。いろいろやらかしちゃう前に」

「はいっ！」

　あたしの目を正面から見てうなずく彼女に、あたしも小さくうなずき返して、

「術を使って空から捜すわよ。背中におぶさって」

「あ、はい！」

　あたしは呪じゆ文もんを唱えると、後ろからセルシィがしがみついたのを確かめて──

「浮遊レビテーシヨン」

　完成した術を発動させる。

　背中に彼女を乗せたまま、ふわりと体が宙に浮うき──

「わっ!?　わわっ!?」

　耳もとで彼女が上げる、悲鳴と歓かん声せいが半々の声がやかましい。

　やがてあたしとセルシィは、あたりの木々よりやや高いくらいの所に上じよう昇しようした。

　名前の通り、ふよふよと宙に漂ただよう術である。早歩き程度のスピードしか出せないのが難点だが、かなり重いものまで一いつ緒しよに浮かべられるのが特長。人一人を背負ってゆくくらいなんでもない。

　山を吹ふき抜ぬけて行く風が心地ここちよい。

「リナさん、こんなこともできたんですね！」

　こーゆー体験ははじめてなのか、セルシィの声もはずんでいる。

「まあね。

　──で、セルシィ、聞きたいんだけど、山の中に水場はあるわよね。湖とか、山を流れてる川とか。

　その場所を教えてほしいんだけど──」

「水場──ですか？」

「そう。

　スライムは湿しつ気けが多いか水場がある所じゃないと、どんどん体の水分を失ってゆく。

　フォーズがどうやってスライムを大量発生させるつもりかは知んないけど、たぶん水場を利用するはずよ。

　彼は必ずそこに向かう！」

　岩山とはいえ木もそれなりに生えている。起伏や木の葉にジャマされて、上空から地上の相手を見つけるのはむずかしいだろう。

　しかし、相手の向かう先に見当がつくなら話は別！

　たいしてスピードのない術ではあるが、浮いている以上、歩いては行けない所も地形を無視して直進できる。ならば先回りをすることも可能！

「わかりました！　ならもう少し左に──他より高い杉すぎの木が見えますよね？　あちらを目ざしてください！」

「オッケー」

　あたしは術をコントロールしてそちらに向かう。

　ほどなく眼下に、木々の間を流れる小川が見えて来た。

「──あれね？」

「はい。少し上流に行けば、小さな泉があります」

　見たところ、あたりにフォーズの姿はないが──小川のまわりには木々も生はえ、その葉がジャマをしてあたりが見通せない。もうこのあたりに来ると、岩山というよりふつーの山という感じになっている。

　フォーズがこのあたりを目ざしているのは間ま違ちがいないのだろうが──

「オッケー。川のまわりをうろうろするから、あなたも一緒にフォーズをさがして」

　言うとあたしは高度を下げて、上流を目指して水みな面もの上空をふよふよ進む。

　やがてセルシィのことば通り、小さな泉が見えてくるが──

「──いた？」

「いませんね……」

　尋たずねるあたしに応こたえる彼女。

　どこかで行き違いになった可能性はある。あたしは彼女にそう説明し、同じルートを再び戻もどる。

　しかしそれでも彼の姿は見あたらず。

　今度はもう少し下流に向かい──

「……いないわねー」

「ええ」

「なら──」

　もう一度往復しようか、と思ったその時。

　……ず……ずどどど……

　遠い地じ響ひびきにも似た音が風をふるわせた。

「リナさん！　あれ！」

　セルシィに指し摘てきされるまでもなく、あたしの目は、その光景をとらえていた。

　水場から、かなり離はなれた山の斜しや面めん。

　木々や岩などに引っかかりつつ、それでもなお、ゆっくりと斜面を落ちてゆくのは、家ほどもあろうかというサイズの、ぷるんぷるんした半はん透とう明めいの塊かたまり！

　──まさかあれは──

「スライムですよね！　あれ！」

　なぜかうれしそうなセルシィの声。

　そう。斜面をずり落ちてゆくそれは、確かに、一匹ぴきの巨きよ大だいなスライムに見えた。

　だが。

　あんな巨大なスライムがこの世にいるものなのだろうか？

　とはいえ実際にいるのだから、そこは考えても仕方ない。何にしろ、あんなものが突とつ然ぜん出現したとなると、考えられる原因はただ一つ！

「セルシィ！　あたし、先に行くからちょっと下りて！」

「え？　あ、はい」

　あたしは手近な場所に術を解いて着地。彼女を背中から下ろすと呪文を唱え──

「翔封界レイ・ウイングっ！」

　風の結界を纏まとい、空へと舞まい上がる！

　同じ飛行の術ではあるが、こちらはスピードが段だん違ちがいに速い。そのかわり、コントロールがむずかしい上に、重量と速度と高度の和が、術者の力量に比例する。

　つまり、セルシィを連れていると地面近くを這はうように進むことになり、木やでこぼこの多いここでは意味がなくなるのだ。

　その点、あたし一人だけなら、高さも速さもそれなりに出せる。

　あたしは一人で木々の上へと舞い上がり、巨大スライムが出現したと思われるあたりを目ざしてまっしぐら！

　やがて眼下の木々の下、佇たたずむローブ姿が見えた。

　──いた！

　このまま突つっ込こんでぶちかましでもかけてやろうか、とも思ったが、コントロールをミスれば近くの木にぶつかる。そばに着地し、術の解除と同時にあたしは声をはり上げた！

「フォーズ！」

　名を呼ばれ。

「──ちっ！　あんたか！」

　巨大スライムを出現させた張本人は身構えた。

「思ったより動きが早はええな！

　──もっとも、さすがに第一弾だんを止めるのはムリだったみたいだけどな！」

「……あんたがどうやって村をスライムまみれにするつもりか、いろいろと考えてはいたけど──

　まさか──

　あんなものを召しよう喚かんするとはね……」

　あたしは、斜面をだらだら下りゆく巨大スライムに目をやった。

　そう──

　フォーズは召喚術で、スライムを発生させたのだ。

　空間に干かん渉しようし、この世の──あるいは、こことは異なる世界のどこかに存在するものを呼び出し、使し役えきする魔ま道どうの業わざ。

　実のところ。

　彼が召喚術でスライムを呼ぶ、という可能性は考えていた。

　しかしそれならば、一度の召喚で、普ふ通つうのサイズのスライムが一匹ぴき──多くて数匹出てくるのが関の山。

　その方法で村を埋うめる量のスライムを調達するには、何度……いや、何十度も何百度も術を唱える必要がある。なら、十分な量を召喚するより先に、フォーズを見つけだして止めることはできるはず──

　そう計算していたのだが。

　あんなデカブツを呼び寄せるなど、完全に計算外。

　このサイズのものなら水場など必要とせず進んでいくだろう。

　起き伏ふくや障害物が多い所をずり落ちているせいか、スライムの速さは知れているが──もしこんなものを、あと一匹二匹召喚されたら、重量を味方につけて速度は一気にはね上がり、村に向かってなだれ込む！

　さすがにそれを許す気はないっ！

「思いなおしなさい！

　あんたのやろうとしてることは、村のためになんかなんないわよ！

　考えてもみて！　あんな重量のモノが村に押おし寄せたら、それこそ、なだれ並みの被ひ害がいが出るわよ！」

「ふっ。そこは俺も考えてるさ。

　ここを下れば──」

　つぶやいて、フォーズがスライムの行く手に目をやった、その刹せつ那な！

　あたしは足もとの石を拾い上げると彼に向かって全力投球っ！

　必殺！　説得のふりをして不意打ち攻こう撃げきっ！

　インドア派の人間にこれをかわすのはむずかしいはず！

　石はまっすぐフォーズに向かって──

「──ぬわっ!?」

　だが間かん一いつ髪ぱつ！

　ふり向いた彼は投石に気づき、すんでのところでのけぞり、かわす！

　ちぃっ！　運のいい奴やつっ！

　とはいえこっちも、かわされる可能性は想定済みっ！　投げると同時に口の中では呪じゆ文もんを唱えはじめており、外れたと見るや地を駆かけ、彼へと迫せまる！

「くっ!?　結局力ずくかっ!?」

　悪態をつくと彼は即そく座ざにきびすを返し、木々の間へと駆け込んだ！

　ちっ！

　こっちを女とナメて、つっかかって来れば話は早かったものをっ！

　戦わずにあたしをまいて、スライムその二を召喚するつもりか！

　足場の悪い木々の間でオニゴッコをするつもりはない。駆け逃にげるフォーズの背中に向かって、あたしは唱えた術を解き放つ！

「魔風デイム・ウインっ！」

　ぶごぅっ！

　術に応じて吹ふくは烈れつ風ぷう！

　炎ほのおや氷の攻撃魔術なら、木々が盾たてになってうまくフォーズを狙ねらえない上、外した場合に火や氷で、むしろ自分が進むジャマになる。

　だがこの術ならば話は別！

　強風を吹かせるだけの術ではあるが、足場の悪いこの場所で、後ろからこれを食くらえば転ぶのは必至！

　なおかつ風の術だけに、木々など一いつ切さい問題なし！

　烈風は草葉を散らして瞬しゆん時じにフォーズの背に追いついて──

　だがその瞬間。

　フォーズが跳とんだ！

　その身であたしの風を受け、地を蹴けった勢いに風の速さを加え、木々の間を縫ぬいつつ華か麗れいに長ちよう距きよ離りジャンプ！

　体勢も崩くずさず着地すると、そのままさらに駆けてゆく！

　……な……!?

　あまりのことに、一瞬、あたしの足が止まる。

　今のは──たまたまか、それともフォーズが狙ってやったのか。

　単なるぐーぜん。彼の運が良かっただけ──相手をナメたそんな予想を、あたしは即座に否定した。

　もしもたまたまだったとしたら、うまく着地できた時に、フォーズはその幸運に多少なりともおどろくはず。

　しかし彼に、そんな様子は全くなかった。

　ならば。

　あたしが強風の術を放つと察知して、タイミングを合わせてジャンプし、風に乗って距離をかせいだのだ。

　だとすれば、甘あまく見ていい相手ではない。

　仕方なくあたしは走って彼のあとを追う。

　術で空を飛べば距離を詰つめるのは簡単だが、地の利はフォーズの方にある。飛んで目が離れたスキに、身を隠かくしてまかれたり、反撃されるおそれがあった。

　道さえもない山の中を、彼はひょいひょい進んで行く。あたしもなんとかついて行ってはいるものの、差はなかなか詰まらない。

　ひらけた場所に出れば、後ろから攻撃呪文をぶちかませるように口の中で呪文を準備してはいるが──

　フォーズもそれを読んでいるのか、それとも単にひらけた場所がないだけなのか、木こ立だちの間を進み続ける。

　そうやって、どれくらい追いかけっこを続けたか──

　突然、フォーズが何やら声を上げた！

　自分が草葉をかきわける音で、ことばは聞き取れなかったが、それが何なのかはすぐにわかった。

　──ぃぃぃいいいいいいいいいいイイイイイッ！

　耳鳴りのような甲かん高だかい音。

　景色の一部がゆらぎ乱れて、刹那の後──

　突とつ如じよその場に出現したのは、家ほどの大きさがある巨大スライムっ！

　さきほど聞き取れなかったフォーズのことばは、唱えた呪文を発動させるための『力あることば』だったのだ。

　あたしはようやく気がついた。

　フォーズはただ、走って逃げていただけではなかったのだと。

　召喚術はあたしの専門ではないのだが、大物を召喚する時には、魔ま法ほう陣じんなどを使うのが一いつ般ぱん的とされている。

　呪文のみを使っての召喚も可能ではあるのだが、難易度やら何やらが格段に違ちがってくるらしい。

　おそらくフォーズはあたしから逃げつつ、こっそりと魔道薬か何かを撒まいて、あたりに召喚用の簡単な魔法円だか魔法陣を作ったのではないだろうか。

　二匹目は木々をへし折り地じ響ひびき立てて、ゆっくりと、だが着実に、斜しや面めんの下──先行する一匹ぴきの方に向かってずり落ちはじめる！

　まずいっ！　こいつと一匹目を合流させるわけにはいかないっ！

　こーなったら、少々乱暴なテも使うしかない。

　あたしは呪文を唱えつつ、木々の間を駆け抜ぬけて、スライムの方へと近づくと──

「火炎球フアイアー・ボールっ！」



　ぼばぁんっ！



　あたしの放った光球は、巨きよ大だいスライムに接せつ触しよくするなり炸さく裂れつし、紅ぐ蓮れんの炎を撒き散らす！

　ぴゅぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

　ふるえる巨きよ体たいの発する音は、実際には熱で沸ふつ騰とう蒸発した水分が噴ふき出す時のものなのだろうが、まるで悲鳴のようにも聞こえる。

　高温の火炎球フアイアー・ボールでも一発だけではこの巨体を焼き尽つくせないが、何発もかまして水分と重量を奪うばえば動きは止まるっ！

　山火事を起こす危険はあるが、下にあるミハイの村がスライムなだれでおしつぶされるよりはたぶんマシ！　火はあとでちゃんと消す予定っ！

　くり返し同じ呪文を唱えると、巨大スライムに叩たたき込こむ！

　──もっと破は壊かい力りよくのある広こう範はん囲い攻こう撃げき呪じゆ文もんでフォーズもろとも吹っ飛ばす──

　などというテももちろんあるが、それでは、彼を追って山に入っている村人たちを巻き込むおそれがあった。

　視界の中、木々の向こうに、フォーズが冷れい笑しようを浮うかべているのが見えた。

　そう。まるで──ムダなことを、とでも言いたげに。

　おにょれこのやろうっ！　あとできっちり、泣くまでシメるっ！

　フォーズはふたたびどこかに向かおうとして──

　だがその足は、一歩を踏ふみ出す前に止まった。

　彼の視線が向いた先には──

「フォーズ！」

　あたしに遅おくれてやって来たセルシィは、やや距離をおいて足を止めると、すがるようなまなざしを彼へと向けた。

「……セルシィ……」

　対するフォーズの顔にはとまどいの色。

　あたしはスライムに火炎球フアイアー・ボールをぶちかまし続けつつ、二人の様子を見守った。

　横からフォーズへの不意打ちも考えたのだが、それはセルシィの説得が失敗してからでもかまわない。

　もしここで不意打ちをしてしくじれば、彼はもう、誰だれの説得にも耳をかたむけなくなるだろう。

「こんなの──間ま違ちがってる！」

　セルシィの悲痛な声が木々の間にこだまする。

「けどセルシィ、俺おれは──」

「聞いて！　フォーズ！

　わたしはねちゃねちゃが大好きよ！

　あなたと同じように……いえ！　あなたに負けないくらい！

　けど……わかってる。

　だから、あなたにだってわかってるんでしょ!?

　世の中には、ねちゃねちゃの良さがわかっていない人の方が多いことくらい！

　むしろ、ねちゃねちゃを嫌きらう人の方が多いって！」

「──それは──」

　視線をそらして口ごもる彼に、彼女はさらに言いつのる。

「なのに、うちの村をねちゃねちゃにしてどうなるの!?

　こんな大きいスライムを召しよう喚かんできる、それはあなたの立派な才能なのよ！

　そのせっかくの才能を、間違った使いかたをしちゃあだめよっ！

　わたしやあなたは大喜びでも、旅の人はよりつかなくなるし、村の人たちにも怒おこられて嫌われるだけ！

　そんなの意味無いじゃない！」

　わたしやあなたは大喜び、とゆーところにツッコミを入れたいのはやまやまだが、彼女のことばにフォーズの心は揺ゆれている。ならば余計なことは言わぬが吉きち。

　あたしはとりあえず黙だまって見守る。

「あなたが村を良くしようと思ってやったことが、せっかくのあなたの才能が、全部裏目に出て、村がさびれるようなことになったら──

　あまりにも悲しすぎるでしょ!?」

　セルシィの瞳ひとみに宿る真しん摯しな光に圧あつ倒とうされて、フォーズの体が小さく揺れる。

「やり方が間違ってるのよ！」

　がんばれセルシィ！　なんとかフォーズを説得するべしっ！

「まずは！

　うちの村以外の世界中をねちゃねちゃにして、ねちゃねちゃの良さを広くみんなにわかってもらう！

　そっちの方が先でしょ！」

『ええええええええええええええええええッ!?』

　思わずハモるあたしとフォーズ！

「……え？　ちょっ……え……？」

　思わずにじり下がるフォーズに、セルシィは、めちゃめちゃきらきらした瞳でにじり寄りながら、

「考えてみて！

　村をねちゃねちゃにして問題が出るのは、普ふ通つうの人たちがねちゃねちゃを嫌っているからでしょ!?

　なら！

　まず、ねちゃねちゃ好きな人を増やしてから村をねちゃねちゃにすれば何の問題もないじゃない！」

「ちょっと待てぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ！　何その計画っ!?」

　完全にあさっての方向に転がる話に、さすがにあたしはストップをかけた。

　対するセルシィは満面の笑えみで、

「ご安心をリナさん！　だいじょうぶですから！」

「何がッ!?」

「今すぐ村がねちゃねちゃになるのは防ぐことができますっ！」

「そーゆー問題じゃないでしょーがっ！

　村じゃなく世界をって!?　　むしろ悪くなってるじゃないっ！」

「まあまあ、ちょっと冷静になって考えてみてください！

　最初にフォーズが村をねちゃねちゃにすると言った時、わたしたちは彼の力をちゃんとわかっていなかったんです。

　うちの村だけをねちゃねちゃにしても、村がむしろさびれるだけ。わたしもそう考えて彼を止める決意をしました。

　けれど──

　あんな大きいスライムを呼び出せるなら話は別ですっ！

　フォーズの力さえあれば、うちの村どころか、世界中をねちゃねちゃにすることだって可能っ！

　そうなれば、数多くの人がねちゃねちゃの素す晴ばらしさ、新たな幸せの形に気づくはずですっ！

　いわばこれは人類が新たなステージに立つための偉い業ぎようっ！」

　新たなステージとか言いだしやがりましたよこの女っ!?

「お前が冷静になれぇぇぇぇっ！」

　恍こう惚こつたる表情で寝ね言ごとを語るセルシィに、あたしはツッコミを入れる。

「あんたはただ、でっかいスライムってゆーかねちゃねちゃに心をうばわれて混乱してるだけなのよっ！

　そっちこそ考えてもみて!?

　世界中をスライムまみれにしようなんてすれば、とーぜんだけど、いやがる人も山ほど出てくるわっ！

　世界中をねちゃねちゃにした奴やつの出身地、ってことで、ミハイの村の悪評が世界じゅうにひろまっちゃうのよっ！」

「そんなことありません！　根気強く活動を続ければ、きっとみんな、ねちゃねちゃの良さをわかってくれます！

　そしてミハイの村はねちゃねちゃの聖地に！」

「なるかぁぁぁぁぁっ！

　あなたが子供の頃ころ、何人もの友だちにスライムをなすりつけて、それでもねちゃねちゃ好きに目覚めたのってフォーズだけなんでしょ!?

　つまりそれって、他の子たちはいやがってたってことじゃない！

　子供だったら『セルシィちゃんとはもう遊ばない』で終わるかもしんないけどっ！　今度はタダじゃあ済まないからっ！

　まず間違いなくおたずね者よっ！」

「……お……おたずね者……？」

　今さらことの大きさに気がついたか、フォーズの表情が引きつるが、セルシィの方は眉まゆ一つ動かさず、

「みんながねちゃねちゃの良さをわかってくれればだいじょうぶです！」

「だからそれがムリなんだって言ってるでしょーがっ！」

「それは古いものの考え方ですっ！」

「古い新しいの問題じゃないっ！」

「心配しなくても、リナさんにもきっとねちゃねちゃの良さはわかります！」

「わかるかぁぁぁぁっ！　つか、わかりたくもないしっ！」

　しばしにらみあうあたしとセルシィ。

「──なるほど──」

　視線をそらさぬままに彼女は小さくうなずいて、

「このままだと話は平行線。

　なら──

　説得するためには、まずはリナさんに、ねちゃねちゃの良さを理解してもらう必要があるみたいですね」

「──できるもんなら、ね」

　応こたえてあたしは身がまえた。

　──さっき火炎球フアイアー・ボールを叩たたき込み続けた二匹ひき目めのスライムは、すっかりしぼんで小さくなり、木々に引っかかって完全に止まっている。

　一匹目は、いまだゆっくりと斜しや面めんをずり落ちているが、村までは距きよ離りがある。

　ならばあたしが最優先でやるべきは、セルシィとフォーズに実力行使で心を入れ替かえてもらうことっ！

　セルシィは、あたしに目をやったまま声を上げる！

「フォーズ！　次のスライムを呼び出して！」

「す……すぐには──」

「じゃあなるべく早く！」

「わ、わかった！」

　答えて駆かけ出す彼の右手に小さな袋ふくろ。おそらくは中に入った薬品か何かで、巨きよ大だいスライムを召喚するための陣じんを描えがくのだろう。

　どうやら召喚のたびに陣を描く必要があるようだが──そうとわかれば、やりようはあるっ！

「させるかあああああああっ！」

　あたしはフォーズに向かって一直線！

　だがそこに──

「させませんっ！」

　セルシィが、横からあたしの進路上へと飛び込んでくる！

　ねちゃねちゃのためなら我が身を捨てるということか!?　それとも──実は戦いに自信があるのか!?

　何にしても、いずれは倒たおさねばならない相手っ！　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱えつつ、スピードをゆるめず彼女に向かう！

　彼女は真っ向からあたしをにらみつけ、

「負けませ──」



　ごっ。



　ことばも終わらぬそのうちに。

　ジャンプしたあたしのひざが、彼女の顔面にめり込こんだ！

　いともあっさり倒れるセルシィ！　あたしはそのまま地を駆ける！

　弱いっ！　弱いよセルシィ！　気持ちはとにかく足止めにもなってないし！

　──って、よく考えてみたら彼女は、あたしが誰だれかと戦っているところを見たことがなかったっけ。

　じまんだけれどこのあたし、剣けんや体術も使えるのだ。町のごろつき程度なら、呪文なしでも撃げき退たい可能。

　彼女はそれを知らぬまま、魔ま道どう士しなら体を使うのは苦手に違ちがいない、と思い込んでかかって来たのだろうが──

　ともあれ、あとはフォーズのみっ！

　あたしは口の中で呪文を唱え──

「翔封界レイ・ウイングっ！」

　高速飛行の術で空に舞まう！

　まずは上に向かって木々のてっぺんを抜ぬけ、しばらく直進。フォーズを追い抜き、適当に行ったところで降下し、着地！

　待ちかまえつつ呪文の詠えい唱しようを開始する！

　さきほどは、まかれる可能性を案じて空を飛ばなかったが、彼が陣を描くために円形に移動しているとわかった以上、進路は読める。

　なら先回りして待てばいいだけ。対するフォーズは、あたしを突とつ破ぱしなくては陣を描くことができない。

　あたしの意図に気がついてか、向かい来るフォーズの顔に動どう揺ようが浮うかぶ。それでも彼はこちらに駆け来て──

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　引きつけて、あたしは術を解き放つ！

　出現した十数条の冷気の矢は、フォーズに向かってまっしぐら！

　あわてて彼は手近な木こ陰かげに身を隠かくす。

　冷気の矢は、あたりの木の幹に、地面に突つき立ち、直撃した場所を凍こおりつかせた。

　直撃こそしなかったものの、この攻こう撃げきはフォーズの行く手をさえぎる目的もある。あちこち凍りついた足場を無理に進もうとすれば、どうやったって行動は制限される。ここで待っていればいいこちらが圧あつ倒とう的に有利！

　フォーズもそれを悟さとったか、隠れていた木を盾たてにしながら、こちらに背を向け、もと来た方へと走り出す！

　逃にげる気か!?　──いや、それとも、逆まわりに陣を描く気か!?

　どっちにしても、そうはさせないっ！

　あたしはふたたび空を飛ぶ術で先回り！　着地すると呪文を唱──

「ひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「のぉわっ!?」

　いきなりま近で上がった声に、おどろきのけぞるあたしの腰こしに、がしっ！　とセルシィがしがみついた！

　しまった！

　気づけばそこは、あたしがさっき彼女に蹴けりを食くらわせた場所。

　セルシィの存在をうっかり忘れていたあたしが近くに着地して──それで意識を取り戻もどし、組み付いてきたのだろう。

　殺気でもあれば反射的に体が動いたかもしれないが、彼女にあるのはむしろおびえ。

「ふふふふフォーズ！　いい今のうちにぃぃぃぃぃぃっ！」

　彼女は目をつむったままあたしにしがみつき、おびえきったふるえる声を上げる。

「──すまないセルシィ！」

　ことばを残し、二人の近くを駆け抜けるフォーズ。

　おにょれ、させるかっ！

　あたしはいそぎ呪文を唱──

「にゃははひははっ!?　脇わきっ！　脇はっ！」

　むやみにしがみついてくる彼女の指に脇わき腹ばらをくすぐられて詠唱中断。

　ならば昏こん倒とうさせようと、彼女のうしろあたまを目がけてチョップを放つが、めちゃくちゃに必死でもがくせいで狙ねらいがそれて、単なる頭へのチョップになる。

　おにょれっ……！　混乱してめちゃくちゃな動きをするシロウトは案外やっかいだ、という話を聞いたことはあるけどっ！　これほど動きが読めないとはっ！

　ならばっ！

　じたばたもがく彼女の体を、あたしの方から抱だき寄せる！

　体勢が安定し、一いつ瞬しゆん彼女の動きが止まったところで──

　とんっ。

「あう。」

　今度こそ、あたしの手刀がセルシィを失神させた。

　力を失い、ぐったりとなった彼女の体をふりほどき──

　だがその時には、フォーズの姿は木々に隠れて見えなくなっていた。

　追いかけることは不可能ではないが──

　あたしは少し考えを変えた。

　彼をぶち倒すのではなく、こんなことをしてもムダだと悟らせるのだ。

　わざと次のスライムを召しよう喚かんさせ、あたしの攻撃呪文、デカいの一発で吹ふっ飛とばす！

　えんえんと走り回って描いた陣で召喚したものを、あたしの呪文一発であっさり吹っ飛ばされる。そんなミもフタもないことを何度か続ければ、さすがにフォーズもあきらめるはず。

　──もちろん、あたりに村の人たちがいる可能性を考えると、巻き込まないように注意する必要はあった。

　近きん距きよ離りから、スライムの上の方だけを吹っ飛ばすようにして、威い力りよくを空に逃がしてやれば可能なはず！

　あたしはその場にとどまって、呪文を唱え──ようとして、気がついたセルシィにまた組み付かれてはたまらないと少し距離を取り。

　呪文を唱えて待つことしばし。

　やがて、陣を描いて戻ってきたフォーズは、余よ裕ゆうの表情で佇たたずむあたしと、倒れているセルシィを見て動揺の色を浮かべるが、あたしが動かないと知ると、こちらに視線を送りながらも召喚の呪じゆ文もん詠えい唱しようを開始した！

　彼はほどなく呪文を完成させ、それを発動させる『力あることば』を朗々と──

　──え──？

　一瞬。

　驚きよう愕がくに、あたしの思考が停止した。

　──ぃぃぃいいいいいいいいいいイイイイイッ！

　耳鳴りのような甲かん高だかい音。

　景色の一部がゆらぎ乱れて、刹せつ那なの後、斜面の上の方に出現したのは巨大なぷるぷる！

　呪文を唱えていたことさえ忘れ、それを凝ぎよう視しするあたしに、フォーズの挑ちよう発はつが届く。

「ずいぶん余裕だな！　何をする気かしらんが、見せてもらうぞ！」

　……そんな……まさか……けど、あれは……

　混乱するあたしは、どうしていいかわからずに、半はん透とう明めいの巨きよ体たいを眺ながめ──

「……う……ん……

　──はっ！」

　そんな時、倒れていたセルシィが意識を取り戻す。

　あたりを見回し身を起こし、

「──スライムを呼んだのね！　フォーズ！」

「おうっ！　だがまだ油断するな！　セルシィ！　その女、何かたくらんでるぞ！」

　やりとりをかわす二人のかたわらで。

「──と、いうか──」

　あたしは半ばぼーぜんと、ぷるぷるの巨体を眺めたままで、ゆっくりとそれを指さして言った。

「……ねえ……すっごい今さらながら変なこと聞くけど……

　あれ、ひょっとして──スライムじゃなく、くらげだったりしない？」

　……………………

『は!?』

　二人のすっとんきょうな声がハモる。

　かまわずことばを続けるあたし。

「あたしの知り合いに変な魔道士がいるんだけど……

　そいつがくらげを呼ぶのに使う呪文とか『力あることば』が、今、フォーズが使ったのとほとんどいっしょだったんだけど……

　あ。ちなみにそいつ、長い黒くろ髪かみで変な格好した、バカ笑いがやかましい女魔道士なんだけど……」

　こちらのことばにフォーズが驚愕の声で、

「まさかっ……!?　お前、ナーガ先生の知り合いなのかっ!?」

「やっぱりかぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　あたしは絶望とともに声を吐はく。

　ナーガというのは、あたしのライバルを自じ称しようする、ひたすらめーわくな生命体。

　しょっちゅうあたしの前に現れては、いろいろと事態をややこしくしてくれたりするのだが──

　よもや姿も見せぬまま、ややこしいことをやらかしてくれようとは……

　あたしはげんなりした口調で、

「……そーすると何？

　ひょっとしてフォーズ、あんたがどこかでスライムのことを熱く語っているところで出くわして、有料で今の呪じゆ文もんを教わった、とか、そんな流れ？」

「──っ……！」

　彼が絶句し、表情を引きつらせたところからも答えは明白。

　そんな二人のやりとりを聞いて、セルシィは突とつ然ぜん、巨きよ大だいなぷるぷるの方に向かって駆かけだすと──

「………………」

「………………」

　二人が無言で待つうちに、やがて涙なみだ目めで駆け戻ってくると、開口一番、

「ねちゃねちゃしてないー！」



　くらげでした。



「で」

　永い。

　永い永い沈ちん黙もくのあと、ようやっと口を開いたのはフォーズだった。

「どうするよ。これ」

「そうね……とりあえず──」

　あたしは考えながら口を開く。

「『あたしが攻撃呪文で吹っ飛ばしたら反省しました』ってことにしとけば、村の人たちもそれ以上はそうそう怒おこんないと思うんだけど」

　フォーズとセルシィは顔を見合わせ、うなずくと、あたしの前に正座して、深々とおじぎをしながら、声を合わせてこう言った。

『よろしくおねがいしますっ！』

「うみゅ。」

　うなずいて、あたしは二人を吹っ飛ばすべく呪文詠唱をはじめたのだった──



　こうして──

　人類全すべての価値観に大きな変化を起こそうとした、世界ねちゃねちゃ化計画は失敗に終わったのだった。

　山に出現した巨大くらげたちはあたしが火か炎えん系の術で処分して、もちろん山火事にもならないように、きちんと消火もしておいた。

　村に戻って事情を説明すると、みんなはあっさり納なつ得とくしてくれたのだった。

　──あたしが術でぼこべこにした、セルシィとフォーズの姿が、この上ない説得力になったのだと思うのだが。

　だが。

　世の中にねちゃねちゃ好きがいる限り、いつの日かまた、世界ねちゃねちゃ化計画をたくらむ者も出てくるかもしれない。

　今はあきらめたセルシィやフォーズも、またそんな野望を抱いだかないとは限らない。

　もしも。

　あなたのそばにいる誰だれかが、ねちゃねちゃの野望にとりつかれた時には──

　とりあえず、泣くまで殴なぐっていいと思います。



（ねちゃねちゃよ永と遠わに：‥おしまい）



    

  
    
      
　あとがき


作者　＋　Ｌ　　



作：‥子供の頃ころ、おもちゃのスライムがけっこー好きでしたっ！

　　とゆーわけでっ！

　　スレイヤーズすまっしゅ。『ねちゃねちゃの季節』をお送りしますっ！

Ｌ：‥……こ……子供の頃から粘ねん液えきプレイ好き……？

作：‥おかしな言い方するなぁぁぁぁぁっ！

　　人聞きの悪いっ！

Ｌ：‥えー。作中に出てくるねちゃねちゃ好きの人って、作者のシュミの自己投とう影えいだったりしないのー？

作：‥するかっ！　つうかなんで残念そうなのかっ!?

　　俺おれに一体何を期待してるんだっ!?

Ｌ：‥むー……

　　あ、でも『雑然の迷宮』の方に出てくる、部屋を散らかすだめな人って、作者以外の何でもないでしょ？

作：‥──ふっ。甘あまいな。

　　たしかに──半年前の俺ならば、その言葉は胸に刺ささっただろう。

　　だがしかぁぁぁしっ！

　　今の俺は半年前の俺ではないっ！　『散らかっている』は通じんぞ！

　　なぜならっ！　今っ！

　　俺の部屋はそれなりに片づいているからだぁぁぁぁぁぁっ！

Ｌ：‥馬ば鹿かなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?（ジュッ）

作：‥いやちょっと待て！　蒸じよう発はつするほどびっくりするところかそれは!?

　　なんぼなんでも失礼なっ！

Ｌ：‥……け……けど……作者の部屋が散らかってないだなんて……ありえない……

　　なぜ……そんな……理り不ふ尽じんなことが……

作：‥理不尽とまでっ!?

　　なんかダメージ受けてるしっ！

　　いや。実は冷蔵庫がブッ壊こわれて。

　　新しいのと入れ替えるには、あたりを片づけるしかなかったんだ。

Ｌ：‥あー。そーゆーこと。

　　なーんだ。別に、心を入れ替えて真人間になったわけじゃなかったんだ。

　　あーびっくりした。

作：‥……一体どーゆー目で俺を見てくださっているのか聞きたいところだが……

Ｌ：‥けど家電製品っていったら、エアコンもガタが来てたんじゃなかったっけ？

作：‥うむ。

　　二台あるうち片方は室外機が反応しなくなっていて、残った一台でなんとかしてたんだが、それも効ききがイマイチになってきて。

　　新しいのに替えるにしても修理してもらうにしても、工事の人が入れるだけの空間を作らねばならんなー、ということで、春ごろからちょくちょく片づけをしてはいたのだが。

Ｌ：‥春から……

　　で、今になってよーやく、って、どんだけやる気のない片づけしてたのよ。

作：‥いや。もともとモノがありすぎたんだろーな。

　　ほら、陰いん謀ぼうがらみの映画なんかで時々、何者たちかに徹てつ底てい的てきに家や捜さがしされて散らかった部屋、ってのが出てくるだろ？

　　あれよりちょっと散らかってるなー、って程度。

Ｌ：‥ゴミ屋や敷しきじゃんっ！

作：‥さすがにそこまでヒドくなかったけど。

　　長い時間をかけつつも、いつも出してるゴミに加えて、ゴミ袋ぶくろ合計二、三十コぶん余計に出した時点でよーやく、『新種の生命体が生まれそうな部屋』から『すげー散らかってる部屋』にランクアップ！

Ｌ：‥……ランクアップ……なのかなぁ……それ……？

作：‥そこに今回の、冷蔵庫の故こ障しよう！

　　ちょっと前から、冷えが悪いなー、と思っていたら──

　　ある日、夜食に食べようと、冷れい凍とう庫この冷凍うどんを手にしたら、カチコチのはずの触しよつ感かんが生なま麺めんふうに！

Ｌ：‥それは……完全に終わってるわね……

作：‥最終的には、冷凍庫にペットボトルドリンクを入れると、凍らずにキンキンに冷えた感じになりましたっ！

　　ストックしていたアイス類は、シェイクを通とおり越こしてゲル状に！

　　氷は溶とけずに残ってたから、ちょうど０度くらいだったんだろうな。

Ｌ：‥で、買い換かえ、と。

作：‥うむっ！

　　とゆーわけで！　さらにゴミ袋合計十袋ぷくろぶんほどを片づけたところ、ついにっ！

　　『ふつー程度に散らかった部屋』に極限ランクアップ！

Ｌ：‥極限じゃないからそれっ！

　　『片づいた部屋』までいきなさいよっ！　いっそっ！

　　つーか『ふつー程度に散らかった部屋』で満足して、散らかってる、ってことばが胸に刺さらなくなるのっておかしいからっ！

作：‥くっくっく。何とでも吠ほえるがいい。

　　部屋の片づけなどという、十年に一度できるかできないかの偉い業ぎようを成なし遂とげた今の俺には、怖こわいものなど何も無いっ！

Ｌ：‥うっわ！　ちょっと部屋片づけた程度ですげー上から目線っ!?

　　──あれ？　でも、クーラーの方は？

作：‥あ。うん。そっちの片づけまで手が回んなくて。とりあえず冷蔵庫だけ。

Ｌ：‥片づけられてないしっ！

　　結局はクーラーの方の工事があるなら、まだ片づけなきゃあなんないんでしょ。

作：‥……うん……実はそーなんだ……

　　しかし誤解はするなっ！

　　俺は決して、『雑然の迷宮』に出てくる連中のように、散らかっていた方が落ち着くとか、他人からは散らかっているように見えてもどこに何があるかわかる、なんぞと主張するつもりはないっ！

　　ただ純じゆん粋すいにっ！

　　片づけるのがめんどくさくてヤなだけだっ！

Ｌ：‥もっとだめなひとだー！

　　……いつもだったら、ツッコミついでにすりつぶしたりするところだけど──

　　ま、そういうことなら、せっかくある程度片づけた部屋中の棚たなをひっくり返しまくるくらいでかんべん──

作：‥やめてお願いそれだけは！

　　むしろいっそすりつぶす方向で！

Ｌ：‥そこまでイヤかっ!?

　　なら、やらねばっ！

作：‥なぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?



　　ずがしゃぁぁぁぁっ！



Ｌ：‥──あ、うつぶせで泣きはじめた。

　　ちょっぴり悪いことしちゃったかなぁ。

　　まあ、がんばって片づけるよーに。

　　みんなも作者みたいにならないように、部屋の片づけはこまめにね。

　　それじゃあまたねー♪



あとがき：‥おしまい
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